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逗子教育ビジョン 

～「つながりに気づき つながりを築く」人づくり～ 

 

1．逗子教育ビジョン策定の趣旨 

現代社会では数多くの問題が顕在化してきています。たとえば、個人主義的で効率的な

生き方が強調され、人と人との間の競争が激化する中で、人と人の関係性が希薄化し、大

人・子どもを問わず、無関心や自分勝手、いじめや差別、心の問題や各種の問題行動など、

身近なところに数多くの問題が浮びあがってきています。また、国際化やグローバル化に

示されるように急激に社会が変化する中で、国内外を問わず、社会的格差や環境破壊など

の地球的諸問題が引き起こされ、地域と世界との関係を問い直しそれらの問題解決をめざ

すことなしに、平和で持続可能な未来社会を描くことは難しい状況が生み出されてきてい

ます。 

このような状況の中、教育が果たすべき役割はより大きなものになってきています。そ

れは教育が、人づくりそして社会づくりへの役割を、これまでにも増して担っていくこと

が期待されているからです。そして、その時に求められるのは、これまでの教育の良いと

ころを踏まえつつ、未来に向けてより創造的に、これからの教育のあり方を示していくこ

とです。 

しかし、これまで逗子市教育委員会は、逗子の教育のあり方を示す基本指針とも言える

教育ビジョンを策定してきませんでした。改めて現代社会の状況を踏まえ、逗子市教育委

員会は、逗子の一人一人の住民が、生きる力を育み、現代的諸問題を解決し、都市宣言に

謳われた「青い海と みどり豊かな 平和都市」を築いていくことに資する教育を描き出

すために、逗子教育ビジョンを新たに策定することにしました。 

 

２．逗子教育ビジョンの策定過程・他の計画との関係・期間 

＊策定過程 

逗子教育ビジョンは、逗子市教育委員会教育委員５名が、市民や教育現場での声に耳を

傾ける中で、約１年間の協議のもと、2014年９月末にその基本となる教育ビジョン案を作

成し、その後 2014年 10月から 12月にかけ、市長、副市長、社会教育委員、教育行政担当

部長課長と意見交換を行い、また 2015年１月にはその案を公表し、2015年２月に完成させ

たものです。 

＊逗子の他の計画との関連 

逗子市教育委員会は、この教育ビジョンを「逗子市総合計画」及び「共に学び、共に育

つ、共育(きょういく)のまち推進プラン」(基幹計画)を補完するものとして位置づけてい

ます。 

また、「学校教育総合プラン」、「社会教育推進プラン」、「生涯学習活動推進プラン」、「文

化振興基本計画」、「スポーツ推進計画」などの教育委員会に関連する計画の基本ビジョン

として位置づけることを想定しています。 

＊見すえる期間 

 逗子市の総合計画との整合を図り、概ね 20年間を見すえることとしています。 

しかし、期間には縛られず、必要に応じてより良いものを創りだしていくことを、これ

からの教育委員会に期待しています。 



 

 

 

３．逗子教育ビジョンの基本理念 

 

「つながりに気づき、つながりを築く」人づくり 

 

人は、つながりの中で生きています。 

このつながりには、他者とのつながり、自然とのつながり、社会とのつながり、 

そして歴史とのつながりが含まれます。 

 

つまり、人は、 

親・家族・友人など他者とのつながりの中を生き、 

身体や精神・遺伝・発達などの内的自然や 

人間をとりまく大気・大地などの外的自然とのつながりの中を生き、 

政治・経済・文化などの社会とのつながりの中を生き、 

過去・現在・未来といった歴史とのつながりの中を生きています。 

 

そして人はこれらのつながりの中で、 

愛されること、愛すること、感じること、感謝すること、知ること、考えること、 

協働すること、問題を解決すること、想像することなどを学んでいきます。 

 

教育がよりよい学びづくりそして人づくりのための働きかけであるなら、 

人がこれらのつながりに気づき、これらのつながりを築いていくことは、 

教育の基軸に据えられるべきことと考えます。 

したがって「つながりに気づき、つながりを築く」人づくりを基軸に据えた教育を、 

逗子から創り出していくことを、逗子の教育ビジョンとします。 

 



 

 

 

４．逗子の教育の目標 

生涯を通じた「つながりに気づき つながりを築く」人づくりに向けて、人の一生を「乳

幼児期」「児童・青年期」「成人期」「円熟期」という４つの段階に分け、「つながり」の視

点から、それぞれ段階での学びのあり様を整理し、また「家庭教育」「学校教育」「社会教

育」「市民協働学習*」という４つの場での、学びの基本的なあり様を以下に描き出しまし

た。逗子の教育は、以下のような学びを創り出すことを目標とします。 

(*市民協働学習とは、市民が多様な場で協働的かつ自発的につくり出す学習のことをさしています。） 

 

 

基本理念：「つながりに気づき つながりを築く」人づくり 

 

 

 

 

＜４つの発達段階での学び＞ 

＊乳幼児期：他者・自然との基礎的なつながりを培う 

親に愛され、他者と遊び、自然に触れ身体・感覚を開くことなどを通して、信頼感や

感性の発達など心身の成長と生活の基礎を培う。 

＊児童・青年期：他者・自然・社会とのつながりの中で自分らしさを探究する 

自然の中で感じ、仲間集団の中で知り・考え・協働し、社会の中で自ら 

の役割を模索し、歴史の中で未来を想像することなどを通して、自分ら 

しさを探究する。 

＊成人期：他者・自然・社会・歴史とのつながりの中で協働する 

自然を生き、社会を生き、問題を解決し、歴史を生き、子ども・他者を 

育てるために、協働する。 

＊円熟期：他者・自然・社会・歴史とのつながりを文化として残す 

４つのつながりを文化として、次世代へ伝え、残す。 

 

 

 

 

 

＜家庭教育・学校教育・社会教育・市民協働学習の場での学び＞ 

＊家庭教育：日常生活の中での４つのつながりへの基礎的な学び 

 日常生活の中での、親子、兄弟・姉妹、祖父母などとの関係を通して、生きる基礎を

学ぶ。 

＊学校教育：集団の中での４つのつながりへの系統的継続的な学び 

 集団の中での協働関係を通して、系統的な知識・技能・態度などを継続的に学ぶ。 

＊社会教育：社会的問題の解決に向けた４つのつながりへの実践的な学び 

 身近な地域問題や現代的な地球規模の問題に即して、それらの関係や 

それらの解決に向けての課題や方策を実践的に学ぶ。 

＊市民協働学習：市民協働による４つのつながりへの自発的な学び 

 「生活づくり」「問題解決」「文化振興」「スポーツ推進」など市民 

や地域のニーズに即した多様なテーマを、協働的かつ自発的に学ぶ。 



 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

 

１．策定の趣旨 

教育大綱は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１条の３の規定に基づき、地方

自治体の長が地域の実情に応じ、当該地方自治体の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な

施策の大綱を定めるものです。 

逗子市の教育大綱は、わたしたちが魅力あるまちを創っていく上で最も大切な「人づくり」に

おいて、逗子市教育委員会が平成25年から約１年半の議論を重ね、平成27年に策定した「逗子教

育ビジョン」を基本理念に位置付け、さらに、逗子市総合計画基本構想に位置付けた教育施策の

政策の柱『共に学び、共に育つ「共育（きょういく）のまち」を、教育施策を進める上での基本

方針に位置付けています。 

市長及び教育委員は、大綱の基本理念と基本方針を実現するために、総合教育会議等を通じて、

連携して教育施策を推進していきます。 

 

２．大綱の期間 

逗子市教育大綱の期間は、2023年(令和５年)４月１日から2027年(令和９年)３月末までの４年

間とします。 

 

３．逗子市教育大綱の推進体制 

逗子市教育大綱に謳われた基本理念に基づき教育施策に取り組むにあたっては、総合計画審議

会や各計画の懇話会等において評価・進行管理することによって、市民参画の下、教育大綱の実

現を図ります。 

また、毎年度、総合教育会議において進捗状況を確認しながら、予算編成と事業執行に評価結

果を反映します。 

  



 

 

 

第１章 逗子教育ビジョン 

 

１．基本理念 

 

   「つながりに気づき、つながりを築く」人づくり 

 

人は、つながりの中で生きています。 

このつながりには、他者とのつながり、自然とのつながり、社会とのつながり、 

そして歴史とのつながりが含まれます。 

 

つまり、人は、 

親・家族・友人など他者とのつながりの中を生き、 

身体や精神・遺伝・発達などの内的自然や 

人間をとりまく大気・大地などの外的自然とのつながりの中を生き、 

政治・経済・文化などの社会とのつながりの中を生き、 

過去・現在・未来といった歴史とのつながりの中を生きています。 

 

そして人はこれらのつながりの中で、 

愛されること、愛すること、感じること、感謝すること、知ること、考えること、 

協働すること、問題を解決すること、想像することなどを学んでいきます。 

 

教育がよりよい学びづくりそして人づくりのための働きかけであるなら、 

人がこれらのつながりに気づき、これらのつながりを築いていくことは、 

教育の基軸に据えられるべきことと考えます。 

したがって「つながりに気づき、つながりを築く」人づくりを基軸に据えた教育を、 

逗子から創り出していくことを、逗子の教育ビジョンとします。 

 

２．逗子の教育の目標 

生涯を通じた「つながりに気づき つながりを築く」人づくりに向けて、人の一生を「乳幼児

期」、「児童・青年期」、「成人期」、「円熟期」という４つの段階に分け、「つながり」の視点から、

それぞれ段階での学びのあり様を整理し、また「家庭教育」、「学校教育」、「社会教育」、「市民協

働学習※」という４つの場での、学びの基本的なあり様を以下に描き出しました。 

逗子の教育は、以下のような学びを創り出すことを目標とします。 

※市民協働学習とは、市民が多様な場で協働的かつ自発的につくり出す学習のことをさしています。 

  



 

 

基本理念：「つながりに気づき つながりを築く」人づくり 

 

 

＜４つの発達段階での学び＞ 

＊乳幼児期：他者・自然との基礎的なつながりを培う 

親に愛され、他者と遊び、自然に触れ身体・感覚を開くことなどを通して、信頼感や 

感性の発達など心身の成長と生活の基礎を培う。 

＊児童・青年期：他者・自然・社会とのつながりの中で自分らしさを探究する 

 自然の中で感じ、仲間集団の中で知り・考え・協働し、社会の中で自ら 

の役割を模索し、歴史の中で未来を想像することなどを通して、自分ら 

しさを探究する。 

＊成人期：他者・自然・社会・歴史との 

つながりの中で協働する 

自然を生き、社会を生き、問題を解決し 

歴史を生き、子ども・他者を 

育てるために、協働する。 

＊円熟期：他者・自然・社会・歴史との 

つながりを文化として残す 

４つのつながりを文化として、 

次世代へ伝え、残す。 

 

 

＜家庭教育・学校教育・社会教育・ 

市民協働学習の場での学び＞ 

＊家庭教育：日常生活の中での４つのつながりへの基礎的な学び 

  日常生活の中での、親子、兄弟・姉妹、祖父母などとの関係を通して、 

生きる基礎を学ぶ。 

＊学校教育：集団の中での４つのつながりへの系統的継続的な学び 

  集団の中での協働関係を通して、系統的な知識・技能・態度などを継続的に学ぶ。 

＊社会教育：社会的問題の解決に向けた４つのつながりへの実践的な学び 

  身近な地域問題や現代的な地球規模の問題に即して、それらの関係や 

 それらの解決に向けての課題や方策を実践的に学ぶ。 

＊市民協働学習：市民協働による４つのつながりへの自発的な学び 

  「生活づくり」「問題解決」「文化振興」「スポーツ推進」など市民 

や地域のニーズに即した多様なテーマを、協働的かつ自発的に学ぶ。 



 

 

３．学びの場と発達段階のつながり 

 

学びの場その 1：家庭教育 

『家庭教育・そこに求められるもの』 

日常生活の中での 4 つのつながりへの基礎的な学び 

…日常生活の中での、親子、兄弟・姉妹、祖父母などとの関係を通して、生きる基礎を学ぶ。  

『各発達段階で獲得したいこと（家庭教育から見たそれぞれの発達段階での理想像）』 

乳幼児期（基礎の段階）： つながりの原体験の時期 

親などの大人と基本的な信頼関係を育み、兄弟姉妹など周囲との関わりから様々な人間関係を体得する。また遊びを

通して発想力や想像力を養い、自然体験を重ねることで自身も自然の一部であることを体感する。 

児童・青少年期（自分らしさの段階）： 自分に自信を持ち、自立へ向かって力をつけていく時期 

家族から愛情、支援、承認を受け自己肯定感を養い、家族を構成する大切な一員であることに気づき、成人期に向けて

自己を形成していく。 

成人期（協働の段階）： 自立した人間の手本となり、家庭教育の担い手となる時期 

家庭教育の担い手として、自ら学び続けるとともに子どもが生活習慣や生活能力、信頼感、豊かな情操、思いやり、

基本的倫理観、自尊心や自立心、マナーなどを身につけられるよう実践する。 

円熟期（伝承の段階）： 集大成の時期 

これまでの経験から家庭を見守り支えられるよう自らの健康維持や精神的成熟に向かって学び続ける。成人期の

サポートを行い、その時代に適した子育てなどを学び実践する人となる。 

 

学びの場その 2：学校教育 

『学校教育・そこに求められるもの』 

集団の中での 4 つのつながりへの系統的継続的な学び 

…集団の中での協働関係を通して、系統的な知識・技能・態度などを継続的に学ぶ。  

『各発達段階で獲得したいこと（学校教育から見たそれぞれの発達段階での理想像）』 

乳幼児期（基礎の段階）： はじめての集団活動に触れる時期 

幼稚園、保育園、自主保育などの場での集団活動により、家族以外の他者とのつながりをもち、信頼関係を築き、

友だち・仲間を作る。 

児童・青年期（自分らしさの段階）： 知識・技能を学び、コミュニケーション・他者理解の試行錯

誤を行う時期 

学校・家庭・地域の連携による安全安心な環境の中、見守られ育つ。集団生活を通じて、お互いの良さを認め

合いながら社会的ルール・モラルを学ぶ。習熟度に応じた適切な指導のもと、自ら学び続ける関心・意欲・態

度を育みつつ、系統的な知識・技能を継続的に学ぶ。 

成人期（協働の段階）： 学校活動を支える時期 

保護者として、また市民として学校と信頼関係を作り、子どもが健やかに育っていけるよう学校活動を支援す

る。自らも学びながら子どもと共に市民として育っていく。 

円熟期（伝承の段階）： 伝える時期 

今まで経験してきたことや前の世代から受け継いできたことを、学校活動を通じて子どもたちに伝える。地域

活動に参加するなどし、学校教育を市民として支える。 

 



 

 

学びの場その 3：社会教育 

『社会教育・そこに求められるもの』 

社会的問題の解決に向けての 4 つのつながりへの実践的な学び 

…身近な地域問題や現代的な地球規模の問題に即して、それらの関係やそれらの解決に向けての

課題や方策を実践的に学ぶ。 

『各発達段階で獲得したいこと（社会教育から見たそれぞれの発達段階での理想像）』 

乳幼児期（基礎の段階）： 大人と共に生活する時期 

主体となっている大人と一緒に社会の活動に参加し、地域のつながりの中で、生き生きと生活する。子どもの

主体性を大切にされた環境の中で、市民として生きる大人たちと共に暮らす。 

児童・青年期（自分らしさの段階）： 様々な地域の取り組みに関わる時期 

地域、自然、他者、歴史等を学ぶことで、それぞれが、つながっていることを実感し社会の一員との自覚を持

つ。 

成人期（協働の段階）： 市民としての役割を果たす時期 

状況に応じた課題をとらえ、広い視野で解決策を考え他者と共生し、社会に主体的に参加することにより、社

会から期待される。 

円熟期（伝承の段階）： つながりを強める時期 

社会に主体的に関わり続けると同時に成人期や次世代をサポートしていく。また、これまでの経験を社会にフ

ィードバックし、さらなる社会教育の充実に貢献する。 

 

学びの場その 4：市民協働学習 

『市民協働学習・そこに求められるもの』 

市民協働による 4 つのつながりへの自発的な学び   

…「生活づくり」「問題解決」「文化振興」「スポーツ推進」など市民や地域のニーズに即した多様なテ

ーマを、協働的かつ自発的に学ぶ。 

『各発達段階で獲得したいこと（市民協働学習から見たそれぞれの発達段階での理想像）』 

乳幼児期（基礎の段階）： 豊かな自然、多様な大人に触れる時期 

市民が自ら生み出す地域での活動を通じて地域の豊かな自然へアクセスし、多様な大人に触れ、見守られなが

ら遊ぶ機会を得る。 

児童・青年期（自分らしさの段階）： 市民活動に参加しはじめる時期 

多様な芸術に触れる機会、スポーツを楽しむ機会、世代を超えた地域の市民と交流する機会を得る。これらを

通じて自らの興味・関心を広げ、社会での役割を模索する。 

成人期（協働の段階）： 自ら発信者となる時期 

学びの発信者・実践者として仲間と共に地域の文化、学び合う場をつくりだし、発信していく。 

円熟期（伝承の段階）： 次世代を見守りつつ自ら学び続ける時期 

経験豊かな発信者・実践者としてより俯瞰的に地域の学びを生み出しつつ、文化を継承するとともに、次世代

の試行錯誤を見守り、サポートを行う。自らもチャレンジし、生涯を通じて学び続ける。 

 

 

  



 

 

第２章 教育施策の基本方針 

 

１．めざすべきまちの姿 

 

共に学び、共に育つ「共育（きょういく）」のまち 

 

世代間交流を通じて、共に学び合い、共に育つ「共育」理念のもと、市民の誰もが、人生のど

の場面でも、いきいきと学び、文化を育み、スポーツに親しみ、その成果を様々な形で生かすこ

とのできる、市民が主役を演じる「共育のまち逗子」をめざします。 

 

２．「共育（きょういく）のまち逗子」のための５つの柱 

 

⑴  子どもも大人も共につながり成長していく生涯学習のまち 

市民の誰もが、人生のどの場面でも、いきいきと学びを楽しめるよう、現代的課題や地域課

題について、共に学び、個を高め合う社会教育の機会を広く市民に提供するとともに、市民の

自主的な学びを支援します。 

そして、学ぶ楽しみ教える喜びで地域の一人ひとりがいきいきと輝いているまち、学んだ成

果を生かすことで元気な地域づくりへとつなげていくまち、生涯学習のまち逗子をめざします。 

 

⑵ 文化を新たに創造するまち 

文化芸術は、生活に潤いや刺激を与え、共感や連帯を生み、人の心を豊かにします。さら 

に、新たな付加価値を生み出すなど、地域社会にとっても多様な可能性を秘めています。 

わたしたちは、逗子の伝統文化を継承するとともに、潜在的な文化資源を掘り起こして、地

域の文化を市民の手で拓き、互いを高め合い、育むことで、「まちが文化を活かし、文化がまち

を活かす」地盤をつくります。そして、逗子の多彩な文化資源と恵まれた自然環境を背景に生

まれる、個性的で創造的な文化芸術の力で、文化と自然がつむぐ活力あるまち（地域社会）の

発展をめざします。 

  



 

 

⑶ スポーツを楽しむまち 

わたしたちは、スポーツ都市宣言の理念に基づき、市民一人ひとりがスポーツに親しみ健康

な心とからだをつくる「健康づくり」、みんなでスポーツを楽しむ機会をつくり明るい生活を

営むことができる「場づくり」、スポーツを通じていきいきとした地域連携の輪をひろげる「交

流づくり」、スポーツを通じて活力に満ちたまちづくりを推進する「基盤づくり」を進めます。 

一人でも多くの市民が、スポーツに親しみ、互いに高め合うことで、健康で豊かな生活を送

ることができるよう、いつでも、どこでも、誰もが気軽にスポーツ、健康づくりができるまち

をめざします。 

 

⑷ 学校教育の充実したまち 

人は自然と社会の中で生涯学び続けていくことが必要です。その入り口の一つとして学校教

育は大きな役割を果たすものです。今日、価値観の多様化や高度な情報化社会の中にあって、

子どもたちが身につけなければならない力は多岐にわたっています。これまで受け継がれてき

た知識や文化・伝統などを踏まえ、地域社会や家庭と連携し、互いの個性を尊重し合う人間性

溢れる教育、限りある命を生きていることの素晴らしさを感じることができる教育を行ってい

くこと、そしてこれからの国際社会の一員として生きていく力をはぐくむ育むことが必要です。 

いつの時代にも変わってはならない本質の部分を土台に、その時々の教育的課題に臨機応変

に対応して、「豊かな人間性」・「確かな学力」・「健康な心身」を目標として『自ら考え、心豊か

に、たくましく生きる逗子の子ども』の育成を図ります。 

 

⑸ ふるさとの遺産をまもりつないでいくまち 

わたしたちの身近にある様々な文化財は、先人たちの暮らしの中で生まれ、育まれ、受け

継がれてきたものであり、このまちに暮らすわたしたちの心を支え、豊かにするものとして

後世にながく伝え、いかしていくべきふるさとの遺産です。 

文化財を適切に保存しつつ、わたしたちの身近な歴史から共に学び、共に育ち、次世代へ

誇りや愛着をつないでいくまち、ふるさとの遺産を共にまもり、つないでいくまちをめざし

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共に学び、共に育つ

「共育(きょういく)」

のまち

自然と人間を

共に大切にする

まち

新しい地域

の姿を示す

市民主権のまち

安全で安心な、

快適な暮らしを

支えるまち

共に生き、

心豊かに暮らせる

ふれあいのまち

いつまでも変わることのない理想像 

「青い海とみどり豊かな平和都市」 

～将来像～ 

「自然に生かされ、自然を生かすまち」 

「コミュニティに支えられ、 

  コミュニティを支えるまち」 

総合計画基本構想 

４つの発達段階での学び 

 

＊乳幼児期 

他者・自然との基礎的なつながりを培う 

＊児童・青年期 

 他者・自然・社会とのつながりの中で 

自分らしさを探求する 

＊成人期 

 他者・自然・社会・歴史とのつながりの中で協働する 

＊円熟期 

 他者・自然・社会・歴史とのつながりを 

文化として残す 

家庭教育・学校教育・社会教育 

・市民協働学習の場での学び 

＊家庭教育 

日常生活の中での４つ（家庭教育・学校教育・社会教育・

市民協働学習の場）のつながりへの基礎的な学び 

＊学校教育 

 集団の中での４つのつながりへの系統的継続的な学び 

＊社会教育 

 社会的問題の解決に向けた４つのつながりへの 

実践的な学び 

＊市民協働学習 

 市民協働による４つのつながりへの自発的な学び 

基本理念「つながりに気づき つながりを築く」人づくり 

他者・自然・社会・歴史とのつながり 
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逗子市教育大綱 

逗子教育ビジョン 

教育施策の基本方針 

めざすべきまちの姿 
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◇市勢の概要 

１ 位置及び地勢 

 本市は、北緯 35 度 17 分 44 秒、東経 139 度 34 分    

49秒に位置し、（東西 6.96 km、南北 4.46km、周囲 21.20 

km）面積約 17.28ｋ㎡で、神奈川県の南東、三浦半島

の頸部にあたり、東は横須賀市、北は横浜市、北西は

鎌倉市、南は葉山町にそれぞれ境を接し、西は相模湾

に臨んでいます。 

２ 逗子市の歩み 

 逗子市の地域には、縄文・弥生・古墳時代などの遺

跡があり、数千年の昔から人々が居住していたことが

うかがえます。奈良時代に徳道上人や行基菩薩によっ

て創建されたという岩殿寺、神武寺、延命寺があり、

行基と大蛇伝説にゆかりの法勝寺があります。中世以

降は三浦氏の領有となり、その後、北条氏、徳川氏と

激しい時代の変転の中に明治維新を迎えました。明治

元年、韮山県に編入、ついで神奈川県に再編入され、

明治22年市町村制施行とともに田越村となりました。

大正２年に逗子町となり、昭和18年には横須賀市に強

制合併されましたが、昭和25年に住民の総意により再

び分離独立しました。 

 そして、昭和29年４月15日、逗子市は全国で3 8 4番

目（県内で９番目）の市として誕生し、現在に至って

います。 

３ 逗子市の自然 

 逗子市の地質は、第３紀層と第４紀層が入り乱れ、

いわゆる特殊な地質をもっています。市の南東から北、

北西にかけて、神武寺山を主峰とした丘陵性の山に三

方を囲まれ、西南部が逗子湾として相模灘に面してい

ます。また、沖を流れる黒潮によって、四季の気候は

温暖です。 

４ 人口・世帯数（令和６年５月１日現在） 

    人 口 55,693人 

    世帯数 25,091世帯 

５ 児童・生徒数（令和６年５月１日現在） 

    小学校 2,532人 

    中学校 1,077人   

     計   3,609人 

６ 逗子市都市宣言（昭和49年４月15日告示） 

   青い海と みどり豊かな 平和都市 

 

 私たち逗子市民は、青い海と、みどり豊かな自然を

愛し、輝く太陽のもと、明るい、平和なまちづくりに 

まい進することを宣言します。 

７ 逗子市のスポーツ都市宣言 

        （昭和59年５月13日告示） 

 私たち逗子市民は、青い海と豊かな緑に恵まれた美

しい郷土にあって、生涯を通してスポーツを愛し、ス

ポーツに親しむことにより、健康な心とからだをつく

り、明るく活力に満ちた、創造力あふれる逗子市を築

くため、ここに次の目標をかかげ、スポーツ都市を宣

言します。 

１ ひとりひとりがスポーツに親しみ、健康な心とか 

らだをつくりましょう。 

１ みんなでスポーツを楽しむ機会をつくり、明るい 

生活を営みましょう。 

１ スポーツを通じて、いきいきとした地域連帯の輪 

をひろげましょう。 

１ スポーツを通じて、活力に満ちたまちづくりを推 

進しましょう。 

８ 逗子市非核平和都市宣言 

        （平成 16 年４月15日告示） 

世界の恒久平和は、私たち人類の共通の願いであ

る。 

しかし、現在この地球上には数多くの核兵器が存

在し、また、紛争・戦争も後を絶たず、人類の生存に

脅威と不安をあたえている。 

私たちは、日本国憲法の理念のもと、国是である

非核三原則を遵守し、世界で初めての核爆弾による被

爆国民として、核兵器の恐ろしさ、戦争の悲惨さ、平

和の意義を世界の人々に訴え、この地球上に再び広島、

長崎の惨禍を繰り返させてはならない。 

私たち逗子市民は、市制施行 50 周年にあたり、美

しい海と山を守り後世に残していくため、あらゆる国

の人々の相互理解と協調による核兵器のない平和な

世界の実現に向けて努力することを決意し、ここに非

核平和都市を宣言する。 

９ 市の木（昭和49年４月15日告示） 

  つばき（学名 Camellia japonica） 

10 市の花（昭和59年４月15日告示） 

  ほととぎす（学名 Tricyrtis hirta Hook） 

11 国際友好都市（平成16年 7 月 8 日締結） 

  ナザレ市（ポルトガル） 

12 フェアトレードタウン 

宣言（平成 28 年４月 15 日） 

認定（平成 28 年７月 16 日） 
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◇教育長教育行政指針 
  

《はじめに》 
Society5.0 と呼ばれる超スマート社会が到来

すると言われ実感することも多くなっている中、
少子高齢化、グローバル化、多様化の急速な進
展、産業・就業の仕組みや環境、情報の扱いの
変化、学習方法の変化など、子どもたちを取り
巻く状況は日々変化していると言えます。 

こうした時代にあって、さまざまな変化に的
確かつ迅速に対応し、たくましく生きる子ども
を育成するためには、学校と教育行政が保護
者・地域の教育に寄せる期待や願いをしっかり
と受け止め、互いに手を携えて「生きる力」を
育んでいくことが大切です。 
現行学習指導要領では「主体的・対話的で深

い学び」が謳われ、「どのように教えるか」から
「どのように学ばせるか」に重点がおかれてい
ます。子ども同士が関わりを深めながら、お互
いに高め合うような学習指導が求められていま
す。  
次代を生きる本市の児童・生徒の育成にあた

り、次に掲げる「逗子市の子どもに培いたい三
つの力」の育成を課題とし、行政が基点となり、
学校・保護者・地域の皆さんとの連携を協働へ
と高めていきます。 
 

 

■ 学校教育の推進 
～自ら考え、心豊かにたくましく生き 
る子ども～ 

  
１ つながりを築く力【 豊かな人間性 】 

 
豊かな心を育み、円滑な人間関係を構築する

ことは、生きていくために最も必要なことであ
り、人間形成の基本です。 
子どもたちは、高度な情報化社会の中で、パ

ソコンや携帯電話など様々なツールを通してコ
ミュニケーションを図っています。 
しかし、これらのツールは、子どもたちの外

遊びや自然体験の機会の減少や、人と人とが直
にふれあい、お互いの意思を確認することの希
薄化といった負の影響も及ぼしています。子ど
もたちは、友だちや先生、周りの大人たちと直
接話し、考え、行動し、相手と自分との違いを
自覚し、我慢し、折り合うなどの経験を通して、
初めて相手を理解し、思いやることができるよ
うになります。この積み重ねが自分らしさをつ
くったり、自分を成長させたりすることにつな
がっていくのです。 
子どもたちが積極的な「開かれた個」（自己を

確立しつつ、他者を受容し、多様な価値観を持
つ人々と共に思考し、協力・協働しながら課題
を解決し、新たな価値を生み出しながら社会に
貢献することができる個人）として育つよう、
コミュニケーション能力を育む教育活動の充実
を図っていきます。 

 

 

 

 ２ たくましく生きる力【 健康な心身 】 

 
心身ともに健康で過ごすことは、人格の健全

な成長を支え、創造的活動をすすめるうえでも
大切なことです。 
子どもたちが、たくましく成長し、充実した

人生を送れるように、日頃から運動に親しむ習
慣をつけ、自らの体力を向上させようという意
欲を高めるとともに、規則正しい食生活や基本
的な生活習慣の大切さを認識し、心身の健康の
維持に必要な基礎的知識を持てるように導いて
いきます。 

 
３ 学び続ける力【 確かな学力 】 

 

子どもたちが生きていくこれからの時代は、
科学技術の進歩、情報化が一層進行し、さまざ
まな教育資源の多様化が進むと推測されます。
こうした時代にあって子どもたちに求められる
のは、自分で課題を見付け、自ら学び、主体的
に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資
質や能力です。 
この資質や能力の育成を図るために、「知識・

技能」「学ぶ意欲」「表現力」「思考力」「判断力」
「課題発見能力」「問題解決能力」「学び方」など
の力を、子どもたちにしっかりと身に付けさせる
ことが求められます。 

子どもたち一人ひとりの習熟の程度、興味・関
心、理解の状況等に応じたきめ細やかな指導を実
施する中でこれらの力を育んでいきます。 

 
  

▶能力育成のための重点施策 
 
社会の急激な変化を踏まえた国の教育改革や本

県・本市の動向を見据えて、逗子の公立学校が取
り組む方向性を示す『逗子市学校教育総合プラン』
を策定し、平成 19 年度から取り組んでまいりまし
た。 

令和４年度末に改訂した『逗子市学校教育総合プ
ラン（第Ⅵ期）』は、今年度が２年目となります。 

今回の改訂では、目指す子ども像である「自ら
考え、心豊かにたくましく生きる子ども」と、そ
のために『確かな学力』『健康な心身』『豊かな人
間性』を育成すること、そしてそれらを「魅力あ
る学校づくり」を通して進めること、さらに、そ
れを実現するため、「Ⅰ 学習指導の充実」「Ⅱ 
支援の充実」「Ⅲ 学校組織の充実」の３本を柱
とすることとして構成しています。加えて、あら
ゆる教育活動において「教育環境」がその効果に
大きく影響してくることから、「教育環境の充実」
を３本の柱の土台として位置付けました。 

「３本の柱」について次の４点をその共通する前
提としてとらえ、引き続き「魅力ある学校づくり」
を進めてまいります。 

  

 ①学校安全の推進 

   学校安全を考えるうえで大切なことは、教職員、
保護者、地域が一体となって、子どもたちにとっ
ての危険要素（事故、犯罪（事件）等）を取り除
くことです。 

   学校教育の中で日々行われる授業・行事及び給



3 
 

食の提供など、様々な活動を安全かつ効率的に行
っていけるよう、改善をしていくことが必要です。 

   常に事故防止の視点を持って様々な教育活動      

  に取り組んでいきます。 

   また、児童・生徒の登下校における事故防止、      

  事件回避も学校には求められています。これまで 

  同様、防災・防犯教育を計画的に行っていくとと
もに、保護者・地域とも協力しながらこれまで同
様登下校時の安全確保に向けた対応を図ってい
きます。 

   さらに、防災意識の醸成は子どもたちに対して
だけではなく、教職員に対しても喫緊の課題であ
り、校長のリーダーシップの下、計画的な取組を 

  行っていきます。 

   学校の安全の推進には施設設備の整備も必要
であり教育委員会のサポートが不可欠です。学校
施設の多くがすでに 40 年を経過しており、長寿
命化を図る必要があります。計画的に整備を進め
ていきます。 

 

    

②教育情報化の推進 

新しい学習指導要領では、「情報活用能力」が
「学習の基盤となる資質・能力」と位置付けられ、
「各学校において情報手段を活用するために必
要な環境を整え、これらを適切に活用した学習活
動の充実を図る」ことが明記されました。そして、
今後の学習活動においては、より一層積極的にＩ
ＣＴを活用することが求められ、平成 29 年 12
月に、文部科学省において「学校におけるＩＣＴ
環境の整備方針」が取りまとめられ、当該整備方
針を踏まえた「教育のＩＣＴ化に向けた環境整備
５か年計画（2018～2022年度）」が策定されまし
た。   
また、本市においては、市立小・中学校の児童・

生徒１人1台の端末整備及び校内無線LANの整備
を令和３年１月末までに完了し、災害や感染症の
発生等による学校の臨時休業等の緊急時におい
ても、ICTの活用によりすべての子どもたちの学
びを保障できる体制としています。 
各学校では、整備されたＩＣＴ機器等を授業で

積極的かつ効果的に活用し、子どもたちに求めら
れる情報活用能力の育成を意識した授業づくり
などを、すべての教員が行えるよう努めています。 
教育委員会は、研修等を通じ、教職員のスキル

アップに寄与する取組を引き続き行い、学校にお
けるＩＣＴ機器を活用した授業づくりの取組の
サポートをしていきます。 

 

 

③地域との協働推進 
これまで学校は「開かれた学校づくり」を推進

し、様々な教育課題の解決に向けて家庭や地域社
会と連携しながら教育活動に取り組んできまし
た。学校支援地域本部事業が定着し、地域との連
携はかなり進んできています。 
しかし、社会の変化は 10年後の未来ですら複

雑で予測困難なものとなってきています。学校は、
これまで以上に世の中と結びついた授業等を展
開していくとともに、学校経営にも積極的に地域
の視点を取り入れていくなど、あらゆる教育活動
で地域と協働していくことが重要です。 

学校は、これまでの地域との関係を一歩進め、
学校と地域とが子どもたちにつけさせたい力に
ついて幅広く認識を共有することを通して、協働
して子どもたちを育てていきます。教科学習や総
合的な学習の時間、支援教育における様々な取組、
学校・学年・学級経営等、あらゆる教育活動にお
いて、地域との協働を目指していきます。 
また、その枠組みとして、コミュニティ・スク

ール（学校運営協議会制度）の本格導入に向けて、
西部（久木小学校・小坪小学校・久木中学校）を
推進協力地区として、取組みを進めていきます。 

 

④学校評価を活かした学校づくり 
学校は、教育活動全体について絶えず自己点

検・自己評価を行い、その結果を適切に次に反
映させていくことで、教育の質の向上を目指し
ていくことが求められています。 

本市では、学校教育総合プランにおいて、評
価シートを参考例として示し、学校は毎年度自
校の教育活動を点検し、翌年度に反映させてい
くサイクルを回してきました。また、保護者や
地域等、学校関係者による外部評価を加え、よ
り幅広い学校評価を活かした学校づくりを行っ
ています。 

今後もこのシステムを効果的に活用しながら、
時代の変化に合わせ柔軟に教育活動を行ってい
きます。 

  

 

 

■ 社会教育の推進 
～社会教育推進プラン～ 

 
高度情報化、グローバル化、少子高齢化など

社会の急激な変化により、学校教育とともに社
会教育の重要性が益々高まってきています。青
い海と緑に囲まれた逗子市は、その豊かな自然
環境のなかで、豊かな人間を育み、市民が主役
のまちづくりが行われることを目指しています。
社会教育には、学校以外の場所において、全世
代の人々が、学び合い、教え合い、共に育つ機
会を提供し、人々が積極的にまちづくりに関わ
る素地をつくっていくことが求められています。 

本市では、平成 21年度当初に行われた機構改

革により、従来、逗子市教育委員会教育部生涯

学習課で行っていた各種事業の一部を市長部局

の各課が分散して担当することとし、青少年育

成に関することは福祉部、生涯学習に関するこ

とと、文化振興に関することは市民協働部にお

いて事業を行うことになりました。これにより、

生涯学習課は社会教育課と名称を変更し、現在

の事務事業を担当しています。この内、社会教

育事業は、主として本市の教育施策として実施

する講座等で、単年度ごとに評価を行ってきま

した。今後は、中長期的視点にたち、本市の社

会教育の目指すべき方向を示す必要性があるこ

とから「社会教育推進プラン」の制定にいたっ

たものです。 

 逗子市は、『逗子市総合計画』において、共
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に学び、共に育つ「共育（きょういく）」のま

ち（第 3 編第 3 章第 2 節）を目指しています。

これは、社会の当事者としての自覚と責任をも

って、逗子市の今と未来に積極的にかかわり、

発言する、主体的で自立した市民の参加、すな

わち市民社会力を基盤とした「ひとづくり」で

す。 

このような中で、逗子市の社会教育は、いきい

きと学びを楽しむ個人の支援とともに、「市民

が主人公」のまちを支える力を、市民の中に培

っていくことが、求められています。この個別

計画に規定する社会教育の推進にあたっては、

地域社会で必要とされる課題に応じた社会教育

プログラムによる人材育成を図ります。 

社会教育は今、その重要性が高まり、社会構

築の重要な力として再認識されています。現在

のように超高齢社会が到来し、変化の激しい時

代にあっては、各個人が「社会を構成し運営す

るとともに、自立した一人の人間として力強く

生きていくための総合的な力」(内閣府人間力戦

略研究会、2003年)を身につけるために、生涯に

わたっての学習を継続可能にしていくことが必

要です。図書館やコミュニティセンターなどの

市民活動施設、文化・体育施設をはじめ、広く

自然や社会生活の場においても、また講演やワ

ークショップなども含む、多彩な形態をもつこ

とが、社会教育の要件となっています。 

逗子市は、市民各人の要望に応じた多様な場

において、個人が自発的意思に基づいて広くゆ

たかな知識や技能を学習し、主体的市民として

地域社会においてその成果を生かしていけるよ

うな社会教育環境の構築を目指します。 
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◇教育委員会 
 

１ 教育長〔令和６年 10月１日現在〕 

       大河内 誠 

      （令和 5.4.1～8.3.31）【２期目】 

２ 教育委員〔令和６年 10 月１日現在〕 

（カッコ内は教育委員としての任期）     

 

教 育 長 

職務代理者  星山 麻木 

    （令和 3.12.1～7.11.30） 【２期目】 

 

委   員  若林 順子 

    （令和 5.6.26～9.6.25） 【２期目】 

 

委   員  高橋 康 

    （令和 5.12.3～9.12.2） 【２期目】 

 

委   員  福田 幸男 

  （令和 3.3.17～7.3.16） 【１期目】 

 

３ 教育委員会開催状況 

 

  （令和５年度実績） 

   定 例 会 １２回 

計   １２回開催 

 

４ 教育委員会議決案件 

 

（令和５年度：議案） 

4/19 

○令和６年度使用逗子市立小・中学校教科用図書の

採択方針について 

○令和５年度工事計画の策定について 

 

5/31 

○逗子市立図書館協議会委員の任命について 

○教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及

び評価の実施方針について 

 

8/10 

○令和６年度使用小・中学校教科用図書の採択につい

て 

 

 

9/20 

○逗子市文化財保護委員会に対する諮問について 

 

10/19 

○逗子市教育委員会点検・評価に関する報告書につい

て 

 

11/15 

○逗子市学校教育総合プラン（第Ⅵ期）について 

○議案（逗子市社会教育委員条例の一部改正につい

て）作成に関する逗子市教育委員会の意見聴取に対

する回答について 

○逗子市社会教育委員の委嘱について 

 

1/24 

○逗子市教育委員会会議規則の一部改正について 

○逗子市指定重要文化財の指定について 

 

2/15 

○逗子市生涯学習・社会教育推進プランの策定につい

て 

 

3/27 

○第三次逗子市子どもの読書活動推進計画策定につ

いて 

○逗子市文化振興基本計画の改定について 

○逗子市スポーツ推進計画の改定について 

○逗子市スポーツ推進委員規則の一部改正について 

○逗子市教育委員会事務分掌規則の一部改正につい

て 

○事務の委任及び補助執行について 

○逗子市社会教育委員の委嘱について 

○逗子市文化財保護委員会委員の任命について 

 

５ 総合教育会議 開催状況 

（令和５年度実績） 

11/15 

○令和６年度予算編成について 

○不登校対策について 



◇教育委員会機構図

教育委員会 教育総務課 教育総務係 （３名）

（５名） (５名）

教育長 社会教育課 社会教育係 （２名）

 委 員 教育委員会事務局 教　育　部 （４名）

 委 員 <77名> 文化財保護係 （１名）

 委 員 部　　　長 図　 書　 館 （３名）

 委 員 担当部長（子育て担当）
（次長（子育て担当）事務取扱

学校教育課 学校教育係 （５名）

次　　　長
（教育総務課長事務取扱）

（８名）

参事（学校教育担当）
（学校教育課長事務取扱）

子育て支援課 子育て支援係 （13名）

（４名） （18名）

青少年育成係 （３名）

保　 育　 課 保育係 （５名）

（27名）

湘南保育園 （10名）

小坪保育園 （11名）

療育教育総合センター こども発達支援センター （２名）
（８名）

教育研究相談センター （２名）

小学校（５校） 逗子小学校 （１名）

（10名） 沼間小学校 （１名）

久木小学校 （１名）

<12名> 小坪小学校 （２名）

池子小学校 （５名）

中学校（３校） 逗子中学校 （１名）

（２名） 久木中学校 （１名）

沼間中学校 （０名）

<定数１０３名、現員９０名>

[非常勤特別職職員、短時間勤務職員、県費負担教職員及び会計年度任用職員を除く]

令和６年10月１日現在
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（令和6年10月1日現在）

逗
子
小
学
校

沼
間
小
学
校

久
木
小
学
校

小
坪
小
学
校

池
子
小
学
校

逗
子
中
学
校

久
木
中
学
校

沼
間
中
学
校

4 6 4 6 9 18 28 9 1 2 1 2 8 1 1 1 101

2 2

1 1

1 1

1 1 1 1 2 1 1 8

0

1 2 2 5

1 1 1 1 2 6

1 1

2 2 1 2 7 20 3 37

1 6 1 1 9

4 1 1 6

1 1

3 1 4 2 10

1 1

1 1

1 1

1 1 2

1 1

1 1 1 1 3 1 8

＊県費負担教職員及び管理職未満の会計年度任用職員を除く。

再任用

事務職員

技術職員

業務職員

技術職員

業務職員

任期付
職員

保育園長

事務職員

技術職員

療育教育総合センター主幹

主幹

副主幹

係長

専任主査

事務職員

業務職員

参事

合
　
　
　
計

合　　　　　計

部長

次長

課長・担当課長

図
書
館

学
校
教
育
課

子
育
て
支
援
課

保
育
課

小学校

◇教育委員会事務局職員数

区分

教
　
育
　
部

教
育
総
務
課

社
会
教
育
課

中学校療
育
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
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◇年度別教育費予算額・決算額

（単位：千円）

　　　　　年　度　

　区　分

一　般　会　計 19,259,000 20,397,000 21,155,000 22,046,000 22,986,000

27,307,168 24,696,192 23,373,066 24,302,818

対前年度伸率 5.36 5.91 3.72 4.21 4.26

（％）
46.29 △ 9.56 △ 5.36 3.98

教　育　費 1,322,802 1,446,125 1,515,980 1,806,519 2,189,584

1,551,283 2,381,280 1,610,478 1,646,966

一般会計に占める 6.87 7.09 7.17 8.19 9.53

割合（％）
5.68 9.64 6.89 6.78

対前年度伸率 2.15 9.32 4.83 19.17 21.20

（％）
22.26 53.50 △ 32.37 2.27

教育総務費 298,060 301,482 314,325 372,748 425,618

289,850 1,308,061 311,594 346,418

小学校費 400,173 440,277 490,389 694,955 1,019,548

574,378 416,343 481,267 599,495

中学校費 250,265 264,606 316,938 336,481 329,222

279,098 272,906 319,278 317,329

社会教育費 270,883 297,735 285,119 276,185 281,715

258,696 277,723 260,880 274,300

保健体育費 103,421 142,025 109,209 126,150 133,481

149,261 106,247 237,459 109,424

上段：当初予算額
下段：歳出決算額

2 3 4 65
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（児童・生徒数は５月１日現在）

令和５年度 令和６年度 増　減
伸　率
(%)

令和５年度 令和６年度 増　減
伸　率
(%)

学校管理費 376,820 646,581 269,761 71.59 159,104 153,388 △ 5,716 △ 3.59

保健給食費 189,293 224,255 34,962 18.47 117,540 121,156 3,616 3.08

教育振興費 128,842 148,712 19,870 15.42 59,837 54,678 △ 5,159 △ 8.62

合計（千円）
　　　　　　　　　Ａ

694,955 1,019,548 324,593 46.71 336,481 329,222 △ 7,259 △ 2.16

児童・生徒数（人）
　　　　　　　　Ｂ

2,607 2,532 △ 75 △ 2.88 1,102 1,077 △ 25 △ 2.27

一人当たりの額（円）
　　　　　　　Ａ/Ｂ

266,573 402,665 136,092 51.05 305,337 305,684 347 0.11

（人口は５月１日現在）

令和５年度 令和６年度 増　減
伸　率
(%)

令和５年度 令和６年度 増　減
伸　率
(%)

予算額（千円）
　　　　　　　　Ａ

276,185 281,715 5,530 2.00 126,150 133,481 7,331 5.81

人口（人）
　　　　　　　　Ｂ

56,249 55,693 △ 556 △ 0.99 56,249 55,693 △ 556 △ 0.99

一人当たりの額（円）
　　　　　　　　Ａ/Ｂ

4,910 5,058 148 3.01 2,243 2,397 154 6.87

区　　分

社　会　教　育　費 保　健　体　育　費

◇一人当たりの当初予算額

（１）児童・生徒一人当たりの学校教育費

（２）市民一人当たりの社会教育費、保健体育費

区　　分

小　　学　　校 中　　学　　校
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◇令和６年度当初予算教育費目別節別明細

項別

目別

節別

1 報酬 3,360 7,580 87,951 11,371 13,403 6,378 8,020 3,295

2 給料 81,068 24,826 16,091 36,143 11,320

3 職員手当等 65,417 14,098 23,894 12,359 20,808 9,508

4 共済費 27,853 8,035 5,241 11,116 3,808

5 災害補償費 1

7 賃金  

8 報償費 40 5,681 384 100 394 150 50 100 90

9 旅費 7 399 4,282 330 874 127 483 30

10 交際費 143 35 25

11 需用費 6 529 831 1,647 66,309 14,310 22,826 35,377 1,446 8,018

12 役務費 236 501 258 3,763 3,134 1,674 2,496 1,582 488

13 委託料 322 55 43,633 671 70,525 109,034 40,511 21,834 105,180 6,688

14 使用料及び賃借料 5 20 658 2,600 68,942 253 65,251 41,090 6,349 22,859

15 工事請負費 388,253 18,745

16 原材料費 455 429

17 公有財産購入費

18 備品購入費  750 11,169 62 720

19 負担金補助及び交付金 22 70 6,012 22 231 11,388 141 3,174 896

20 扶助費 18,300 14,919

22 補償補填及び賠償金

27 公課費 42 9

3,865 183,309 164,397 74,047 646,581 224,255 148,712 153,388 121,156 54,678

0.18% 8.38% 7.51% 3.38% 29.53% 10.24% 6.80% 7.01% 5.53% 2.50%

保健
給食費

教育
振興費

学校
管理費

保健
給食費

教育
振興費

中　学　校　費小　学　校　費

学校管
理費

構　成　比

合　　計

教育委
員会費

事務局
費

教育
指導費

教育研
究所費

10

教　育　総　務　費



（単位:千円）

社　会　教　育　費 保　健　体　育　費

16,045 65,534 1,644 224,581 10.26%

21,069 19,756 3,904 214,177 9.78%

21,644 33,217 4,207 205,152 9.37%

7,281 6,973 1,101 71,408 3.26%

1 0.00%

0 0.00%

3,657 77 60 10,783 0.49%

1,006 2,145 60 9,743 0.44%

203 0.01%

3,493 24,029 65 178,886 8.17%

388 2,465 48 157 17,190 0.79%

22,040 2,168 514 48,032 471,207 21.52%

889 16,887 13 225,816 10.31%

9,441 49,008 465,447 21.27%

884 0.04%

0 0.00%

12,701 0.58%

1,244 163 104 24,668 48,135 2.20%

33,219 1.52%

0.00%

51 0.00%

108,197 163 173,355 36,284 97,197 2,189,584 100.01%

4.94% 0.01% 7.92% 1.66% 4.44% 100.0%

11

合　計 構成比
社会教育
総務費

青少年
育成費

図書館費
スポーツ
推進費

体育施設費
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◇令和６年度主要事業（教育費）

 

教育総務課 

学校施設維持管理事業（小・中） 

学校施設整備事業（小・中） 

 

社会教育課 

  各種講座事業 

  家庭教育推進事業 

  社会教育出張講座事業 

  文化財保護事業 

  埋蔵文化財保護事業 

名越切通整備事業 

池子遺跡群保護事業 

  古墳整備事業 

   

図書館 

蔵書整備事業 

図書館活動事業 

 

学校教育課 

学校教育調査・研究事業 

支援教育充実事業 

 国際教育推進事業 

 少人数指導教員・教育指導教員派遣事業 

  学校関係者評価事業 

  学校支援地域本部事業 

  コミュニティスクール運営事業 

  いじめ防止等対策事業 

  スクール・サポート・スタッフ派遣事業 

  小学校給食運営事業 

  特別支援学級通学児童就学奨励事業 

  教育用コンピュータ維持管理事業（小学

校） 

  水泳学習運営事業 

  要保護及び準要保護児童援助事業 

  中学校給食運営事業 

  特別支援学級通学生徒就学奨励事業 

 

教育用コンピュータ維持管理事業（中学

校） 

 要保護及び準要保護生徒援助事業 

 

療育教育総合センター 

 調査・研究事業 

教育相談事業 

適応指導教室運営事業 

  

市民協働部文化スポーツ課（補助執行） 

文化活動振興事業 

スポーツ推進事業 

市立体育館維持管理事業 

市立体育館整備事業 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校施設・  

学校教育  
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◇逗子の学校変遷 

 

沿 革 

日本における近代的な学校制度は、明治５年８月の

学制発布により発足しましたが、これに先だち神奈川 

県では、明治４年に郷（ごう）学校の回達を行い、現

在の逗子市域においては、同年９月に小坪村香蔵寺に、

堀内村（現葉山町）相福寺の堀内郷学校の小坪支校と

して、はじめて公共的性格をもつ教育機関が設立され

ました。また、明治５年７月に逗子村には、寺子屋を

営んでいた民家に逗子学校（現逗子小学校の前身）が

設置され、まもなく同村延命寺に移転しました。 

 神奈川県の学制は、国の学制を受けて明治６年２月

に告諭され、小学校の設置を促進しました。第一大学

区第十中学区に属した逗子市域では、百一番小学逗子

学舎（現逗子小学校）が逗子村延命寺に、明治７年４

月、百四番小学鷺浦学舎（現小坪小学校）が、小坪村

香蔵寺を仮校舎として設立し、翌８年３月には小坪小

学校と改称され、それぞれ逗子小学校、小坪小学校と

呼ばれました。このように逗子市域では、明治７年に

は逗子・小坪両校の設置が完了し、以後この２校体制

で初等教育が行われていきました。 

 逗子学校は、明治12年６月に現所在地に隣接する逗

子村字出口に洋風平屋建校舎を新築し移転しました。

同19年４月には逗子小学校は尋常逗子小学校に小坪

小学校は尋常小坪小学校と改称されました。尋常小坪

小学校は、児童数の増加により、明治20年に香蔵寺に

隣接する報身院を分教場とし、同31年には小坪村大屋

敷（現所在地）に校舎を新築し移転しました。 

 明治22年、町村制施行により、現逗子市域である逗

子村外６ケ村が合併し田越村となり、２校ともそれぞ

れ村立の尋常小学校となりました。 

 明治31年、尋常逗子小学校に高等科が設置され、尋

常高等逗子小学校と改称されました。さらに明治37年 

５月に男子部補習学校が、同44年５月には女子補習科 

が附設されましたが、大正５年には男子部補習学校は

廃校となり、女子実習補習学校と改称されました。明

治45年には前年暴風雨によって倒壊した校舎を全面

新築し、さらに同年５月には附設幼稚園を設置し、幼

児教育の歩みをもはじめました。 

 尋常小坪小学校学区では、漁業を生業とする家庭が

多く、明治41年４月に実業補習学校を附設し、また、 

就労のため昼間就学できない児童に義務教育課程が 

修学できるよう、明治44年には特殊夜学校が附設され 

 

 

 

 

 

ましたが、その後児童数の減少により、大正10年11月 

に廃校となりました。 

大正２年に、町制が施行され逗子町となり、同11月、

逗子小学校内に町立では県内で２番目となる逗子実

科高等女学校（現県立逗子葉山高校）が併設され、幼、

小、女子中等教育がなされるに至りました。一方、小

坪小学校は、大正15年６月に震災被害や財政難のため

廃校となり、逗子小学校の分教場となりました。小坪

分教場のほか、昭和４年に沼間分教場が、同13年に久

木分教場が開校し、逗子小学校は３つの分教場をもつ

大規模校となりました。 

昭和16年３月に小坪分教場は、再び尋常小坪小学校

として独立し、同年４月の国民学校令により、逗子小

学校は逗子町立第一国民学校に、小坪小学校は逗子町

立第二国民学校にそれぞれ改称されました。さらに、

昭和18年４月、逗子町は横須賀市との合併に伴い、そ

れぞれ横須賀市立逗子国民学校、横須賀市立小坪国民

学校と改称、町立逗子実科高等女学校も横須賀市立逗

子高等女学校と改称されました。 

終戦後、昭和21年、逗子高等女学校は、横須賀市立

第三高等女学校と改称、さらに同23年には第三高等学

校と改称されました。昭和22年に沼間分教場が独立し

沼間小学校に、同24年に久木分教場が独立し久木小学

校となり、併設の第三高等学校、附設の幼稚園もそれ

ぞれ分離しました。昭和22年５月、逗子小学校内に、

新たに横須賀市立逗子中学校が開校しました。さらに

翌23年９月、横須賀市立逗子第二中学校が分離開校し、

翌24年４月に久木中学校と改称されました。 

なお、昭和23年９月、横須賀市立逗子第二中学校が

分離した際、横須賀市立逗子中学校は横須賀市立逗子

第一中学校と改称されました。 

昭和25年７月、逗子町は、横須賀市から分離独立し、

第三高等学校は、町立逗子高等学校と改称されました。 

昭和29年４月には市制施行し逗子市となりました。

翌30年11月、市立逗子高等学校が、県立へと移管され

ました（現県立逗子葉山高校）。その後、昭和49年４

月に池子小学校が、市内５校目の小学校として開校し、

また、平成元年４月には沼間中学校が、市内３校目の

中学校として開校しました。 

平成16年３月に建替新築された逗子小学校は、開か

れた学校や地域文化をも視野に入れた小学校として

スタートしました。 

特別支援教育の教室開設は、昭和31年に逗子小学校

からはじまり、現在各小・中学校に必要に応じて設置

しています。 
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◇逗子市立小学校・中学校の変遷 
 

 小学校 

 
       百一番小学       尋常     田越村立尋常  尋常高等  
逗子学校   逗子学舎  逗子小学校 逗子小学校  逗子小学校   逗子小学校 
（明治５.７）     （明治７頃）    （明治８.３）    （明治 19.４）        （明治 22.４）       （明治 31.６.１） 

 

 

       百四番小学       尋常    田越村立尋常            逗子町立尋常 
       鷺浦学舎  小坪小学校 小坪小学校  小坪小学校      小坪分教場  小坪小学校 
       （明治７.４.１）   （明治８.３）    （明治 19.４）   （明治 22.４）  （大正 15.６.30廃校）  （大正 15.７.１）  （昭和 16.３.31）  

 

 

 

 

      逗子町立     横須賀市立   横須賀市立    逗子町立   逗子市立 
      第一国民学校   逗子国民学校  逗子小学校    逗子小学校  逗子小学校 
      （昭和 16.４.１）      （昭和 18.４.１）      （昭和 22.４.１）       （昭和 25.７.１）   （ 昭和 29.４.13）  

                                                                                                                           （創立記念日５月 25日） 

  

                                          逗子市立 
                                          池子小学校 
                                          （昭和 49.４.１） 

（創立記念日６月 14日）  

 

                       横須賀市立    逗子町立   逗子市立 
    沼間分教場              沼間小学校    沼間小学校  沼間小学校 
    （昭和４.９.３）                         昭和 22.９.１）      （昭和 25.７.１）    （昭和 29.４.１５） 

（創立記念日５月 19日）                  

 

                        横須賀市立   逗子町立   逗子市立 
     久木分教場              久木小学校   久木小学校  久木小学校 
     （昭和 13.5.16）                         （昭和 24.４.１）     （昭和 25.７.１）     （昭和 29.4.15） 

（創立記念日６月 16日）                 

  

       逗子町立    横須賀市立   横須賀市立    逗子町立   逗子市立 
       第二国民学校  小坪国民学校  小坪小学校    小坪小学校  小坪小学校 
       （昭和 16.４.1）       （昭和 18.４.1）      （昭和 22.４.１）         （昭和 25.７.１）      （昭和 29.4.15） 

（創立記念日５月 25日）                 
 

 中学校 
 

        横須賀市立   横須賀市立           逗子町立   逗子市立 
        逗子中学校   逗子第一中学校         逗子中学校  逗子中学校  
        （昭和 22.５．５）     （昭和 23.９.６）                   （昭和 25.７.１）   （昭和 29.4.15） 

（創立記念日 6月 30日）                 

 

                                          逗子市立 
                                          沼間中学校 
                                          （平成元.４.１） 

（創立記念日 10月 28日）  

 

                横須賀市立    横須賀市立   逗子町立   逗子市立 
                逗子第二中学校  久木中学校   久木中学校  久木中学校    
                （昭和 23.９.６）       （昭和 24.４.１）      （昭和 25.７.１）    （昭和 29.4.15） 

（創立記念日９月９日）                 



◇児童・生徒数の推移

小　学　校 （各年5月1日現在）

学校名
令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

逗 子 789 (15) 27 (3) 769 (21) 29 (5) 758 (23) 29 (5) 763 (24) 30 (6) 746 (28) 29 (6)

沼 間 528 (12) 20 (2) 533 (17) 22 (4) 556 (23) 22 (4) 551 (27) 23 (5) 530 (27) 23 (6)

久 木 659 (12) 21 (3) 677 (13) 22 (3) 659 (18) 23 (3) 665 (27) 24 (4) 647 (32) 26 (5)

小 坪 388 (9) 14 (2) 393 (10) 14 (2) 369 (9) 14 (2) 339 (9) 13 (2) 327 (14) 14 (3)

池 子 286 (10) 14 (2) 286 (13) 15 (3) 286 (15) 15 (3) 289 (15) 15 (3) 282 (15) 15 (3)

計 2,650 (58) 96 (12) 2,658 (74) 102 (17) 2,628 (88) 103 (17) 2,607 (102) 105 (20) 2,532 (116) 107 (23)

（　）内数字は、特別支援学級在籍児童数・学級数を再掲

中　学　校 (各年5月1日現在）

学校名
令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

逗 子 340 (8) 11 (2) 354 (15) 13 (3) 345 (18) 13 (3) 334 (16) 13 (3) 323 (15) 12 (3)

久 木 486 (9) 17 (3) 511 (13) 19 (4) 536 (14) 18 (3) 531 (11) 17 (2) 520 (14) 16 (2)

沼 間 227 (8) 10 (2) 245 (6) 11 (2) 235 (6) 10 (2) 237 (3) 11 (2) 234 (6) 8 (2)

計 1,053 (25) 38 (7) 1,110 (34) 43 (9) 1,116 (38) 41 (8) 1,102 (30) 41 (7) 1,077 (35) 36 (7)

小・中
合　計 3,703 (83) 134 (19) 3,768 (108) 145 (26) 3,744 (126) 144 (25) 3,709 (132) 146 (27) 3,609 (151) 143 (30)

（　）内数字は、特別支援学級在籍生徒数・学級数を再掲
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◇逗子市立小学校・中学校一覧

〒249-0006
電話 046-873-2050

逗子市逗子4-2-45
FAX 046-872-9651

〒249-0004
電話 046-873-2052

逗子市沼間1-7-18
FAX 046-872-9652

〒249-0001
電話 046-873-2054

逗子市久木2-1-1
FAX 046-872-9653

〒249-0008
電話 0467-25-1206

逗子市小坪3-6-1
FAX 0467-25-1229

〒249-0003
電話 046-873-2070

逗子市池子3-9-1
FAX 046-872-9654

〒249-0003
電話 046-873-2056

逗子市池子4-755
FAX 046-872-9655

〒249-0001
電話 046-873-2058

逗子市久木7-2-1
FAX 046-872-9656

〒249-0004
電話 046-871-5200

逗子市沼間3-21-2
FAX 046-872-9657

③

熊谷　啓明 三留　淳 ⑧

河原林　薫

花本　綱 ⑥

内田　源一郎

④

関　忠子逗子中学校

②

（令和６年４月１日現在）

西村　知子 ⑦

長谷川　俊行

⑤

井手　真佐子

藤本　正照

①

位置図

小
　
　
　
　
学
　
　
　
　
校

中
　
　
学
　
　
校

逗子小学校

久木小学校

池子小学校

久木中学校

小坪小学校

沼間中学校

沼間小学校

池上　慎吾

雨宮　彰子 橋本　弥恵

杦山　英廷

田中　紀子 太田　智弘

区分 校　　名 所　　在　　地 校　　　長 教　　　頭
電　　　話

Ｆ　Ａ　Ｘ
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◇学校教育の充実に向けて 

１ 教育の現状と課題 

2017年（平成 29年）３月に、現行の学習指導要領

が公示されました。2006 年（平成 18年）12 月の新し

い教育基本法の公布・施行、2007年（平成 19年）６

月のいわゆる教育三法の公布以降２度目の改訂とな

りました。その中で「どのように学ぶか」という視点

に立ち、「主体的・対話的で深い学び」を実現するた

め、指導法の工夫・改善を行っていくことの重要性が

示されました。３か年間の移行期間を経て、小学校は

2020年（令和２年）から、中学校は 2021年（令和３

年）から全面実施となっています。 

基礎的な学問や技術、知識や技能を身につけること

また、情報を収集し、情報の信憑性を正しく判断し利

用する能力や、グローバル社会において必要とされる

国際理解などの能力を身に付けることが目標の 1 つ

です。加えて、先の見通せない将来を見据え、未知の

状況にも対応できる問題解決能力や批判的思考力、創

造力、コミュニケーション能力、表現力などの育成が

求められています。さらに、主体的な学習や自己表現

力、協働力、感性や思いやり、多様な価値観を尊重し、

自分自身や他者、社会について理解する力などを身に

付けることも重要視されています。 

これらの力を、社会に開かれた教育課程の実現を図

りながら、社会総がかりで子どもたちを育んでいくこ

とが学校を含めた社会全体の課題となっています。 

また、学校のカリキュラムが、前述のような目標の

下実施されるためにも、学校のすべての教職員が一体

となりカリキュラムマネジメントを確立させていく

必要があります。 

２ 学校教育推進の課題 

本市では、「21世紀を生きる逗子の子ども」を育成

するために、2006 年（平成 18 年）度末に「逗子市学

校教育総合プラン」を策定しました。これは逗子の教

育がよって立つ土台を明確にするとともに、逗子の公

立学校が取り組む方向性を示すもので、2007 年（平

成 19 年）度より各学校がこのプランに沿って取り組

みを進めております。この「学校教育総合プラン」は

３年毎に改定を繰り返し、時代の変化に合わせて見直

しを図っています。 

2019年（令和元年）度から開始した第Ⅴ期からは、

４年毎の改定となり、2022 年（令和４年）度には、

2023 年（令和５年）度から使用する学校教育総合プ

ラン策定に向けて５度目の改定作業を行いました。 

第Ⅵ期学校教育総合プランでは、「学習指導の充実」

「支援の充実」「学校組織の充実」の３つの柱及びそ

れぞれの柱に共通する前提としての「教育環境の充

実」について第Ⅴ期から踏襲し充実を図ることとして

います。さらに、それぞれの柱の中に４つずつ計 16

の行動プランを示しています。 

「学習指導の充実」では、「授業改善」「健康体力づ

くり」「体験活動」「今日的課題への取組」を項目とし

てあげ、学校教育を通して、未来の創り手である児

童・生徒にとって、必要な資質や能力を育てていきま

す。 

「支援の充実」では、「支援環境の充実」「安心でき

る居場所づくりと絆づくりの推進」「問題行動対策・

不登校対策の推進」「幼・保・小及び小・中の連携推

進」を項目としてあげ、これらの取り組みを通して、

すべての子どもたちへの支援を行う中「学びにくさ」

のある子どもたちの支援に対して幼保・学校・家庭・

専門機関が連携し、幼保・小・中学校 12 年間を見通

した支援体制を整えることに力を注ぎます。 

「学校組織の充実」では、「学校・学年・学級経営

の充実」「研究・研修の充実」「信頼に基づいた指導の

推進」「働き方改革の推進」を項目としてあげ、これ

らの取り組みを通して、教員が授業や授業準備等に集

中し、健康でいきいきとやりがいをもって勤務でき、

教育の質を高められる環境を構築していくことに努

めます。                                                                                                      

これらに加え、各学校は自校のビジョン、目指す子

ども像、教育課程等を地域に示し、コミュニティ・ス

クールの導入に向けた準備を進めつつ、学校評価を有

効に機能させ、地域とともに特色ある学校を実現させ

ることを課題としていきます。 

３ 今年度の学校教育の重点 

（１）いじめ等問題行動、不登校に対する児童・生徒 

指導の充実を図る 

人はつながりの中で生きており、そのつながりの中

で愛されること、愛すること、感じること、感謝する

こと、知ること、考えること、協働すること、問題を

解決すること、想像することなどを学んでいきます。  

本市では、いじめ等問題行動、不登校などの未然防

止の取り組みとして「支援教育の充実」を一つの大き

な柱としています。そして、次の内容をその項目とし

てあげています。 

１ 支援環境の充実 

２ 安心できる居場所づくりと絆づくりの推進 

３ 問題行動対策・不登校対策の推進 

４ 幼・保・小及び小・中の連携推進 

これらの取り組みを通して、子どもたち一人ひとり

が自己有用感や自己肯定感を身に付け、集団の一員と

して他者を認められるよう育成していきます。 

（２）わかる授業の実践と確かな学力の向上を図る 

学校の環境や教員の能力を最大限に活用し、子ども

たち一人ひとりにあった学びに向けて、指導の充実を
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図ります。各教員が教育委員会作成の「授業について

の自己チェックリスト」にて自己チェックを行い、各

学校ではその結果から分析を行い、教材や指導方法の

工夫・改善を行います。発展的・補充的指導等、学校

全体での授業研究の取り組みを通して、学びの質の向

上をめざします。 

（３）保護者・地域社会との連携を進め、信頼され

る学校づくりを推進する 

学校が様々な教育課題の解決に向けた取り組みを

行う際、家庭や地域社会との連携はますます重要にな

っています。学校教育目標や重点課題等を積極的に公

開し、開かれた学校運営を図ります。そのために、コ

ミュニティ・スクール導入に向けた準備を進めていき

ます。 

（４）健やかな心と身体の育成を図る 

「児童・生徒に培いたい『生きる力』」には、学力

をつけることや豊かな人間性を養うことはもちろん、

たくましく生きるための健康や体力を育成すること

も必要です。道徳の時間を要とした道徳教育の充実と、

発達段階に応じた健康教育や体力づくりに組織的・計

画的に取り組むとともに、児童・生徒が生涯を通じて

自らの健康を適切に管理し、改善していく能力・態

度・習慣の基礎を育成します。 

（５）学校における安全対策と危機管理の充実を図る 

学校内外において、児童・生徒が安心して学校生活

を送ることができるよう、安全対策に努めることが求

められています。さらに子どもたちが自らの力で危険

を回避することができるよう、安全教育を通してその

技術や能力の育成を進めます。 

また、昨今の気候変動による大きな被害も念頭に、

児童・生徒が主体的にいのちを守ることができるよう

防災教育の推進に取り組みます。 

４ 学校教育の充実に向けて 

（１）学校運営体制の充実 

現在、学校はその教育活動全体について、絶えず自

己点検・自己評価を行い、その結果を適切に反映させ

ていくことで、教育の質の向上を目指していくことが

求められています。それとともに、学校運営の状況に

ついて保護者や地域住民等に対して積極的に情報を

発信し、説明責任を果たして、社会の期待と信頼に応

えることが必要です。そのために校長はリーダーシッ

プを発揮し、教頭・総括教諭を中心とした有機的な校

内組織の下で学校運営を行い、創造的な教育活動の一

層の推進に努めます。また、自己評価のみならず外部

評価を学校改善に生かし、「特色ある学校づくり」や

「開かれた学校づくり」をめざし、家庭・地域との協

働により地域の中の学校として「信頼される学校づく

り」を推進します。そのため、コミュニティ・スクー

ル導入に向けた準備を進めていきます。 

（２）確かな学力向上のための取り組みの推進 

学習指導要領に基づいて、知・徳・体のバランスの

とれた児童・生徒の育成を目指し、基礎的・基本的な

知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等及び学

習意欲を重視した教育を行います。また、「主体的・

対話的で深い学び」の実現のために学習指導方法を工

夫改善し、家庭との連携を図りながら、児童・生徒の

学力向上を図ります。 

そのためには、高い専門性に裏付けられた質の高い

授業づくりと実践が求められるので、教員の積極的な

研究・研修・授業実践等を進めていきます。 

また、「指導と評価の一体化」の推進のために、学

習指導要領に対応した評価規準の設定や、評価方法の

充実に、学校として組織的・計画的に取り組みます。 

（３）豊かな心を育む道徳教育の推進 

小・中学生のいじめや自殺等が大きな社会問題とな

っている現在、学校だけにとどまらず、社会や家庭生

活において、人を思いやったり、相手の立場に立って

考えたり、目上の人を敬い自分より小さい子を大切に

する心を育てるとともに、規範意識や忍耐力や協調性

などの社会性を身につけさせることが必要です。様々

な体験を通して生命の尊さ、思いやり、優しさと感謝

などの人間の内面に根ざした道徳性を培うとともに、

心豊かな児童・生徒を育てます。 

（４）支援教育の推進 

教育相談コーディネーターを中心とした校内支援

体制の充実を図り、支援を必要としている子どもたち

に対して、一人ひとりの教育的ニーズに沿った校内支

援体制の下、すべての子どもたちが笑顔で過ごせる学

校を創っていきます。 

さらに、子どもたちの心の問題に迅速に対応できる

よう相談体制を充実させ、専門家や専門機関と連携し、

問題の解決にあたります。 

また、暴力行為やいじめを防止するために保護者や

地域との連携及び全教職員の共通理解のもと、一層の

指導の充実に努めます。 

（５）人権教育の推進 

神奈川県の「かながわ人権施策推進指針」を踏まえ

人間尊重の精神を基盤として、差別を無くし、差別を

許さない児童・生徒の育成のために全教育活動を通じ

て、その充実を図るとともに、人権教育研修会の開催

及び参加、資料活用などを行います。 

（６）学校図書館教育の推進 

学校において、読書活動につながる教育内容・指導

方法の工夫により、子どもたちに読書の楽しさを伝え

るとともに、子どもの読書習慣の定着と読書意欲の向

上を図ります。 

（７）健康教育の充実 

健康の問題は食生活にしても生活習慣にしても、そ

れぞれの家庭が中心となって取り組むべきことです
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が、学校でも機会と場面をとらえ、家庭や地域と連携

して健康教育、食育を推進していきます。 

（８）幼・保・小の連携・小・中連携の推進 

「小１ﾌﾟﾛﾌﾞﾚﾑ」「中１ｷﾞｬｯﾌﾟ」などの問題と粘り強

く向き合い、すべての子どもたちが希望に満ちた学

校生活を送れるよう支援していきます。幼稚園・保

育園・小学校の連携、さらに小学校と中学校の一層

の連携を図り、子どもや保護者が学びや生活の連続

を実感し安心できるよう、相互の教育活動の理解と

協力を進めていきます。 

（９）キャリア教育の充実 

キャリア教育は将来を見据えた「生き方の教育」で

あると捉えて、子どもの発達に応じたさまざまな生き

方の学習に取り組んでいきます。児童・生徒一人ひと

りが将来の充実した生き方を考え、目的意識を持って

主体的に学校生活を送ることができるよう、各教科等

を通じて、協調性や責任感など他者と関わる力の育成、

社会生活の中での責任や勤労などの概念の理解・定着

を図ります。 

（10）環境教育・福祉教育の推進 

身近な環境に対する鋭敏な感性を養い、環境問題へ

の関心とその保全に主体的に取り組む態度を育成し

ます。また、年齢の違い、障がいの有無等にかかわら

ず、お互いに相手の立場を思いやり、声をかけ合える

温かい人間関係をつくり、心を育てる教育を進め、住

みやすい社会をつくる担い手を育成していきます。 

（11）情報教育の推進 

パソコン・インターネットなどのメディアの普及・

多様化が進む中で、メディアリテラシーの育成につい

て、学校教育全体を通じて指導の充実を図ることが必

要です。また、情報活用能力の向上を目指し、情報通

信ネットワーク、学校図書館などを活用した学習の推

進に努め、実践的な授業研究を行います。 

（12）国際教育の推進 

国際社会で生きる力を育成するためには、多文化と 

の共生に向けて、諸外国の歴史や文化を尊重し、お互

いを認め合うとともに積極的なコミュニケーション

能力を育成することが必要です。現行の学習指導要領

では外国語活動が３学年・４学年に導入され、教科と

しての英語が５学年・６学年に導入されました。本市

では、国際教育、外国語活動、英語のそれぞれの授業

において、国際教育指導助手（IEA）を活用し、ティ

ーム・ティーチングをはじめとする指導の工夫改善を

図っていきます。 



 

 

 

逗子市食育推進キャラクター 

「しらわかちゃん」 

「しらわかちゃん」は、逗子の名産であるシラスを頭

にのせ、ワカメを身にまとっています。 

市章である「逗」の字も表しています。 

中学校給食の配送のトラックにも、のせております。

是非、ご覧ください！ 



◇令和６年度児童・生徒数等集計表

小　学　校

学校名 総　　数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

逗 子 746 (28) 29 (6) 105 (5) 3 129 (4) 4 120 (3) 4 135 (11) 4 129 (4) 4

沼 間 530 (27) 23 (5) 71 (3) 2 79 (3) 3 106 (6) 3 96 (4) 3 89 (7) 3

久 木 647 (32) 25 (4) 97 (3) 3 108 (6) 3 107 (9) 3 114 (4) 4 111 (4) 4

小 坪 327 (14) 14 (3) 45 (4) 2 36 (3) 1 54 (1) 2 64 (5) 2 60 (0) 2

池 子 282 (15) 15 (3) 39 (3) 2 47 (1) 2 44 (4) 2 44 (5) 2 52 (0) 2

計 2,532 (116) 106 (21) 357 (18) 12 399 (17) 13 431 (23) 14 453 (29) 15 441 (15) 15

（　）内数字は、特別支援学級在籍児童数・学級数を再掲

中　学　校

学校名 総　　数 １年 ２年 ３年 生徒数内訳

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

逗 子 323 (15) 12 (3) 112 (7) 3 107 (3) 3 104 (5) 3

久 木 520 (14) 16 (2) 160 (6) 4 166 (3) 5 194 (5) 5

沼 間 234 (6) 8 (2) 76 (3) 2 78 (0) 2 80 (3) 2

計 1,077 (35) 36 (7) 348 (16) 9 351 (6) 10 378 (13) 10

（　）内数字は、特別支援学級在籍児童数・学級数を再掲
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（令和６年５月１日現在）

６年 児童数内訳 　　教員内訳※  事務員※ 用務員  栄養士 給　食

児童数 学級数 男 女 計 男 女 計 男 女 男 女 県 市 調理員

128 (1) 4 384 (19) 362 (9) 746 (28) 13 29 42 1 1 1 0 1 0 0

89 (4) 3 294 (19) 236 (8) 530 (27) 13 23 36 1 0 0 1 0 1 0

110 (6) 4 332 (24) 315 (8) 647 (32) 11 26 37 1 0 1 0 0 0 0

68 (1) 2 173 (9) 154 (5) 327 (14) 8 14 22 1 0 1 0 0 1 0

56 (2) 2 144 (14) 138 (1) 282 (15) 9 14 23 2 0 0 1 1 0 8

451 (14) 15 1,327 (85) 1,205 (31) 2,532 (116) 54 106 160 6 1 3 2 2 2 8

※本務者の人数

（令和６年５月１日現在）

生徒数内訳 　　教員内訳※  事務員※ 用務員

男 女 計 男 女 計 男 女 男 女

174 (12) 149 (3) 323 (15) 11 16 27 0 1 1 0

256 (10) 264 (4) 520 (14) 19 11 30 1 0 1 0

120 (4) 114 (2) 234 (6) 13 7 20 0 1 1 0

550 (26) 527 (9) 1,077 (35) 43 34 77 1 2 3 0

※本務者の人数
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◇学校敷地・施設概要  

 

小 学 校                                （令和６年５月１日現在） 

学校名 

敷地 

面積 

   (㎡) 

保       有 借     用 

建物 

敷地 

(㎡) 

運動場

敷地

(㎡) 

その他   その他 

(㎡) 

合 計 

(㎡) 

保有率 

(%) 

建物 

敷地 

(㎡) 

運動場

敷地

(㎡) 

その他 

(㎡) 

合 計 

(㎡) 

逗 子  12,333 2,903 3,633 0 6,536 53.0 1,722 4,075 0 5,797 

沼 間 12,476 836 3,714 470 5,019 40.2 4,389 1,084 1,983 7,456 

久 木 19,917 4,257 10,340 0 14,597 73.3 5,320 0 0 5,320 

小 坪 11,329 3,388 4,548 1,371 9,307 82.2 1,812 0 210 2,022 

池 子 22,737 7,398 8,025 7,314 22,737 100.0 0 0 0 0 

合 計 79,702 18,459 30,115 9,155 57,729 72.4 13,566 6,214 2,193 21,973 

                         （その他は斜面地。面積は少数点以下切捨て） 

                          （沼間小学校用地 910㎡は R5.3.31教育財産を廃止） 

 

 

中 学 校                                 (令和６年５月１日現在) 

学校名 

敷地 

面積 

   (㎡) 

保       有 借     用 

建物 

敷地

(㎡) 

運動場

敷地

(㎡) 

その他 

(㎡) 

合 計 

(㎡) 

保有率

(%) 

建物 

敷地

(㎡) 

運動場

敷地

(㎡) 

その他 

(㎡) 

合 計 

(㎡) 

逗 子  28,168 0 592 0 592 2.1 12,034 15,542 0 27,576 

久 木 26,004 7,175 12,933 0 20,108 77.3 5,896 0 0 5,896 

沼 間 24,874 10,359 14,515 0 24,874 100.0 0 0 0 0 

合 計 79,046 17,534 28,040 0 45,574 57.7 17,930 15,542 0 33,472 

                                                 （その他は斜面地。面積は少数点以下切捨て） 
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小 学 校                                (令和６年５月１日現在) 

学校名 

校 舎 等 屋内運動場 プール 
耐震補強 

実施年度 
ＲＣ 

(㎡) 

Ｓ･その他 

(㎡) 

Ｗ 

(㎡) 

計 

(㎡) 

ＲＣ 

(㎡) 

Ｓ･その他 

(㎡) 

Ｗ 

(㎡) 

計 

(㎡) 

規模 

(ｍ) 
材質 

逗 子  6,357   0 212 6,569 1,032 0 0 1,032   
新耐震基準 

適合 

沼 間 6,138 0 0 6,138 0 1,122 0 1,122 － － － 

久 木 
(404) 

5,439 
38 0 

(404) 

5,477 
798 0 0 798 

25×13 

10×5 
FRP 10 年度 

小 坪 5,379 27 0 5,406 0 524 0 524 25×10 FRP 12 年度 

池 子 4,222 0 0 4,222 0 564 0 564 25×10 FRP 14 年度 

合 計 
(404) 

27,535 
65 212 

(404) 

27,812 
1,830 2,210 0 4,040    

                            （ ）は市民協働課所管施設への転用面積外数 

令和４年度よりプール授業で校内屋外プールを使用していない。 

              

中 学 校                                  (令和６年５月１日現在) 

学校名 

校 舎 等 屋内運動場 プール 
耐震補強 

実施年度 
ＲＣ 

(㎡) 

Ｓ･その他 

(㎡) 

Ｗ 

(㎡) 

計 

(㎡) 

ＲＣ 

(㎡) 

Ｓ･その他 

(㎡) 

Ｗ 

(㎡) 

計 

(㎡) 

規模 

(ｍ) 
材質 

逗 子  5,852   24 0 5,876 1,299 0 0 1,299 25×15 FRP 12 年度 

久 木 5,133 376 0 5,509 1,372 0 0 1,372 25×13 FRP 11 年度 

沼 間 6,147 0 0 6,147 1,389 0 0 1,389 25×13 FRP 
新耐震基準 

適合 

合 計 17,132 400 0 17,532 4,060 0 0 4,060   
 

 

 

 



26 

 

◇学校施設整備状況（令和５年度実績） 

 

小 学 校 

   沼間小学校 スプリンクラー設備改修工事      17,694,600円 

   小坪小学校 外部排水管漏水調査・改良工事     1,220,000円 

逗子小学校 校舎非常階段手摺改修工事       4,290,000円 

沼間小学校 体育館汚水槽水中ポンプ取替工事代    829,400円 

沼間小学校 枯死・支障木撤去工事          324,500円 

沼間小学校 樹木伐採工事             5,137,000円 

逗子市立小学校校庭ワイヤレスマイク整備更新工事  1,298,000円 

池子小学校 体育館床リニューアル工事       1,980,000円 

逗子小学校 高圧受変電設備更新工事        57,200,000円 

沼間小学校 外周樹木剪定工事            995,500円 

久木小学校 支援級教室間仕切壁設置工事      1,199,550円 

久木小学校 消防用設備不具合修繕工事       1,299,100円 

池子小学校 消防用設備不具合修繕工事        464,860円 

沼間小学校 消防用設備不具合修繕工事        485,100円 

久木小学校 支援級教室空調機及び照明器具取付工事  660,000円 

合計 95,077,610円 

 

中 学 校      

沼間中学校 給水加圧ポンプ・屋内消火栓ポンプ更新工事   3,190,000円 

沼間中学校 放送卓交換工事             1,293,600円 

逗子中学校 サクラ伐採撤去・杉枝撤去工事       145,860円 

逗子中学校 樹木伐採工事              4,400,000円 

沼間中学校 校庭ワイヤレスマイク整備更新工事   1,232,000円 

逗子市立中学校校庭ワイヤレスマイク整備更新工事   990,000円 

沼間中学校 消火栓漏水修理工事           154,000円 

沼間中学校 給水加圧ポンプ・屋内消火栓ポンプ更新工事 4,796,000円 

久木中学校 体育館床リニューアル工事       2,970,000円 

沼間中学校 プール槽改修工事           5,918,000円 

久木中学校 プール修繕工事            2,068,000円 

沼間中学校 プール甲羅干し塩ビシート張替補修工事  891,000円 

沼間中学校 体育館格技室ほか屋上防水改修工事   8,210,400円 

逗子市立中学校消防用設備不具合修繕工事       432,300円 

                       合計   36,691,160円 

  



◇学校図書室蔵書整備状況　

学　校　名 前年度末蔵書数
（R5.3.31現在）

年間
購入数

年間
寄贈数

年間
廃棄数

年度末蔵書数
（R6.3.31現在）

学級数 標準冊数 差引冊数 比率
年間
貸出数

逗子小学校 18,763 108 94 86 18,879 29 12,560 6,319 150.3% 13,163

沼間小学校 12,848 141 320 562 12,747 23 11,360 1,387 112.2% 14,871

久木小学校 12,993 220 223 693 12,743 26 11,960 783 106.5% 13,792

小坪小学校 12,165 109 254 125 12,403 14 8,760 3,643 141.6% 5,725

池子小学校 11,079 122 328 600 10,929 15 9,160 1,769 119.3% 6,248

小学校計 67,848 700 1,219 2,066 67,701 107 53,800 13,901 125.8% 53,799

逗子中学校 11,442 160 40 85 11,557 12 10,720 837 107.8% 1,346

久木中学校 14,668 233 47 313 14,635 16 12,640 1,995 115.8% 1,809

沼間中学校 11,749 169 79 403 11,594 8 8,480 3,114 136.7% 1,432

中学校計 37,859 562 166 801 37,786 36 31,840 5,946 118.7% 4,587

合　　　計 105,707 1,262 1,385 2,867 105,487 143 85,640 19,847 123.2% 58,386

（令和６年４月１日現在）
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◇令和６年度委託研究･事業委託及び研究･取り組み主題一覧 

 

１ 授業研究推進による「主体的・対話的で深い学び」を視点とした授業づくり  

学 校 名 研 究 主 題 ・ 授 業 研 究 

逗子小学校 
「友だちとの関りを通して ともに学び合う姿をめざして」 

～国語科における言語活動の充実から～ 

沼間小学校 
子どもの「伝えたい」を引き出す授業づくり 

～国語科における協働的な学びを通して～ 

久木小学校 

  低：「体験的な活動を通して自立への道を探る学びの創造～生活科を通して～」 

「つなげよう、未来をつくろう」 中・高：「自ら問い続け、追究し続ける学びの創造～社会科を通して～」 

もえぎ：「主体的に問題を解決する子を目指して」 

小坪小学校 
自ら考え、進んで取り組む力を伸ばす授業づくり 

～授業づくり・集団づくりの実践を通して～ 

池子小学校 
ともにつくろう 夢あふれる未来 

～「この子」にとって意味ある授業づくりを通して～ 

逗子中学校 
自分も周りの人をも大切にできる生徒の育成を目指して 

～教科指導を通して育む人権意識～ 

久木中学校 
カリキュラム・マネジメントの一環としての指導と評価 

～生徒一人ひとりが、次の学びに向かう力となるわかりやすい学習評価を目指して～ 

沼間中学校 
「主体的に学習に取り組む態度とは」 

～指導と評価の一体化の研究～ 

 

２ 学校支援地域本部委託校 

学 校 名 取 り 組 み の 目 的 等 

逗子小学校 

本校における学習活動をより充実したものにするために「学習環境の整備」 

「児童の教育活動の支援」「児童の安全安心」等について保護者をはじめ地域社会の教

育力を学校の支援の力として活用していく 

沼間小学校 
「地域と共に創る学校環境」 

学校支援地域本部による各地域ボランティアの連携協力の推進 

久木小学校 

・地域教育力を活用した学習支援 

・学校環境整備、防犯 

・地域との合同行事開催を通しての学校と地域との連携の強化 

小坪小学校 

児童をよき市民社会の形成者として育成していくために、地域の方々の協力を 

得ることにより、地域も学校の教育活動に対する理解を深め、教育環境の充実 

を図ることを目的とする。 
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池子小学校 

地域と連携した教育活動・学校環境整備 

①地域教育力を生かした学習サポート活動（環境学習等） 

②保護者・地域と共に行う環境美化整備活動 

③地域の組織（体育会・老人会等）を活用した地域連携 

逗子中学校 

「地域全体で学校教育を支援する体制づくり」を目的とする。 

具体的には、次の 2点について事業を推進する。 

①地域講師や学校支援ボランティアを活用した学習活動の活性化 

②地域教育力を生かした環境教育の充実 

久木中学校 
地域の支援を受け、生徒自らも事業に組織的に関わり、地域の一員としての意識を高

めることを目的とする 

沼間中学校 

「生徒の活動につながる地域からの学校支援」 

～生徒が地域の中の一員としての意識を高める事業創りを目指して～ 

地域の支援を受け、生徒自らも事業に組織的にかかわり、地域の中の一員としての意

識を高めることを目的とする。 

 

３ 研究員会 

研究員会名 研  究  主  題 

逗子の自然研究員会 

・逗子の自然環境の学習に役立てる資料（副読本等）の提供と活用方法

の検討 

・副読本「逗子の自然」(第７版)を活用した授業研究 

・GIGAスクール構想により整備された ICT環境に合わせた副読本「逗子

の自然」の在り方についての検討 

わたしたちの逗子 

研究員会 

・地域学習に役立てる資料（副読本等）の提供と活用方法の検討 

・副読本「わたしたちの逗子（2020年版）」および教師用指導資料集を活

用した授業研究 

・GIGAスクール構想により整備された ICT環境に合わせた副読本「わた

したちの逗子」の在り方についての検討 

架け橋期のカリキュラム 

研究員会 

・３要領・指針（幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こ

ども園教育・保育要領）及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」への理解 

・「逗子市幼保小連携推進連絡調整会議」と連携した、地域に根ざした

「架け橋プログラム」の検討・開発 

 



◇特別支援教育の状況 （令和６年５月１日現在）

      令和６年度　逗子市特別支援学級在籍者数・通級指導教室通級人数

障害 校種 性別 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 担当教員数

病弱 小 女 0 0 1 0 0 0 1 1

男 6 2 6 5 4 5 28

女 0 2 3 4 1 2 12

計 6 4 10 9 5 7 40 8

男 2 4 3 9

女 2 1 2 5

計 4 5 5 14 3

男 8 9 9 15 7 6 54

女 3 3 4 3 3 1 17

計 11 12 13 18 10 7 71 12

男 10 1 6 17

女 2 0 2 4

計 12 1 8 21 4

男 1 0 0 0 0 0 1

女 0 1 0 1 0 0 2

計 1 1 0 1 0 0 3 1

男 0 0 0 0

女 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0

男 0 0 0 0 0 0 0

女 0 0 0 1 0 0 1

計 0 0 0 1 0 0 1 1

男 0 0 0 0

女 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0

男 18 12 16 9 16 12 83

女 4 6 10 7 5 4 36

計 22 18 26 16 21 16 119 9

40 35 50 45 36 30 235 32

16 6 13 35 7

合
計

小
学
校

中
学
校

小
学
校

小
学
校

難
聴

中
学
校

小学校

中学校

小
学
校

知
的
障
が
い

自
閉
症
・
情
緒
障
が
い

肢
体
不
自
由

中
学
校

小
学
校

中
学
校

【通級】
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◇就学援助の状況

年度

区　　分 小中別 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校

給　食　費 人数（人） 153 92 141 85 142 83

金額（円） 7,222,440 5,030,748 6,671,320 5,004,746 6,136,284 4,583,500

学 用 品 費 人数（人） 153 97 142 87 142 85

金額（円） 1,710,027 2,083,932 1,579,067 1,959,444 1,446,121 1,790,460

通学用品費 人数（人） 119 65 126 65 121 53

金額（円） 275,681 139,213 274,906 145,746 240,706 112,626

通　学　費 人数（人） 0 0 0 0 0 0

金額（円） 0 0 0 0 0 0

新 入 学 人数（人） 19 3 11 4 11 3

学 用 品 費 金額（円） 970,140 180,000 561,660 240,000 594,660 189,000

新入学学用品費 人数（人） 4 0 6 0 3 0

（小１早期支給）
金額（円） 204,240 0 324,360 0 162,180 0

新入学学用品費 人数（人） 24 0 28 0 34 0

（中１早期支給）
金額（円） 1,440,000 0 1,680,000 0 2,142,000 0

修学旅行費 人数（人） 21 11 31 33 32 28

金額（円） 407,598 349,612 530,829 2,112,715 645,589 1,767,847

校外活動費 人数（人） 25 0 26 15 18 11

（宿泊を伴うもの）
金額（円） 92,250 0 95,940 80,088 66,420 67,515

校外活動費 人数（人） 96 26 110 72 112 60

（宿泊を伴わないもの）
金額（円） 98,770 46,777 131,036 143,198 135,922 96,907

卒業アルバム費 人数（人） 24 27 28 36 37 29

金額（円） 260,000 236,500 306,800 315,500 397,190 254,300

学校徴収金 人数（人） 153 96 142 87 141 85

金額（円） 291,013 818,364 271,275 775,836 248,393 708,822

医　療　費 人数（人） 0 0 0 0 0 0

金額（円） 0 0 0 0 0 0

眼　鏡　費 人数（人） 10 9 12 13 12 9

金額（円） 150,000 177,610 168,760 249,050 166,770 185,410

計 金額（円） 13,122,159 9,062,756 12,595,953 11,026,323 12,382,235 9,756,387

R4 R5R3
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◇中学校卒業者の進路状況

(%)

A B A/C

男
193 5 7 0 0 4 209 0 1 3 98.1

女
166 3 4 0 1 1 175 0 0 0 100.0

計
359 8 11 0 1 5 384 0 1 3 99.0

男
158 6 12 0 1 1 178 0 0 1 99.4

女
156 5 9 0 0 1 171 0 0 0 100.0

計
314 11 21 0 1 2 349 0 0 1 99.7

男
179 1 16 0 1 0 197 0 0 1 99.5

女
164 3 3 0 0 1 171 0 0 3 98.3

計 343 4 19 0 1 1 368 0 0 4 98.9

男
148 1 5 0 3 2 159 0 0 1 99.4

女
160 3 3 0 0 1 167 0 0 4 97.7

計 308 4 8 0 3 3 326 0 0 5 98.5

男
164 2 16 0 0 0 182 1 2 5 95.8

女
163 2 11 0 0 1 177 0 0 1 99.4

計
327 4 27 0 0 1 359 1 2 6 97.6

男
157 2 14 0 2 177 0 0 2 98.9

女
173 3 10 0 0 189 1 0 1 99.0

計
330 5 24 0 0 366 1 0 3 98.9

男
182 2 8 0 0 195 0 0 2 99.0

女
159 3 9 0 0 171 0 0 3 98.3

計
341 5 17 0 0 366 0 0 5 98.7

370
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174

371

R2
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◇奨学金の状況 

 

逗子市の奨学金制度 

 本市の奨学金制度は、公立高校への進学を希望する市内在住生徒の中で成績が良好で経済的に恵まれない生

徒の就学を奨励するため、学資を給付することを目的に昭和34年に施行されました。奨学金は、高等学校課程

正規の最短修業年限の間、毎月給付しておりました。給付額は当初月額1,000円でしたが、平成20年度までは別

表のとおりとなっています。平成21年度からは、月額については 1･2年生が9,900円、3年生以上が 9,600 円に、

新学年準備金については 1 年生以外が 10,000 円に改正されました。また、平成 22 年度からは全ての学年で月

額が一律 9,900 円となりました。なお、平成 23年度からは、高等学校の授業料無料化につき、月額の給付金額

は廃止し、新年度準備金として、高等学校 1年生は 100,000 円、高等学校 2年生は 50,000円、高等学校 3年生

は 30,000円となりました。対象者については、当初公立高校進学者でしたが、昭和43年からは私立高校進学者

も対象となりました。 

 

＜奨学生採用人数と給付月額＞ 

年度 給付金額（月額） 新学年準備金 奨学生数 給付金額（総額） 

１３ ９,０００円 ２０,０００円 ５４人 ６,６２１,９００円 

１４ ９,０００円 ２０,０００円 ５３人 ６,６１３,０００円 

１５ ９,３００円 ２０,０００円 ４９人 ６,３３５,４００円 

１６ ９,３００円 ２０,０００円 ５３人 ６,７５９,５００円 

１７ ９,３００円 ２０,０００円 ５３人 ６,６９４,４００円 

１８ ９,３００円 ２０,０００円 ４９人 ６,４７７,７００円 

１９ ９,３００円 ２０,０００円 ５０人 ６,６９５,８００円 

２０ ９,３００円 ２０,０００円 ５２人 ６,８７２,５００円 

２１ 

９,９００円

（１・２年生） 

２０,０００円 

（１年生） 
５６人 ７,３１５,６００円 

９,６００円 

（３・４年生） 

１０,０００円 

（２・３・４年生） 

２２ ９,９００円 

２０,０００円 

（１年生） 
５９人 ７,９０８,２００円 

１０,０００円 

（２・３・４年生） 

２３ 

給付金額（年額・新年度準備金） 

１年生     １００，０００円 

２年生      ５０，０００円 

３年生      ３０，０００円 

 

６０人 ３，６００，０００円 
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２４ 

給付金額（年額・新年度準備金） 

１年生     １００，０００円 

２年生      ５０，０００円 

３年生      ３０，０００円 

５８人 ３,５００,０００ 

２５ 

給付金額（年額・新年度準備金） 

１年生     １００，０００円 

２年生      ５０，０００円 

３年生      ３０，０００円 

５８人 ３,５４０,０００ 

２６ 

給付金額（年額・新年度準備金） 

１年生     １００，０００円 

２年生      ５０，０００円 

３年生      ３０，０００円 

６０人 ３，６００，０００ 

２７ 

給付金額（年額・新年度準備金） 

１年生     １００，０００円 

２年生      ５０，０００円 

３年生      ３０，０００円 

５８人 ３，５４０，０００ 

２８ 

給付金額（年額・新年度準備金） 

１年生     １００，０００円 

２年生      ５０，０００円 

３年生      ３０，０００円 

６０人 ３，６００，０００ 

２９ 

給付金額（年額・新年度準備金） 

１年生     １００，０００円 

２年生      ５０，０００円 

３年生      ３０，０００円 

６０人 ３，６００，０００ 

３０ 

給付金額（年額・新年度準備金） 

１年生     １００，０００円 

２年生      ５０，０００円 

３年生      ３０，０００円 

６０人 ３，６００，０００ 

Ｒ１ 

給付金額（年額・新年度準備金） 

１年生     １００，０００円 

２年生      ５０，０００円 

３年生      ３０，０００円 

６０人 ３，６００，０００ 

Ｒ２ 

給付金額（年額・新年度準備金） 

１年生     １００，０００円 

２年生      ５０，０００円 

３年生      ３０，０００円 

６０人 ３，６００，０００ 

Ｒ３ 

給付金額（年額・新年度準備金） 

１年生     １００，０００円 

２年生      ５０，０００円 

３年生      ３０，０００円 

６０人 ３，６００，０００ 
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Ｒ４ 

給付金額（年額・新年度準備金） 

１年生     １００，０００円 

２年生      ５０，０００円 

３年生      ３０，０００円 

６０人 ３，６００，０００ 

Ｒ５ 

給付金額（年額・新年度準備金） 

１年生     １００，０００円 

２年生      ５０，０００円 

３年生      ３０，０００円 

７１人 ４，７７０，０００ 
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◇学校保健の状況 

 

１ 児童・生徒健康診断の状況（令和５年度実績） 

 

 ぎょう虫検査 

 ＊平成 28 年度よりぎょう虫検査は実施しなくなりました。 

 

結核健康診断                                      （人） 

区 分 問診票提出者数 学校医診察者数 
結核対策委員会 

  検討者数 
精密検査対象者数 

小学校 2,559 2,462 0 0 

中学校 1,085 1,041 0 0 

 

 

腎臓疾患検査                                      （人） 

区 分 １次検査人員 陽性者 （陽性率） 

２次検査人員 

検査人員 異常なし 要観察 要受診 

小学校 2,569 22（0.86） 22 17 2 3 

中学校 1,045 44（4.21） 37 36 1 0 

 

 

心臓疾患検査                                      （人） 

区 分 
１次検査人員 

（心音・心電図） 

２次検査人員 

検査人員 異常なし 管理不要 経過観察 要受診 通院中 

小学校 393 4 0 1 0 3 0 

中学校 347 4 0 0 0 4 0 
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２ 学校管理下における事故発生状況（令和５年度実績） 

 

（１）月別発生状況                                                                           （件） 

区分 男女別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 計 

小 

学 

校 

男 0 2 2 1 0 1 7 3 2 1 3 0 22 

女 0 3 0 1 0 1 0 2 0 2 1 0 10 

計 0 5 2 2 0 2 7 5 2 3 4 0 32 

中 

学 

校 

男 3 6 3 0 2 2 3 2 1 0 0 0 22 

女 0 0 3 0 1 0 0 3 2 0 0 1 10 

計 3 6 6 0 3 2 3 5 3 0 0 1 32 

 

（２）場所別発生状況 

発 生 場 所 

 

 

 

区  分 

校    舎    内 校  舎  外 学  校  外 

教 
 
 

室 

実 

験 

室 

屋
内
運
動
場
・
体
育
館 

廊 
 
 

下 

昇 
降 

口 

階 
 
 

段 
そ 

の 

他 

運
動
場
・
校
庭 

遊
戯
・
体
育
施
設 

プ 

ー 

ル 

そ 

の 

他 

道 
 
 

路 

運 

動 

場 

山
・
海
・
河
川 

そ 

の 

他 

小

学

校 

人員(人) 6  0  4  1  2  2  3  5  3  0  1  2  0  0  3  

率(％) 18.8  0.0  12.5  3.1  6.3  6.3  9.4  15.6  9.4  0.0  3.1  6.3  0.0  0.0  9.4  

中

学

校 

人員(人) 5  0  16  0  0  0  0  5  0  0  1  1  3  0  1  

率(％) 15.6  0.0  50.0  0.0  0.0  0.0  0.0  15.6  0.0  0.0  3.1  3.1  9.4  0.0  3.1  

※率（％）は小数点第２位を四捨五入 

（３）傷病別発生状況 

傷 病 別 

 

区   分 

骨 
 

折 

捻 
 

挫 

打 
 

撲 

挫 
 

傷 

切 
 

傷 

裂 
 

傷 

刺 
 

傷 

脱 
 

臼 

頭
部
損
傷 

口
腔
損
傷 

眼
部
損
傷 

そ

の

他 

小

学

校 

人員(人) 12  5  0  1  1  3  0  1  5  3  1  0  

率(％) 37.5  15.6  0.0  3.1  3.1  9.4  0.0  3.1  15.6  9.4  3.1  0.0  

中

学

校 

人員(人) 8  11  1  3  1  1  0  0  4  1  1  1  

率(％) 25.0  34.4  3.1  9.4  3.1  3.1  0.0  0.0  12.5  3.1  3.1  3.1  

※率（％）は小数点第２位を四捨五入 
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◇学校給食の状況 
 
１ 学校給食実施状況 

小 学 校 全５校中５校において、完全給食（月～金）を昭和31年度から実施、米飯給食を昭和47年度か

ら実施（現在は週３回程度米飯給食を実施） 

中 学 校 全３校中３校において、完全給食を平成 26年 10月からデリバリー方式で実施 

      調理業者の日本栄養給食株式会社（横須賀市内川）で調理し、各学校へ配送 

      令和４年９月、ランチボックス形式から食缶方式へ移行 

 

２ 調理場施設整備の状況 

小 学 校                                （令和６年５月１日現在） 

学校名 
児童

(人) 

栄養士

(人) 

調理員

(人) 

調理場

面 積

(㎡) 

設          備 

調理施設 
回転釜 焼物機 保管庫 洗浄機 冷蔵庫 

冷 凍  

冷蔵庫 
カッター ピーラー 

逗 子 746 1 0 290 6 1 8 1 6 1 1 1 単独調理場 

沼 間 530 1 0 153 5 1 4 1 2 2 2 1 単独調理場 

久 木 647 1 0 161 5 1 4 1 1 3 3 1 単独調理場 

小 坪 327 1 0 148 4 1 2 1 1 3 2 1 単独調理場 

池 子 282 1 8 134 4 1 3 1 2 2 1 1 単独調理場 

合 計 2,532 5 8 886 23 5 21 5 8 9 9 5  

 ※令和３年９月から、逗子小学校は調理業務委託に変更しています。 

 ※令和５年４月から、沼間小学校は調理業務委託に変更しています。 

 ※令和６年４月から、久木小学校及び小坪小学校は調理業務委託に変更しています。 

 中 学 校 デリバリー方式のため、調理場施設はなく、各学校の配膳室に牛乳保冷庫を設置しています。 

 

３ 給食費及び学校給食会の取扱状況 

（ア）給食費の取扱状況  

 

区 分 

 

小学校 中学校 

給食費月額 

（円／人） 

学校数 

（校） 

児童数 

（人） 

給食費月額 

（円／人） 

学校数 

（校） 

生徒数 

（人） 

昭和３０ 300 １ 不明 

Ｓ38.９月から 

ミルク給食開始 

逗中 130、久中 100 
２ 不明 

平成９ 3,500 ５ 2,516 550（久中 500） ３ 1,249 

１０ 3,600 ５ 2,457 550（久中 500） ３ 1,221 

１１ 3,600 ５ 2,449 550 ３ 1,212 

１２ 3,600 ５ 2,426 550 ３ 1,196 

１３ 3,600 ５ 2,421 550 ３ 1,172 

１４ 3,600 ５ 2,473 550 ３ 1,115 

１５ 3,700 ５ 2,539 550 ３ 1,041 

１６ 3,700 ５ 2,604 550 ３ 1,014 

１７ 3,700 ５ 2,673 550 ３ 1,052 
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区 分 

小学校 中学校 

給食費月額 

（円／人） 

学校数 

（校） 

児童数 

（人） 

給食費月額 

（円／人） 

学校数 

（校） 

生徒数 

（人） 

平成１８ 3,700 ５ 2,755 550 ３ 1,086 

１９ 3,750 ５ 2,821 750 ３ 1,102 

２０ 3,750 ５ 2,847 750 ３ 1,102 

２１ 3,950 ５ 2,843 750 ３ 1,118 

２２ 3，950 ５ 2,800 
750 

（沼間中 800） 
３ 1,174 

２３ 3，950 ５ 2,750 
750 

（沼間中 800） 
３ 1,205 

２４ 3，950 ５ 2,704 
750 

（沼間中 800） 
３ 1,252 

２５ 3，950 ５ 2,704 
750 

（沼間中 800） 
３ 1,216 

２６ 4,150 ５ 2,674 
50(～10/10) 

３ 1,180 
※324(10/14～) 

２７ 4,150 ５ 2,665 ※324 ３ 1,145 

２８ 4,150 ５ 2,684 ※324 ３ 1,099 

２９ 4,150 ５ 2,662 ※324 ３ 1,114 

３０ 4,150 ５ 2,676 ※324 ３ 1,051 

令和元 4,150 ５ 2,637 ※324 ３ 1,056 

令和２ 4,500 ５ 2,650 ※324 ３ 1,053 

令和３ 4,500 ５ 2,658 ※335 ３ 1,110 

令和４ 

4,500 

（このほか新型コロナウ

イルス感染症対応地方創

生臨時交付金あり） 

５ 2,628 

※335 

（このほか新型コロナウ

イルス感染症対応地方創

生臨時交付金あり） 

３ 1,116 

令和５ 

4,500 

（このほか新型コロナウ

イルス感染症対応地方

創生臨時交付金あり） 

５ 2,607 

5,800 

（このほか新型コロナウ

イルス感染症対応地方創

生臨時交付金あり） 

３ 1,102 

令和６ 

4,500 

（このほか新型コロナウ

イルス感染症対応地方

創生臨時交付金あり） 

５ 2，532 

5,800 

（このほか新型コロナウ

イルス感染症対応地方創

生臨時交付金あり） 

３ 1，077 

注）平成 26 年から令和４年の※の金額はボックスランチ方式のため喫食数に応じて負担する。 

 

（イ）学校給食会の沿革及び設置目的、事業概要 
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  昭和29年６月３日、学校給食法が制定されたのを受け、同年８月に発足しました。設置目的は、学校給食

施設や設備の充実及び学校給食の発展を図ることとし、学校長、給食主任教諭、養護教諭、栄養士、調理員、

ＰＴＡ及び教育委員会事務局職員で構成されています。県内学校給食の現況等についての情報の報告や、学

校給食の物価や栄養基準量についての研究調査、市内学校給食費の調整を図る等の活動を行っています。 

 ・会員数 47 名            （令和５年度） 

・任 期 １年               総会・講演会   １回 

・構 成 (87ページ名簿参照)         栄養士部会    ６回 

                       調理研究会   １回 
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◇国際教育の状況 

 

１ 国際教育推進事業  

 社会の国際化に対応し、コミュニケーションのための外国語教育を充実させるため、教師とともに外国語指

導にあたる国際教育指導助手（International Education Assistant）を平成２年度から各中学校に派遣、平成15

年度からは民間に委託することで、より質の高い講師を採用し、国際教育の推進を図っています。小学校にお

いても平成 15年度から派遣し、国際教育、外国語活動、外国語教育の推進を図っています。 

（令和６年 10月現在） 

 助手 助手国籍 指導言語 勤務日数等 

逗子中学校 １名 フィリピン 英語 週５日間勤務 

久木中学校 １名 フィリピン 英語 週５日間勤務 

沼間中学校 １名 フィリピン 英語 週５日間勤務 

逗子小学校 １名 フィリピン 英語 週５日間勤務 

沼間小学校 １名 フィリピン 英語 週５日間勤務 

久木小学校 １名 フィリピン 英語 週５日間勤務 

小坪小学校 １名 日本 英語 週５日間勤務 

池子小学校 １名 フィリピン 英語 週５日間勤務 

合  計 ８名  

 

 

２ 日本語指導講師派遣事業 

 外国籍及び海外在留期間が長い児童・生徒で日本語理解に補助が必要な者に対し、平成10年度から日本語指

導講師を派遣し、日本語習得のための指導・カウンセリング等により、円滑な学校生活や学習のための支援を

図っています。 

（令和６年 12 月現在） 

 
講師数 

（人） 

対象者 

（人） 

性 別 
使用言語 

国籍 
備     考 

男 女 日本 外国 

小

学

校 

逗子 １ １ １ ０ ネパール語 ０ １  

沼間 １ ３ ０ ３ 日本語・英語・他 １ ２  

久木 １ ２ １ １ 日本語・英語 １ １  

小坪 １ １ ０ １ 日本語・英語 １ ０  

池子 ２ ４ ２ ２ 日本語・英語 ４ ０  

合計 ６ 11 ４ ７  ７ ４  

中

学

校 

 ０ ０ ０ ０  ０ ０  

合計 ０ ０ ０ ０   ０ ０  
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◇地域教育力の活用 

 

１ 学校教育支援ボランティアの活用 

 児童・生徒を『学校の教職員だけではなく地域全体の手で育てていこう』、『住民等の学習成果の活用機会の

充実を図ろう』という取り組みの中で、地域の先生として、一般市民の特定の分野における専門的知識、経験

や特技等お持ちの方に講師をお願いし、様々な分野にわたり学校教育に対して支援をいただいています。 

また、登下校時や学校内外での学習時に子どもたちの安全を見守っていただいたり、部活動の指導をしてい

ただいたりしています。 

 学校教育支援ボランティアは、各学校からお声をかけさせていただいたり、ＰＴＡのご協力をいただいたり

するほか、各学校に設置された学校支援地域本部の地域コーディネーターによる調整をお願いしています。 

 

令和５年度 学校支援ボランティア実績                         （延べ人数） 

 逗子小 沼間小 久木小 小坪小 池子小 逗子中 久木中 沼間中 合計 

ゲストティーチャー型 20 0 0 0 0 15 0 0 35 

学習アシスタント型 25 114 12 135 121  10 55 40 512 

施設メンテナー型 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

環境サポーター型 84 0 0 0 0 0 0 5 89 

安全見守り型 0 0 0 64 46 0 0 0 110 

教育指導教員型 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

部活動サポーター型 0 0 0 0 0 148 0 0 148 

合計 129 114 12 199 167 173 55 45 894 

＊ゲストティーチャー型・・・授業において、ゲストティーチャーが精通している事柄について講話をした

り、児童・生徒に対して教員と一緒にしたりします。 

 ＊学習アシスタント型・・・学習の補助をします。 

 ＊施設メンテナー型・・・施設の整備をします。（壁のペンキ塗り、破損部分の修繕等） 

 ＊環境サポーター型・・・環境整備をします。（清掃、樹木選定、花壇整備等） 

 ＊安全見守り型・・・子どもたちの安全を見守ります。（登下校の見守り、校外活動の見守り、部活動などで 

の見守り等） 

 ＊教育指導教員型・・・先生の授業づくりや学級づくりへの助言等を行います。 

＊部活動サポーター型・・・部活動での技術指導等を行います。 
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◇情報教育の状況 
 

１ ＩＣＴ環境の整備状況 

 社会の情報化に子どもたちが主体的に対応できる基礎的な資質や能力を育成するため、平成 3 年度から中学

校に順次教育用コンピュータを整備し、コンピュータを活用した情報教育を始めました。 

平成 17 年度には、インターネットの回線をそれまでの電話回線から光ファイバーに変え、教育研究所（現

教育研究相談センター）にサーバーを設置し、教育研究所と市内公立小･中学校を結ぶ教育用ネットワーク（イ

ントラネット）を構築しました。 

また、平成 19・20 年度の 2 年で市内公立小･中学校の教育用コンピュータの更新を行いました。 

平成 21 年度には国の補助金により市内小・中学校に小型軽量教材提示装置、ユニット型電子黒板、プロジ

ェクター等のＩＣＴ（Information and Communication Technology）機器の導入及び教員一人ひとりに対する

校務用コンピュータの貸与などを行い、日々の授業でのＩＣＴ機器を活用したわかる授業づくりを推進してい

ます。 

なお、平成 24・25年度に市内公立小･中学校の教育用コンピュータの 2度目の更新を、校務用コンピュータ

については、平成 26年度に市内公立小学校に、平成 27 年度に市内公立中学校にリース導入を開始しました。 

また、校務支援システムを、平成 27年度は中学校に、平成 28年度には小学校に導入しました。 

 平成 29年度には、市内公立中学校の教育用コンピュータの更新を行いました。 

 令和元年度に、市内公立小学校の教育用コンピュータを iPad に入れ替え、普通教室等でも活用できるよう

になりました。さらに、市内公立小学校の校務用コンピュータの入れ替えも行いました。 

 令和２年度は、国のＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた取組として、全市立学校の校内無線ＬＡＮの整備

及び一人１台学習用情報端末等の整備を行い、令和３年１月末までに、児童・生徒一人 1 台の学習用情報端末

と校内無線ＬＡＮの整備が完了し、授業での活用が進められています。 

 令和３年度は、拡大提示装置とプロジェクターの追加整備などの授業における ICT 環境の充実と Web カメ

ラ、ヘッドセットを全市立学校に整備しました。 

 継続使用している端末に故障が多く発生したことにより端末が不足している状況にあるため、令和５年４月

に予備端末として合計 170 台の学習用端末を追加整備しました。 

 

 

（１）教育用コンピュータ標準仕様 

   17 型液晶ディスプレイ Chromebook  iPad セルラーモデル（小学校） iPad 対応キーボード（JIS

規格） プロジェクター  プリンタ  スキャナ     

 

 

（２）コンピュータ設置状況＜保有形態：リース＞ 

＊ＧＩＧＡスクールによる学習用情報端末の整備により一部を除き、リース終了 （令和３年９月 1 日現在） 

 導入年月日 
保有

台数 
更新年月日 

保有

台数 

更新年月日 

（2度目） 

保有

台数 

更新年月日 

（3度目） 

保有

台数 

逗子中学校 平成 4年 8月 42 平成 19年 8月 42 平成 24年 8月 42 平成 29年 8 月 42 

久木中学校 平成 5年 8月 42 平成 19年 8月 42 平成 24年 8月 42 平成 29年 8 月 42 

沼間中学校 平成 3年 8月 42 平成 19年 8月 42 平成 24年 8月 42 平成 29年 8 月 42 

中 学 校 計  126  126  126  126 

逗子小学校 平成 11年 7月 22 平成19年 8月 42 平成 24年 8月 42 令和元年 8月 42 

沼間小学校 平成 12年 7月 22 平成 20年 8月 42 平成 25年 8月 42 令和元年 8月 42 

池子小学校 平成 12年 7月 22 平成 20年 8月 42 平成 25年 8月 42 令和元年 8月 42 

久木小学校 平成 13年 9月 22 平成 20年 8月 42 平成 25年 8月 42 令和元年 8月 42 
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小坪小学校 平成 13年 9月 22 平成 20年 8月 42 平成 25年 8月 42 令和元年 8月 42 

小 学 校 計  110  210  210  210 

合 計  236  336  336  336 

※インターネット（平成 17年度 8月から光回線）… 職員室に１回線 

 

（３）GIGA スクールによる学習用情報端末標準仕様 

   Chromebook（小学校１年～３年デタッチャブルモデル、４年～中学校３年及び教職員ノートパソコンモデル） 

   授業支援アプリ（チエル社 InterClass） 

 

（４）学習用情報端末設置状況＜保有形態：リース＞     令和６年４月現在 

学校名 導入年月日 
保有台数 

児童生徒用 教員用 予備端末 

逗子小学校 令和３年２月１日 ７７７ ４１ ２２ 

沼間小学校 令和３年２月１日 ５６１ ３５ ２２ 

久木小学校 令和３年２月１日 ６８３ ３４ ２２ 

小坪小学校 令和３年２月１日 ３９３ ２１ ２２ 

池子小学校 令和３年２月１日 ３１８ ２２ ２２ 

逗子中学校 令和３年２月１日 ３５２ ２５ ２０ 

久木中学校 令和３年２月１日 ５４０ ３５ ２０ 

沼間中学校 令和３年２月１日 ２４１ ２０ ２０ 

     ※校内無線 LAN（光回線）は 8 校から１回線 

     ※各学校予備端末として令和５年４月に追加導入≪保有形態：リース≫ 

   

（５）校務コンピュータ標準仕様（令和元年度導入の主な仕様） 

   ノート型パソコン   Ａ３対応カラーインクジェットプリンタ（小学校）   

Ａ３カラーレーザープリンタ   Ａ４カラーイメージスキャナ 

 

（６）ＩＣＴ環境整備機器標準仕様（平成 21 年度導入の主な仕様） 

   普通教室用学校専用プロジェクター（天吊り方式）  小型軽量教材提示装置  ユニット型電子黒板 

地上デジタルチューナー  マグネットスクリーン 

 

 

２ 授業内容 

 中学校（１）使用する主なソフトウエア 

表計算、ワープロ、グラフィック、プレゼンテーションソフト Google Classroom 等 

（２）主な授業内容 

１年 コンピュータの仕組みと基本操作、マナー 等 

２年 コンピュータの利用、ネットワークの仕組み、マナー 等 

３年 情報モラルとコンピュータの利用、プログラミング 等 

小学校（１）使用する主なソフトウエア 

学習ドリルアプリ、授業支援アプリ、ワープロ、グラフィック、プレゼンテーションソフト 

Google Classroom 等 

（２）主な授業内容 

低学年 コンピュータに親しむ：お絵かき、文字パレット入力 等 

中学年 情報収集･表現活動としての活用：ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、ローマ字入力、学習ソフト 等 

高学年 情報選択･表現活動としての活用：ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、学習ソフト、プレゼン 等 
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◇少人数指導の状況 

１ 少人数指導教員・教育指導教員派遣事業 

逗子市は平成14年度から県の少人数指導教員の配置に加え、市内すべての小・中学校を対象に、市単独で少

人数教員を配置しました。さらに平成 25 年度からは、新たに少人数指導教員・教育指導教員を配置しました。

平成 30年度には、少人数指導時間講師を配置し、新学習指導要領で求められている「主体的・対話的で深い学

び」の実現に対応できるよう指導方法の工夫・改善に努めています。 

その後、財政対策プログラムにより市単独での教員配置を縮小していたところですが、令和５年度には市費

単独教員を増員し、小学校へは経験の浅い教員の授業力向上を目的として指導を行うことを主とする少人数指

導教員・教育指導教員、中学校へは少人数指導教員を配置しました。 

また、巡回・教育指導教員は、県教育委員会から本市へ派遣されている教育指導員とともに各学校を巡回し、

主に経験の浅い教員の授業力向上を目的として指導を行っています。 

 

◇期待される効果 

・ 一人ひとりの子どもの実態が把握しやすい 

・ 理解に差のある子どもにも，教員の目が届いて丁寧な指導がしやすい 

・ 服務や経営参画の在り方など早い段階から教職員としての意識を高め、現在進行中の大量退職・ 

新採用教員の大量採用に対応します。 

 

令和６年度    

学 校 名 

少人数指導教員・教育指導

教員/少人数指導時間講師 

（市費） 

 

学 校 名 
少人数指導教員 

（市費） 

逗 子 小 学 校 1 逗 子 中 学 校 1 

沼 間 小 学 校 1 久 木 中 学 校 1 

久 木 小 学 校 1 沼 間 中 学 校 1 

小 坪 小 学 校 1   

池 子 小 学 校 1 

 ※数字は、予算上の人数 

 

校種 
巡回・教育指導教員 

（市費） 

巡回・教育指導員 

（県費） 

小学校 1 1 

中学校 1 1 

※数字は、予算上の人数 
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◇教職員民間企業等体験研修の状況 

 

１ 教職員民間企業等体験研修事業 

 教職員自らが地域と連携を図ることにより、学校教育以外にも視野を広げ、体験学習の重要性を認識すると

ともに体験で得た成果を学習指導及び児童・生徒理解等に生かし、一層の指導力の向上を図ります。 

  ○ 対象者    教職員（５年経験者） 

  ○ 実施期間   ５年経験者研修・・・・・・・夏季休業期間中に２日間～３日間 

 

 

○ 令和５年度実施                   （令和５年度の実績状況） 

※令和６年度から基本研修体形が変わり、基本研修で民間企業等体験研修を実施しなくなりました。 

今後しばらくは実施しないことが続くと予想されます。 

 人数 体  験  先 

逗子小学

校 
１名 民間企業（市内）１名 

沼間小学

校 
１名 民間企業（市外）１名 

久木小学

校 
１名 民間企業（市内）１名 

小坪小学

校 
０名 ５年経験者研修対象者なし  

池 子 小

学校 
０名 ５年経験者研修対象者なし  

逗 子 中

学校 
０名 ５年経験者研修対象者なし  

久 木 中

学校 
１名 民間企業（市外）１名 

沼 間 中

学校 
１名 民間企業（市外）１名 
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◇ 教育研究相談センター 

１ 概 要 

 教育研究相談センターは、教育に関する調査・研究、

教育関係職員の研修及び教育相談などを行い、本市の

教育の振興を図る目的で、昭和 59 年４月１日から旧

市役所分庁舎内に事務室を設け、教育研究所として業

務を開始しました。 

昭和 62年度 神奈川県教育研究所連盟に加入 

平成４年度 常勤相談員を配置 

平成10年度 青少年会館３階に移転 

適応指導教室「なぎさ」を開室 

平成 12年度 心の教室相談員（うるおいフレン

ド）の全小中学校への派遣 

平成16年度 県のスクールカウンセラー配置活

用事業の開始 

平成 19年度 教育相談を担当する指導主事を配

置 

文部科学省委託「問題を抱える子ど

も等の自立支援事業」（～平成 21年） 

平成 23年度 支援教育推進校に支援教育推進巡

回相談員を配置 

平成 24年度 支援教育推進巡回指導員を配置 

小学校スクールカウンセラーを配

置 

平成 27年度 中学校巡回カウンセラーを配置 

平成 29年度 「療育教育総合センター」内「教育

研究相談センター」へ名称変更 

令和６年度 「適応指導教室」を「教育支援セン

ター」へ名称変更 

主な事業として、 

（１）調査・研究事業 

ア．今日的な課題への対応「幼・保・小架け橋期のカ

リキュラム研究員会」 

イ．地域学習への対応 「わたしたちの逗子研究員会」

逗子の自然研究員会」 

ウ．教育課題研修会「夏季研修会」「人権教育研修会」 

（２）教育相談事業 

ア．教育相談コーディネーター担当者会 

イ．学齢期の教育相談（電話・来所相談） 

ウ．支援教育推進巡回指導員・巡回スクールカウンセ 

ラー活用事業（小・中学校） 

エ．中学校スクールカウンセラー配置活用事業（県派

遣） 

オ． スクール・ソーシャルワーカー(SSW)派遣事業（県） 

カ．支援教育研修会 

（３）教育支援センター「なぎさ」運営事業 

などの事業を展開しています。 

平成 29 年４月から療育教育総合センター内教育研

究相談センターとして、こども発達支援センターと連

携しながら支援の一層の充実を図っています。 

２ 施 設 

 名  称  逗子市教育研究相談センター 

 所 在 地  〒249-0005 

        逗子市桜山５丁目 20番 29 号 

 電  話  046-873-1111（内線 567） 

 Ｆ Ａ Ｘ  046-872-6052 

 設  置  昭和 59年４月１日 

        教育研究所として旧市役所分庁舎

２階に設立 

        平成３年 10 月１日 

        市立久木小学校内に移転 

平成 10年４月１日 

現在地に移転 

平成 28年 12月 

療育教育総合センター３階に設置 

平成 29年４月 

療育教育総合センター内教育研究 

相談センターとなる 

延床面積  400.40㎡ 

施  設  事務･図書コーナー、研究室、相談室、 

      プレイルーム、教育支援センター「な

ぎさ」、研修室 

３ 職 員 

 所長(主幹)１名、副主幹(指導主事)２名、専任教諭 

１名、支援教育推進巡回指導員１名、巡回スクールカ 

ウンセラー２名、会計年度任用職員８名(事務担当１ 

名・教育相談員３名・なぎさ指導員２名・教育指導教 

員２名) 

４ 運営方針 

 逗子市の教育研究・相談の中心的な役割を担う機関

として、時代の要請にあった活動及び教職員や市民 

のニーズに応えられるような活動をする。 

（１）児童・生徒の援助ニーズに対応できるよう、学 

校巡回等の様々な支援を行う。 

（２）本市の教育に役立てるために調査・研究を行う 

（３）教員の教育力向上を図るための専門的研修を 

行う。 

（４）児童・生徒、保護者、教職員を対象に教育相談 

を行う。 

（５）地域や関係機関と連携を図り、援助が必要児 

童・生徒に対して適切な支援体制をつくる。 

（６）不登校児童・生徒に対し、個々の状況に応じて 

社会に適応できるよう支援を進める。〔教育支援 

センターでの集団生活を通して自立心を高め、社 

会性を養い、社会生活への適応力を育てる。〕 

（７）教員の実践研究に対応するための図書・資料

を収集、整理する。 
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５ 調査・研究事業 
 

（１）研究員会                  （令和６年度） 

内 容   開催回数 研究員構成 

今日的

な課題 

幼・保・小架け橋期の 

カリキュラム研究員会 
３ 

小各１名 

幼・保から希望

参加 10名 

（計 15名） 

地域 

学習 

わたしたちの逗子研究員会 ５ 小学校各１名 

逗子の自然研究員会 ２ 中学校各１名 

 

（２）研修 

〇夏季研修会          （令和６年度） 

No 講座名 講師 

1 

* 
『コミュニティ・スクールの可能

性』 

竹原 和泉氏(文部科
学省総合教育政策局
CS マイスター) 

2 
『幼児教育から小学校教育へ 

～幼・保・小の円滑な接続に向け
て～』 

吉田 豊香氏（日本生

活科・総合的学習教育
学会顧問） 

3 
『助産師による生命の安全授業』
～小中学校教員向け性教育セミ
ナー～ 

高野 しのぶ氏 

（助産師） 

4 

** 
『ロイロノート講座』 

守谷 真一氏 

（株式会社 Loilo） 

5 

** 
『支援のための発達心理学２』 

遠藤 利彦氏 
（東京大学大学院教育

学研究科 教授） 

6 

** 

『学習の基盤となる情報活用能
力（情報モラルを含む）をどう育

てるか』 

塩田 真吾氏（静岡大
学教育学部准教授） 

7 
『Let’s Camp Fire！！』（実習） 
～林間学校を通しての学びと

は！？～』 

藤瀬 哲朗氏 （久木

小学校総括教諭） 
長谷川 俊行氏（小坪
小学校教頭） 

佐々木 佑樹 氏（神
奈川県教育委員会指導
主事） 

8 
『“虹色な子どもたち”と関わる
ための支援策』～ワークショップ
～ 

星山 麻木氏（明星大

学教育学部教授）  

9 
『誰一人取り残さない学校づく
り（MIM活用編）』 

海津 亜希子氏（明治
学院大学心理学部教育

発達学科教授） 

10 
『地域素材を生かした授業づく

り』 

両角 篤氏(教育指導
教員) 

池上 慎吾氏（小坪小
学校校長） 

11 

** 
『インクルーシブ教育を考える』 

野口 晃菜 氏（一般

社団法人 UNIVA理事） 

12 
『考え、議論する道徳の授業実

践』 

朝倉 喩美子氏（日本
道徳科教育学会副会
長） 

13 

『自分も相手も大切にするかか
わりに必要なこと～院内学級の

子どもたちが教えてくれた大切
なこと～』 

副島 賢和 氏（昭和
大学大学院保健医療学
研究科准教授） 

14 
『「文字と音声の学習」の充実に

向けた授業づくりのワークショ
ップ』 

小泉 清裕氏（相模女

子大学常務理事・小学
部校長兼務） 

15 

* 
『資質・能力を育成する授業づく

りと学習評価』 

髙木 展郎氏（横浜国

立大学名誉教授） 

16 

** 
『子どもの権利について学ぼう』 

間宮 静香氏（緑オリー
ブ法律事務所弁護士） 

 

 

 

 

No 講座名 講師 

17 
『みんなで伴走し、育てよ

う！逗子の子どもたち～架
け橋期の教育を考える～』 

寳來 生志子氏（東海大
学児童教育学部准教授） 

18 
『教師のための環境学習講
座』 

ずしし環境会議二酸化炭
素削減部会 

19 
『信頼関係ブラッシュアッ

プ講座』 

石澤 方理氏（巡回スク

ールカウンセラー） 

20 
『国語科の授業づくりの基

本』 

青山 由紀氏（筑波大学

附属小学校教諭） 

21 
『困っている子への支援の
在り方①～特性理解～』 

星山 麻木氏（明星大学
教育学部教授） 

22 

『み～んなでわかっていく、
楽しんでいく音楽科の授業

づくり』～教師の働きかけと
多様な学ばせ方の視点で～
（常時活動、歌唱共通教材、

音楽づくりを中心に） 

平野 次郎氏（筑波大学
附属小学校教諭） 

23 
『よ～くよ～く見てみると
…～身の回りの生き物を観

察してみよう～』 

内舩 俊樹氏（横須賀市
自然・人文博物館学芸員） 

24 
『「未来志向の授業の創造と

学級経営」～生活科・総合的
学習における流行不易～』 

後藤 正人氏（國學院大

學栃木短期大学学長・教
授） 

25 

人権教育ワークショップ「人
権感覚を高めよう！『知る、
感じる、考える』～情報化社

会での人権尊重～」 

宇住庵 香織氏（湘南三

浦教育事務所指導課指導
主事） 
小林 正幸氏（湘南三浦

教育事務所指導課社会教
育主事兼指導主事） 

※*印は集合とオンラインを併用して実施。 

**印はオンラインのみで実施したもの。 

 

６ 副読本発行事業 

（１）「わたしたちの逗子」発行  

2000部（令和元年度） 

（小学校用社会科副読本）小３・４対象 

（２）「逗子の自然」（中学校用理科副読本）発行  

1800部（令和２年度）   

※令和５年度以降は、電子データを必要に応じて改訂 

 

７ 教育相談事業 

（１）教育相談コーディネーター担当者会 

 ア．目的   

各校の課題を共有する中で、これからの学校教

育相談の在り方、有機的な校内支援体制づくりに

ついての協議、研修等を行う。 

 イ．内容  

(ア)不登校等、教育相談に関わる教育課題の情報交

換と連携 

(イ)校内支援体制についての情報共有 

(ウ)関係諸機関との連携 

(エ)支援教育に関する研修  

ウ．対象   

逗子市立小・中学校教育相談コーディネーター、

通級指導教室担当教諭、こども発達支援センター担

当、参加を希望する教職員 等。 
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（２）教育相談 

ア．目的 

   主に児童・生徒、その保護者、教職員を対象に 

した教育相談の充実を図る。 

 イ．相談対象 

   主に児童・生徒、保護者、教職員 

 ウ．相談方法 

   電話相談、来所相談 

 エ．相談内容  

  （ア）不登校児童・生徒に関すること 

  （イ）性格や行動、発達に関すること 

  （ウ）家庭教育に関すること 

  （エ）学校教育や学習に関すること 

  （オ）進路や適性に関すること      

（カ）その他 

 

＜主訴別件数推移＞（令和５年度） 

 

〇相談件数（相談員対応） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

相談回数(面接) 848 625 739 704 

相談件数 84 90 101 120 

 

オ．教育相談専用電話    受付時間 ９:00～16:00    

電  話 046-872-2898・046-872-9498 

         

（３）支援教育推進巡回指導員・巡回スクールカウン 

セラー活用事業 

ア．目的  

市内各学校を巡回し、児童生徒と学級の状態を 

見立て、より援助的で親和的な学級集団を育成 

するための環境調整に関すること、個別対応や適 

切な関わり方等に関するアドバイスを管理職並

びに教員に対して行うことで、支援教育を推進 

する。 

 イ．事業内容  

（ア）支援対象児童生徒の見立てに関すること 

 （イ）学校、保護者、関係機関等への指導・助言に

関すること 

 （ウ）校内支援体制に関すること 

 （エ）支援教室の運営に関すること 

 （オ）対人関係の改善など環境調整に関するプログ 

ラムの提供 

  （カ）支援教育の推進に係る研修の実施 

 

 ウ．事業体制  

支援教育推進巡回指導員１名、 

巡回スクールカウンセラー２名を配置し、 

市内小・中学校を巡回する。 

 

（４）中校スクールカウンセラー配置活用事業（県） 

ア．目的  

支援教育推進巡回指導員や巡回カウンセラー、 

教育相談コーディネーターなどとの連携を図り

ながら、校内の生徒・保護者へのカウンセリング

や校内支援体制に関する助言などを行う。 

 イ．事業内容 

（ア）生徒および保護者へのカウンセリング 

（イ）カウンセリング等に関する教職員及び保護者 

に対する助言・指導 

 （ウ）校内支援体制への助言 

 （エ）その他生徒のカウンセリング等に関し、必要

と認められるもの 

 

（５）スクールソーシャルワーカー配置活用事業（県） 

ア．目的  

教育の分野に加え、社会福祉に関する専門的な

知識や技術をもって家庭環境への働きかけや、学

校をはじめ関係諸機関とのネットワークの構築な

ど多様な支援方法を活用して課題解決に向けた対

応を図る。 

 イ．事業内容  

（ア）課題のある児童・生徒が置かれた環境への

働きかけ 

（イ）関係諸機関とのネットワークの構築、連携・

調整 

  （ウ）学校内におけるチーム体制の構築に関する

支援 

（エ）保護者、教職員等に対する支援・相談・情

報提供 

（オ）教職員等への研修活動   等                

 

８ 教育支援センター「なぎさ」運営事業 

（１）目的   
自らの進路を主体的に捉え「社会的な自立」

を目指せるよう、実現可能な目標に向かい、自
己「選択・決定・実行」を積み重ね、自尊感情
を育て、コミュニケーション能力の向上をめ
ざす。 

（２）方針  
ア．相談部で児童‣生徒の様子を十分に把握し、
指導方針や活動内容を家庭・学校と共有し、
連絡を密に行う。 

イ．生活のリズムを整えながら、安心して自分
のことをゆっくり考えることのできる居場
所を提供する。 

ウ．どんな出来事やトラブルにも肯定的な側
面があることに気づかせ、自尊感情の向上
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に努める。 
エ．体験学習を通し、対人関係・コミュニケー
ションの方法などの小さな体験を重ね、新
たな自分の発見や自信を持って活動する力
を向上させる。（地域の方などスタッフ以外
の人との交流も行う。） 

オ．教科学習は、在籍校と連絡を取り、実情に
応じて実施する。 

 (３)開室時間 原則９:00～15:00（月曜日～金曜日）

基本的に活動は１０：００～ 

         ９：００～１２：００（短縮） 

  ＊長期休業中については個々の実態にあわせて

指導計画を立てる。 

 

９  図書・資料収集、整理、提供事業 

（１）収集･･･「教育用専門図書」「教育用資料」 

（２）整理･･･教育用図書のデータベース化 

（３）提供･･･教育用イントラネットで蔵書検索サイ

トの提供 他 

 

10  神奈川県教育研究所連盟関連事業 

（１）目的 県下の加盟機関との連携を図り、県下

教育の振興に寄与する。 

（２）内容  

ア．神奈川県教育研究所連盟  

第 71 回発表大会 

令和６年 11 月 12日（火） 

担当機関 県立総合教育センター 

  イ．総会・役員会（年各１回） 

  ウ．研究協議会（年３回） 

（ア）教育課題部・調査研究部会 ２回 

（イ）教育相談部・支援教育部会 １回 
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◇教育研究相談センター共同研究主題・発行物 

年度 共 同 研 究 主 題 発 行 物 

教育研究所 

Ｈ 

２１ 

○情報教育に関わる授業実践        

 （ＩＣＴを活用した授業づくり） 

○国際理解教育･英語教育の研究と授業づくり  

（小学校外国語活動） 

○｢子ども基本調査｣本調査からの分析および横浜プログラムの

活用について 

 

Ｈ 

２２ 

○情報教育に関わる授業実践 

（ＩＣＴを活用した授業づくり） 

○国際教育･英語教育の研究と授業づくり 

（小学校外国語活動・中学校外国語） 

○｢子ども基本調査｣本調査からの分析および横浜プログラムの

活用について 

○小学校社会科副読本「わたしたちの逗子」改訂に向けての 

検討 

 

Ｈ 

２３ 

○情報教育に関わる授業実践         

（ＩＣＴを活用した授業づくり） 

○国際教育･英語教育の研究と授業づくり 

（小学校外国語活動・中学校外国語） 

○｢子ども基本調査｣予備調査からの分析および、次年度本調査

の準備、横浜プログラムの活用について 

○小学校社会科副読本「わたしたちの逗子」「教師用指導書」改

訂に向けての検討 

○｢わたしたちの逗子｣「教師用指導

書」2012年版発行－小学校 3･4年社会

科副読本－ 

Ｈ 

２４ 

○情報教育に関わる授業実践         

（ＩＣＴを活用した授業づくり） 

○国際教育･英語教育の研究と授業づくり 

（小学校外国語活動・中学校外国語） 

○「子ども基本調査」本調査とその分析 

○中学校理科資料集「逗子の自然」改訂  

○調査から見える逗子の子どもたち 

～逗子市小･中学校子ども基本調査～ 

         （研究集録 69） 

○｢逗子の自然｣改訂 5 版発行 

－中学校理科資料集－ 

Ｈ 

２５ 

○情報教育に関わる授業実践         

（ＩＣＴを活用した授業づくり、情報モラル教育） 

○国際教育･英語教育の研究と授業づくり 

（小学校外国語活動・中学校外国語の推進） 

○「子ども基本調査」の分析・活用 

○小学校社会科副読本「わたしたちの逗子」の活用 

○中学校理科資料集「逗子の自然」の活用  

 

Ｈ 

２６ 

○情報教育に関わる授業実践         

（ＩＣＴを活用した授業づくり、情報モラル教育） 

○国際教育･英語教育の研究と授業づくり 

（小学校外国語活動・中学校外国語の推進） 

○「子ども基本調査」の次回調査に向けて 

○小学校社会科副読本「わたしたちの逗子」改訂に向けた検討 

○中学校理科資料集「逗子の自然」の活用  

 

Ｈ 

２７ 

○情報教育に関わる授業実践         

（ＩＣＴを活用した授業づくり、情報モラル教育） 

○国際教育･英語教育の研究と授業づくり 

（小学校外国語活動・中学校外国語の推進） 

○「子ども基本調査」の予備分析・活用 

○小学校社会科副読本「わたしたちの逗子」改訂 

○中学校理科資料集「逗子の自然」の改訂に向けて  

○｢わたしたちの逗子｣ 2016 年版発

行 

－小学校 3･4年社会科副読本－ 

 

 

Ｈ 

２８ 

○情報教育に関わる授業実践         

（ＩＣＴを活用した授業づくり、情報モラル教育） 

○国際教育･英語教育の研究と授業づくり 

（小学校外国語活動・中学校外国語の推進） 

○「子ども基本調査」予備調査の集計・分析および、次年度本

調査に向けての準備 

○小学校社会科副読本「わたしたちの逗子」の教師用指導書作

成 

○中学校理科資料集「逗子の自然」の改訂  

○｢逗子の自然｣改訂６版発行 

－中学校理科資料集－ 
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教育研究相談センター 

Ｈ 

２９ 

〇外国語活動･外国語教育の研究と授業づくり 

（小学校外国語活動・中学校外国語の推進） 

○「子ども基本調査」本調査とその分析 

○小学校社会科副読本「わたしたちの逗子」を活用した授業実

践と評価用ワーク作り 

〇昔の道具についての資料集作成。 

○中学校理科資料集「逗子の自然」の改訂に向けて  

○調査から見える逗子の子どもたち 

～逗子市小･中学校子ども基本調査～ 

         （研究集録 70） 

〇調べてみよう！昔の道具―逗子市

立小学校にある昔の道具－ 

Ｈ 

３０ 

〇道徳教育の研究と授業づくり 

 （特別の教科 道徳の授業実践） 

〇外国語活動･外国語教育の研究と授業づくり 

（小学校外国語活動・中学校外国語の推進） 

○小学校社会科副読本「わたしたちの逗子」を活用した授業実

践と評価用ワーク作り 

○中学校理科資料集「逗子の自然」の改訂に向けて 

 

Ｒ１ 

〇道徳教育の研究と授業づくり 

 （特別の教科 道徳の授業実践） 

〇外国語教育の研究と授業づくり 

（小学校外国語・中学校外国語の推進） 

○小学校社会科副読本「わたしたちの逗子」改訂 

○中学校理科資料集「逗子の自然」の改訂に向けて 

○｢わたしたちの逗子｣ 2020 年版発

行 

－小学校 3･4年社会科副読本－ 

 

Ｒ２ 

〇道徳教育の研究と授業づくり 

 （特別の教科 道徳の授業実践） 

〇外国語教育の研究と授業づくり 

（小学校外国語・中学校外国語の推進） 

○主体的・対話的で深い学びの視点による授業改善 

○小学校社会科副読本「わたしたちの逗子」を活用した授業実

践 

○中学校理科資料集「逗子の自然」改訂 

○｢逗子の自然｣ 改訂７版発行 

－中学校理科資料集－ 

Ｒ３ 

〇道徳教育の研究と授業づくり 

 （特別の教科 道徳の授業実践） 

〇外国語教育の研究と授業づくり 

（小学校外国語・中学校外国語の推進） 

○主体的・対話的で深い学びの視点による授業改善 

○小学校社会科副読本「わたしたちの逗子」を活用した授業実

践 

○中学校理科資料集「逗子の自然」改訂に向けて 

 

Ｒ４ 

〇道徳教育の研究と授業づくり 

 （特別の教科 道徳の授業実践） 

〇外国語教育の研究と授業づくり 

（小学校外国語・中学校外国語の推進） 

○主体的・対話的で深い学びの視点による授業改善 

○小学校社会科副読本「わたしたちの逗子」を活用した授業実

践 

○中学校理科資料集「逗子の自然」改訂に向けて 

 

Ｒ５ 

〇外国語教育の研究と授業づくり（小学校外国語の推進） 

○架け橋期のカリキュラムづくりに向けて 

○小学校社会科副読本「わたしたちの逗子」を活用した授業実

践と内容の改訂 

○中学校理科資料集「逗子の自然」改訂に向けて 

○海のくらしと道具 

－小坪小学校資料室にある漁労具－ 

－池子遺跡群から出土した古代の漁

労具－ 

Ｒ６ 

○架け橋期のカリキュラムづくりに向けて 

○小学校社会科副読本「わたしたちの逗子」を活用した授業実

践と内容の改訂 

○中学校理科資料集「逗子の自然」を活用した授業実践と内容

の改訂 
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◇ 教育研究相談センター所蔵教科用図書 

（小   学   校）           （中   学   校） 

発 行 所 名 

 

（国 語） 

○光 村  東 書  

   学 図  大 書＊ 

   教 出 

 

（書 写） 

○光 村  東 書 

  学 図  大 書＊ 

  教 出  日 文 

 

（社 会） 

  ○教 出  光 村  

  帝 国  東 書 

  大 書＊ 日 文 

  学 図 

 

（地 図） 

  帝 国 ○東 書 

 

（算 数） 

東 書 ○学 図 

  大日本  啓林館 

  大 書＊ 教 出 

  日 文 

 

（理 科） 

○大日本  学 図   

  教 出  啓林館 

  東 書  大 書＊ 

発 行 所 名 

 

（生 活） 

東 書  教 出 

○光 村  大 書＊  

日 文  一 橋 

  啓林館  学 図  

  大日本 

  

（音 楽） 

 ○教 芸  教 出 

  東 書  

 

（図 工） 

  日 文  東 書 

 ○開隆堂 

 

（家 庭） 

 ○東 書  開隆堂 

 

（保 健） 

  光 文  学 研 

大日本  文教社 

 ○東 書 

   

（外国語） 

  教 出 ○光 村 

  開隆堂  東 書 

  啓林館  三省堂 

 

（特別の教科 道徳） 

   日 文 ○光 村 

  教 出  東 書  

  学 図  光 文  

  学 研 廣あかつき 

発 行 所 名 

 

（国 語） 

○光 村  東 書 

  学 図  三省堂   

  教 出 

 

（書 写） 

○光 村  学 図  

  中 教  大 書＊ 

  東 書  日 書 

  教 出  教 図 

  三省堂 

 

（社 会） 

○帝 国 ○東 書 

日 書  教 出 

日 文  大 書＊ 

  清 水  扶桑社 

  自由社  育鵬社 

 

（地 図） 

○帝 国  東 書 

 

（数 学） 

 ○啓林館  教 出 

東 書  大日本 

  大 書＊ 学 図 

  教 研  日 文 

 

（理 科） 

 ○大日本  学 図 

  教 出  啓林館 

  東 書  

発 行 所 名 

 

（音 楽） 

 ○教 芸  教 出 

 

（美 術） 

 ○日 文  光 村    

  開隆堂 

 

（保 健） 

 ○東 書  大日本 

  学 研  大修館 

 

（技術・家庭） 

○東 書  開隆堂 

 教 図 

 

（英 語） 

 ○三省堂  光 村  

  教 出  東 書 

  学 図  秀文館 

  開隆堂 

 

（特別の教科 道徳） 

  ○光 村  教 出 

  東 書  日 文 

  学 図  光 文  

  学 研 廣あかつき 

  日 教 

○印は逗子市採択図書（小学校・中学校 令和６年度使用） 

＊上記略称の正式会社名は次のとおり 

 光 村（光村図書出版株式会社）、東 書（東京書籍株式会社）、学 図（学校図書株式会社）、大 書（大阪書籍）、 

教 出（教育出版株式会社）、帝 国（株式会社 帝国書院）、日 文（日本文教出版株式会社）、 

大日本（大日本図書株式会社）、啓林館（新興出版社啓林館）、一 橋（一橋書籍）、開隆堂（開隆堂出版株式会社）、 

学 研（株式会社 学研教育みらい）、光 文（株式会社光文書院）、文教社（株式会社文教社）、 

廣あかつき（廣済堂あかつき株式会社）、三省堂（株式会社 三省堂）、中 教（中教出版株式会社）、 

日 書（社団法人 日本書籍出版協会）、教 図（教育図書株式会社）、清 水（株式会社 清水書院）、 

扶桑社（株式会社扶桑社）、教 芸（株式会社 教育芸術社）、開隆堂（開隆堂出版株式会社）、 

教 研（教研出版株式会社）、自由社（株式会社 自由社）、育鵬社（株式会社 育鵬社）、 

日 教（日本教科書株式会社）、大修館（株式会社 大修館書店） 

＊大阪書籍は教科書部門を日本文教出版へ引継ぎ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

社会教育 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



54 

 

◇社会教育 
 

１ 逗子市社会教育委員 

  社会教育行政全般に対する協議、提言及び社会教

育に必要な研究調査を行います。 

  委員数  14名 

  構 成  （89ページ名簿参照） 

  任 期  ２年 

  活 動（令和５年度実績） 

・ 社会教育委員会議４回開催 

 

２ 社会教育関係事業 

（１）各種講座事業 

   社会教育推進プランに基づき、逗子市の政策に

係る重点課題、現代的課題、地域で取り組む課題

等に関する学習機会を提供し、市民の自主的な学

習活動や地域活動のきっかけづくりを目的に実

施しています。※講座の中には、逗子小学校の家

庭科室の設備を利用して実施する料理教室があ

ります。 

（令和５年度実績） 

・テ ー マ 「ひきこもりの理解と支援」 

講  師 白梅学園大学名誉教授   

長谷川 俊雄氏 

参加状況  30 名（うちオンライン 5名） 

・テ ー マ 「フードバンクと食品ロスを学ぶ」 

講  師   公益社団法人フードバンクかな

がわ 事務局長 

       藤田 誠氏 

   参加状況  13 名 

・テ ー マ 「池子の森の植物観察会と植物標

本づくり」 

 講  師   大塚 隆之氏、大塚 広美氏 

   参加状況  10 名 

・テ ー マ 「泉鏡花の幻想文学について」 

講  師  慶応義塾大学文学部助教 

ピーター・バナード氏 

   参加状況  49 名（録画再生 637回） 

・テ ー マ 「横須賀製鉄所創設～日本近代化

の原点を探る～」 

講  師  逗子市教育委員会社会教育課  

会計年度任用職員 

東洋大学非常勤講師 

       塚越 俊志氏 

   参加状況  33 名 

・テ ー マ 「出土したモノから知る池子の歴

史」 

 講  師   神奈川県教育委員会文化遺産課

副課長 

       谷口 肇氏 

参加状況  34 名 

・テ ー マ 「サードエイジ連続講座」第９期 

 講  師  逗子まちなかアカデミーに委託 

   講 義 数  全４回 

   参加状況  延 101名 

・テ ー マ 「近代美術館入門講座」 

 講  師  神奈川県立近代美術館 

   講 義 数  全４回 

   参加状況  延 90名 

・テ ー マ 「親子料理教室」 

講  師  小坪漁業協同組合  

大竹 清司氏、座間 太一氏 

逗子市食生活改善推進団体 

若宮会会長 圓谷 真理子氏 

   講 義 数  全２回 

   参加状況  延 24名 

 

 

（２）人権教育等事業 

   社会教育推進プランに基づき、人権課題につい

て、様々なテーマに対応した講演・講座の実施や

パンフレットを製作、配布することで学習機会の

充実を図っています。 

（令和５年度人権教育講演会実績） 

・テ ー マ 「デート DV予防」 

講  師  認定 NPO 法人エンパワメントか

ながわ 

参加状況  310名 

・テ ー マ 「映画かぐやびより上映と監督講

演会」 

講  師  津村 和比古氏 

参加状況  25 名 

・テ ー マ 「人権作文表彰式＆映画桜色の風

が咲く上映会」 

 （逗子市・逗子市教育委員会・葉山町・ 

葉山町教育委員会・逗子市人権擁護委員会・ 

葉山町人権擁護委員会 共催） 

参加状況  81 名 

（令和５年度人権啓発リーフレット製作実績） 

3,000 部 
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（３）学校開放事業 

   生涯学習の推進を図るため、市内小学校の余裕

教室及び学校体育施設を地域の人達が会合やサ

ークル活動等で利用できる施設として開放して

います。 

（ア） 開放状況 

学校名 使用できる学校施設 

逗子小学校 多目的室  

体育館 運動場 

沼間小学校  多目的室  

体育館 運動場 

久木小学校 特別活動室 相談室 

体育館 運動場 

池子小学校 多目的教室  

体育館 運動場 

小坪小学校 体育館 運動場 

逗子中学校 

久木中学校 

沼間中学校 

体育館 運動場 

 

（イ） 使用日・時間 

  開放施設 
開放日時 

(1/5～12/26まで) 

逗子小 多目的室 

平日・土 
18:00～

20:30 

日 9:15～17:30 

祝 9:15～20:30 

久木小 

特別活動

室 

平日・土 
18:00～

21:00 

日・祝 9:00～21:00 

相談室 

平日 
19:30～

21:00 

土・日・祝 9:00～21:00 

池子小 
多目的教

室 

平日 
18:00～

21:00 

土・日・祝 9:00～21:00 

沼間小 多目的室 

平日・土 
18:00～

21:00 

日・祝 9:00～21:00 

<注意>逗子小は、第 1・第 3火（祝の場合は翌平日）

は、開放しません。 

㈰㈷が㈷の場合は㈰の開放時間です。 

 

 

 

 

 

 

 

  体育館 運動場 

逗子小 

平日 

17：30～20：30 

土・祝 

9：15～20：30 

日 

9：15～17：30 

日・祝 

9：15～17：30 

久木小 

沼間小 

小坪小 

池子小 

平日 

18：00～21：00 

土・日・祝 

9：00～21：00 

ただし、土曜日について

は、午前９時から正午ま

で、原則として個人開放

とする。 

日・祝 

9：00～18：00 

 

  

逗子中 

久木中 

沼間中 

平日 

19：00～21：00 

土・日・祝 

18：00～21：00 

日（※祝日は不可） 

9：00～18：00 

 

  

運動種目 

バレーボール、バスケッ

トボール、バドミント

ン､卓球その他校長が適

当と認めるもの。 

軟式野球、ソフトボー

ル、サッカー、ゲートボ

ールその他校長が適当

と認めるもの。 

ただし、小学校運動場

（池子小学校を除く。）

は、少年のみが使用する

運動種目とゲートボー

ルに限るものとする。 

<注意>12月 27日から翌年 1月 4日までの間は開放しません。 

逗子小は、第 1・第 3火（祝の場合は翌平日）は、開放しません。 

 

（ウ） 利用状況（令和５年度実績） 

  
開放教室 

件 数 利用者数 

逗子小学校 179 2,479 

沼間小学校 62 527  

久木小学校 362 3,110  

池子小学校 30 457 

合 計 633 6,573 
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区 分 体 育 館 運 動 場 

件数 利用者数 件数 利用者数 

小

学

校 

逗 子 407 10,637 106 4,639 

沼 間 402 6,781 32 800 

久 木 477 9,872 72 3,263 

小 坪 337 4,478 104 2,728 

池 子 336 4,747 100 4,090 

小学校計 1,959 36,515 414 15,520 

中

学

校 

逗 子 265 3,581 25 175 

久 木 348 4,111 0 0 

沼 間 203 2,179 66 1,209 

中学校計 816 9,871 91 1,384 

小･中合計 2,775 46,386 505 16,904 

 

（４）ＰＴＡ連絡協議会助成事業 

   ＰＴＡ活動の向上・発展及び活性化を図って 

  います。 

（令和５年度実績） 

   逗子市ＰＴＡ連絡協議会補助金 105千円 

 

（５）家庭教育推進事業 

   社会教育推進プランに基づき、家庭教育に関す

る学習機会の充実を図っています。 

（令和５年度実績） 

・テ ー マ 「どう伝える 思春期の子どもを

持つ親のための性教育」 

講  師  昭和大学教授 

上田 邦枝氏 

   参加状況  15名（オンライン） 

（録画再生 409 回） 

  ・テ ー マ 「子どもの多様な学びと育ち」 

 講  師 認定 NPO 法人フリースペースたま

りば理事長 

西野 博之氏 

   参加状況  26 名（うちオンライン 11 名） 

        （録画再生 25 回） 

・テ ー マ 「親だからできること」 

 講  師  花まる学習会代表・NPO法人子育 

て応援隊むぎぐみ理事長 

       高濱 正伸氏 

   参加状況  47 名（うちオンライン 25 名） 

 

（６）社会教育出張講座事業 

  市内のコミュニティセンターにおいて、諸課題 

についての学習機会を充実させることで、学習活 

動や地域に親しむきっかけづくりへの支援を行 

っています。 

（令和５年度実績） 

・テ ー マ 「フラダンス体験教室」 

 講  師  Yuka氏 

   講 義 数  全３回 

   参加状況  延 38名 

・テ ー マ 「あなたもエッセイスト」 

 講  師  赤木 祐子氏 

   講 義 数  全２回 

   参加状況  延 17名 

・テ ー マ 「スキルアップ カメラ講座」 

 講  師  江口 善通氏 

   講 義 数  全２回 

   参加状況  延 21名 

・テ ー マ 「ピラティス体験教室」 

 講  師  高橋 久美子氏 

   講 義 数  全２回 

   参加状況  延 27名 

・テ ー マ 「大人の簡単！えんぴつ画教室」 

 講  師  井口 里栄氏 

   講 義 数  全２回 

   参加状況  延 23名 

・テ ー マ 「初心者向けスマホで写真講座」 

 講  師  赤羽根 龍一氏 

   講 義 数  全１回 

   参加状況  10 名 

・テ ー マ 「ズンバ教室」 

 講  師  荒竹 奈津子氏 

   講 義 数  全１回 

   参加状況  38 名 

・テ ー マ 「バレエエクササイズ体験教室」 

 講  師  植竹 雅氏 

   講 義 数  全２回 

   参加状況  延 26名 

・テ ー マ 「ウクレレ教室 初級編」 

 講  師  浅木 舞氏 

   講 義 数  全３回 

   参加状況  延 61名 
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◇文化財保護 
 

１ 逗子市文化財保護委員会 

  文化財全般にわたり、専門的な考察により保護政

策を進めるため、教育委員会の諮問により意見具

申・答申を行います。 

  委員数  ５名 

  構 成  （90ページ名簿参照） 

  任 期  ２年 

  活 動（令和５年度実績） 

   文化財保護委員会議  ４回開催 

 

２ 文化財保護関係事業 

（１） 文化財保護事業 

  文化財の保存及び活用、啓発のための事業を行っ

ています。 

 （令和５年度実績） 

市指定文化財保存管理奨励交付金の交付 14件 

 

（２） 埋蔵文化財保護事業 

  開発行為等に伴う埋蔵文化財保護措置（記録保

存）として、文化財保護法第 99 条第１項及び神奈

川県文化財保護条例の施行等に関する規則第 40 条

第１項第１号イの規定に基づき発掘調査を行いま

した。 

 （令和５年度実績） 

  試掘確認調査   12件 88.46 平方メートル 

  本発掘調査    １件 19.25 平方メートル 

   

（３） 名越切通維持管理事業 

  国指定史跡名越切通の日常的な維持管理及び、ま

んだら堂やぐら群の限定公開を行いました。 

（令和５年度実績） 

  まんだら堂やぐら群限定公開 

公開日 ４月 22日～５月 29 日、10月 21 日～12

月 11 日の間の土日月祝日 計 47日間 

  入場者数 5,429人 

 

（４） 名越切通整備事業 

国指定史跡名越切通の保存・整備・公開活用に

向けた事業を実施しています。令和５年度は、まん

だら堂やぐら群保存工事（C 群№99～102 の擬岩処

理工）、工事エリアの除草等を行いました。 

 

（５） 池子遺跡群保護事業 

池子遺跡群出土遺物等を、池子の森自然公園内の 

資料館において保存管理し、展示公開しています。 

 

（６） 古墳整備事業 

国指定史跡長柄桜山古墳群の保存・整備・公開活

用に向けた事業を葉山町と共同で実施しています。

令和５年度は、第１号墳の本格的な遺構保存工事の

10 年目に当たり、墳丘周囲の園路広場工を行った

ほか、墳丘周辺の草刈清掃等を実施しました。 

 

（７） 古文書事業 

市史編さんの過程で収集した古文書（写真版）

の翻刻作業等を継続的に進めています。 

 
 

３ 刊行物 

（１）逗子市文化財調査報告書 

件   名 発 行 日 

第一集 神武寺（寺史、建築、古文書等） 

第二集 沼間・池子（歴史、考古、古文書等） 

第三集 山の根・久木（    〃    ） 

第四集 小坪・新宿（     〃    ） 

第五集 逗子・桜山（     〃    ） 

第六集 持田遺跡発掘調査報告・本文篇 

第七集 持田遺跡発掘調査報告・図録篇 

第八集 逗子の近世民家 

提言編 史跡名越切通保存管理計画策定報告書 

特別編 逗子市名越遺跡 

特別編 逗子市住吉城址 

第九集 逗子市域の地質 

第十集 民俗 

第十一集 植物 

第十二集 神武寺の城郭遺構 

第十三集 水生生物 

第十四集 逗子市池子のシロウリガイ類化石 

第十五集 小坪の漁労具 

昭和 45 年３月 31 日 

昭和 46 年３月 31 日 

昭和 47 年３月 31 日 

昭和 48 年３月 31 日 

昭和 49 年３月 31 日 

昭和 50 年３月 31 日 

昭和 50 年３月 31 日 

昭和 54 年３月 31 日 

昭和 54 年３月 31 日 

昭和 54 年３月 31 日 

昭和 55 年３月 31 日 

昭和 55 年３月 31 日 

昭和 56 年３月 31 日 

昭和 57 年３月 31 日 

昭和 59 年３月 31 日 

平成 ２年３月 31 日 

平成 ３年３月 25 日 

平成 ５年３月 25 日 

 

（２）文化財冊子 

件   名 発 行 日 

路傍の石仏 その一 

文化財散歩・ふるさと逗子 

路傍の石仏 その二 

逗子子ども風土記 

逗子史跡めぐりマップ 

逗子市内の地名調査報告書 

昭和 50 年２月 11 日 

昭和 53 年３月 31 日 

昭和 58 年３月 31 日 

平成 元年３月 31 日 

平成 ４年３月 31 日 

平成  10 年 ７ 月 
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（３）逗子市史 

件   名 発 行 日 

資料編Ⅰ （古代・中世・近世Ⅰ） 

資料編Ⅱ （近世Ⅱ） 

資料編Ⅲ （近現代） 

別 編Ⅰ （民俗編・自然編） 

別 編Ⅱ （考古・建築・美術・漁業編） 

通史編  （古代・中世・近世・近現代編） 

昭和 60年３月 1日 

昭和 63年３月 31日 

平成 ３年３月 30日 

昭和 62年３月 31日 

平成 ７年３月 30日 

平成 ９年３月 31日 

（４）逗子市埋蔵文化財発掘調査報告書 

件     名 発 行 日 

１ 埋蔵文化財発掘調査報告１ 埋蔵文化財試掘確認調査報告（平成９～1 1年

度）・蟹田遺跡（逗子市№114）発掘調査報告 

２ 埋蔵文化財発掘調査報告２ 沼間台遺跡（No.33）（沼間 1-186-5,13,14地点）・

沼間台遺跡（No.33）（沼間 1-202-25 地点）・地蔵山遺跡（No.117）（桜山 5-727-1

外地点） 

３ 埋蔵文化財発掘調査報告３ 埋蔵文化財試掘確認調査報告（平成1 2～1 4年

度）・延命寺遺跡（逗子市№110）発掘調査報告 

４ 埋蔵文化財発掘調査報告４ 史跡名越切通確認調査報告 

５ 埋蔵文化財緊急調査報告書５  －平成 15年度・平成 16年度・平成 17年度－ 

６ 埋蔵文化財緊急調査報告書６  －平成 18年度・平成 19年度－ 

７ 埋蔵文化財緊急調査報告書７  －平成 20年度・平成 21年度－ 

８ 埋蔵文化財緊急調査報告書８  －平成 22年度－ 

９ 埋蔵文化財緊急調査報告書９  －平成 23年度－ 

10 埋蔵文化財緊急調査報告書10 －平成 24年度－ 

11 埋蔵文化財緊急調査報告書 11 －平成 25年度－ 

12 埋蔵文化財緊急調査報告書 12 －平成 26年度－ 

13 埋蔵文化財緊急調査報告書 13 －平成 27年度－ 

14 埋蔵文化財緊急調査報告書 14 －平成 28年度－ 

15 埋蔵文化財緊急調査報告書 15 －平成 29年度－ 

16 埋蔵文化財緊急調査報告書 16 －平成 30年度－ 

17 埋蔵文化財緊急調査報告書 17 －令和元年度－ 

18 埋蔵文化財緊急調査報告書 18 －令和２年度－ 

平成 13年３月 26日 

 

平成 14年３月 26日 

 

 

平成 16年３月 26日 

 

平成 16年３月 26日 

平成 19年３月 29日 

平成 21年３月 29日 

平成 23年３月 31日 

平成 25年３月 29日 

平成 27年３月 31日 

平成 28年３月 31日 

平成 29年３月 31日 

平成 30年３月 31日 

平成 31年３月 29日 

令和 ２年３月 31日 

令和 ３年３月 31日 

令和 ４年３月 31日 

令和 ５年３月 31日 

令和 ６年３月 31日 

（５）史跡整備報告書 

件     名 発 行 日 

国指定史跡名越切通保存管理計画策定報告書 

国指定史跡名越切通崩落対策検討報告書 

国指定史跡名越切通整備基本計画策定報告書 

国指定史跡名越切通保存管理計画（別冊） 

国指定史跡名越切通崩落対策工事報告書 

国指定史跡名越切通整備実施計画 

国指定史跡長柄桜山古墳群第１号墳発掘調査概要報告書（平成18年度～平成20年度） 

国指定史跡長柄桜山古墳群整備基本計画書 

史跡名越切通 整備事業に伴う発掘調査報告書 

国指定史跡長柄桜山古墳群第１号墳発掘調査報告書 

平成 13年３月 30日 

平成 16年３月 31日 

平成 17年３月 31日 

平成 18年３月 31日 

平成 18年３月 31日 

平成 19年３月 31日 

平成 21年３月 27日 

平成 23年３月 31日 

平成 24年３月 21日 

平成 24年３月 21日 

（６）その他 

件     名 発 行 日 

シンポジウム 前期古墳を考える～長柄･桜山の地から～ / 国史跡指定記念講

演会 未来に活かす史跡整備を考える  記録集 

平成 16年３月 31日 
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４ 指定文化財 

■国指定文化財（４件） 

件   名 種 別 指定年月日 所有者・管理者 所 在 地 

五輪塔（石造 乾元二年銘） 建造物 昭和28年８月29日 (宗)東昌寺 池子２丁目８－33 

名越切通 史 跡 昭和41年４月11日 市・民有地 
小坪７丁目・久木９丁目

地内 

和賀江嶋 史 跡 昭和43年10月14日 官有地 小坪５丁目 

長柄桜山古墳群 史 跡 平成14年12月19日 逗子市 桜山７丁目・８丁目地内 

 

■県指定文化財（８件） 

件   名 種 別 指定年月日 所有者・管理者 所 在 地 

絹本著色 大威徳明王像 絵 画 昭和29年３月30日 (宗)神武寺 沼間２丁目 1402 

絹本著色 千手観音像 絵 画 昭和29年３月30日 (宗)神武寺 沼間２丁目 1402 

銅鐘（応永十年銘） 工 芸 昭和44年12月 ２日 (宗)海宝院 沼間２丁目 12－15 

木造 阿弥陀如来立像 彫 刻 昭和56年７月17日 (宗)光照寺 沼間２丁目 20－17 

薬師堂 建造物 昭和60年11月29日 (宗)神武寺 沼間２丁目 1402 

五霊神社の大イチョウとその周

辺の樹木 
天然記念物 昭和42年７月21日 五霊神社 沼間３丁目 10－34 

鐙摺の不整合を示す露頭 天然記念物 昭和52年５月20日 逗子市 桜山９丁目 2405－21 

逗子市池子遺跡群出土品 考古資料 平成14年２月12日 逗子市 池子（池子遺跡群資料館） 

 

■市指定文化財（22件） 

件   名 種別 指定年月日 所有者・管理者 所 在 地 

観音堂 建造物 昭和46年12月23日 (宗)岩殿寺 久木５丁目７－11 

四脚門 建造物 昭和48年１月26日 (宗)海宝院 沼間２丁目 12－15 

神輿 建造物 令和３年９月21日 (宗)神明社 沼間２丁目 10－11 

絹本著色 仏涅槃図 絵 画 令和６年１月24日 (宗)延命寺 逗子３丁目１－17 

木造 薬師如来坐像及 

日光月光両菩薩立像 
彫 刻 昭和45年５月 １日 (宗)神武寺 沼間２丁目 1402 

木造 不動明王立像 彫 刻 昭和45年５月 １日 (宗)神武寺 沼間２丁目 1402 

木造 阿弥陀如来坐像 彫 刻 昭和46年12月23日 (宗)東昌寺 池子２丁目８－33 

木造 阿弥陀如来立像 彫 刻 昭和47年７月28日 (宗)仏乗院 小坪４丁目 26－３ 

木造 阿弥陀三尊立像 彫 刻 昭和47年７月28日 (宗)海前寺 小坪５丁目 10－17 



60 

 

銅造 阿弥陀三尊像 彫 刻 昭和48年１月26日 (宗)延命寺 逗子３丁目１－17 

木造 十王及び奪衣婆坐像 彫 刻 昭和48年１月26日 (宗)宗泰寺 桜山７丁目７－１ 

木造 十一面観音菩薩坐像 彫 刻 昭和49年12月18日 (宗)海宝院 沼間２丁目 12－15 

緑釉唐草文瓶ほか一括 工 芸 昭和49年12月18日 (宗)神武寺 沼間２丁目 1402 

菊座鈕小松流水文双雀鏡 

菊座鈕小松散水文双雀鏡 

ほか硯二面 

工 芸 昭和49年12月18日 
逗子市 

(個人蔵) 

桜山８丁目 2275(旧郷土

資料館) 

こんぴら山やぐら群 史 跡 昭和45年５月 １日 (宗)神武寺 沼間２丁目 1402 

みろくやぐら 史 跡 昭和45年５月 １日 (宗)神武寺 沼間２丁目 1402 

先祖やぐら横穴 史 跡 昭和46年12月23日 個人 沼間２丁目 23－24 

六代御前の墓伝説地 史 跡 昭和53年２月21日 
六代御前 

史跡保存会 
桜山８丁目 2013 

山の根谷装飾横穴 史 跡 昭和47年８月18日 個人 山の根２丁目１-６ 

「鐙摺の不整合」の露頭 天然記念物 昭和47年７月28日 逗子市 桜山９丁目 2448-４ 

神武寺周辺の岩隙植物群落 天然記念物 平成 ５年５月12日 (宗)神武寺 沼間２丁目 1402 

持田遺跡出土の石製装身具及び

玉作関係資料 
考古資料 平成30年２月23日 逗子市 池子（池子遺跡群資料館） 

2024年（令和６年）５月１日現在 
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○池子遺跡群資料館 

１ 概 要 

  米海軍池子住宅地区及び海軍補助施設の造成計

画に先だって実施された池子遺跡群（逗子市№140

遺跡）の発掘調査で出土した資料などを、現地にお

いて保存管理及び調査整理並びに公開活用を図り、

適切に後世に引き継ぐために、逗子市長と在日アメ

リカ海軍司令官が使用協定を結び、平成11年９月に

運動施設管理棟３階に開館しました。平成 27 年 2

月 1日、池子の森自然公園の公園施設になりました。 

 

２ 施 設  

 名  称  池子遺跡群資料館 

 所 在 地  〒249-0003 

       逗子市池子字花ノ瀬 60-1 池子の森

自然公園内 

 電話番号  046-871-7006（Fax共通） 

 設 置 日  平成11年 9 月19日 

 延床面積  440.0㎡（資料館） 

 構  造  鉄筋コンクリート造３階建の３階・ 

２階部分を使用 

 施設内容  展示室、収蔵室３室 

       記録・図面保管室、事務室 

 

３ 利用案内 

開館時間  午前９時から午後４時まで 

 休 館 日  月曜日・年末年始 

       （月曜日が祝日にあたる場合はその翌日） 

入 館 料  無料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 展示資料 

  池子遺跡群からは、整理箱で 4,000箱以上に及ぶ

膨大な数の遺物が出土しました。その内容は、旧石

器時代から近現代までの各時代にわたり、太古から

いまにいたるまで、この地に暮らしたひとびとの歴

史を物語ります。 

なかでも、弥生時代の河道跡から発見された農具

などの木製品は、その数と内容において東日本の弥

生時代を代表する資料のひとつとして、高い評価を

得ています。このうち241点の遺物が、神奈川県文

化財保護条例による重要文化財に指定されていま

す。 

また、資料館の付近で発見されたシロウリガイ類

化石についても、三浦半島のなりたちを解明するう

えで、地質学的にも生物学的にも貴重な資料である

ことが明らかとなりました。 

これらの貴重な資料を、確実に後世に伝えるとと

もに、市民の共有財産として活用するために、整理

収蔵及び展示公開を行っています。 

 

５ 利用状況 

 （令和５年度実績） 

 開館日数     308日 

 入館者数    1,451人 
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◇図 書 館 
 

１ 図書館の変遷 

昭和24年１月 

現 JR 逗子駅前（山野根宮の下389番地）約81㎡のカ

マボコ型の建物が米軍から横須賀市役所逗子支所に

移管され、同時に蔵書600冊の提供を受け、「逗子ア

メリカ図書館」（市立図書館の前身）として発足。 

昭和25年７月１日 

横須賀市からの分離独立に伴い「逗子町立図書館」

と改称し、業務を継続。 

昭和29年４月15日 

市制施行に伴い「逗子市立図書館」と改称。蔵書冊

数も2,348冊に達し、市民の利用も盛んになり読書サ

ークル等の活動も活発になる。 

昭和31年９月13日 

市立逗子小学校旧給食室（位置 逗子市逗子1074

番地 敷地 369.6 ㎡ 面積176.41㎡）を改築し、第

１・第２閲覧室（兼視聴覚室）や、事務室等を設けて

移転。 

昭和32年４月 

館外奉仕活動の助成として、県立図書館巡回文庫

の配本所が閲覧室内に開設。この時期以降、市内各

地区に読書会が次々に誕生。 

昭和 40年 10月 

図書館建設が着工。 

昭和 41年６月25日 

鉄筋３階建ての図書館が開館。閲覧席290席、図

書収容能力は６万冊、付帯施設として３階に設置さ

れた図書館ホールは、舞台装置及び映写設備を備え、

客席部分は最大331名の収容能力を有し、講演会、映

画会等や各種団体の練習や発表に利用された。 

昭和45年４月 

館外貸出の対象年齢をそれまでの「中学生以上」か

ら「小学生以上」とし、さらに、館外貸出の閲覧票記

入を廃止して貸出券を発行、手続きの簡略化を図っ

た。 

昭和56年４月 館外貸出の年齢制限を廃止。 

昭和58年４月 

新築された逗子市商工会館の３階に東逗子貸出所

を開設。しかし、沼間公民館図書室が開設し、利用

者の減少化が続いたため、平成12年６月末で閉所。 

昭和59年５月 

小坪公民館が開館すると、図書館から資料4,210

冊を提供し、図書室において閲覧・貸出業務を開始。

昭和60年10月 

「藤原楚水文庫」を開設。 

昭和61年４月 

視聴覚ライブラリーの所管を社会教育会館から教

育研究所とし、10月には２階に郷土資料室を開設。 

昭和63年７月 

沼間公民館が開館、図書室に資料6,127冊を提供し、

図書室において閲覧・貸出業務を開始。 

平成元年４月 

「三浦半島公立図書館相互協力申し合わせ事項」が

本市と横須賀市・鎌倉市・三浦市・葉山町の４市１町

の公立図書館長間で結ばれ、４市１町の住民は相互利

用出来るようになった。 

平成３年４月 

図書館隣に開設した図書館分室は、昭和50年12月に

市役所分庁舎として落成し、昭和59年から社会教育会

館として使用されていた建物をリニューアルオープン

したもので、同時に図書館ホール、視聴覚ライブラリ

ー、講座室が図書館の所管になった。また10月には児

童室を分室１階に移設。 

平成４年７月 

図書館用コンピュータシステム選定委員会が発足し

て図書館業務のＯＡ化を検討。 

平成４年８月12日 

神奈川県図書館情報ネットワークシステム（KL-NET）

に加入。 

平成６年１月12日 

 図書館オンラインシステムを導入。 

小坪公民館・沼間公民館とオンラインにより、資料

の検索・利用が一体化して行えるようになるとともに、

図書館カードの採用により、どの施設からでも貸出、

返却が可能となったため、利用者が飛躍的に増加。 

平成13年４月 

図書の予約を利用者用端末から直接行えるようにし、

予約の連絡に自動通知システムを導入。 

平成13年６月 

市内各主要駅に返却用ブックポストを設置。 

平成14年７月 

文化・教育ゾーンの建設のため図書館分室を閉鎖、児童

室及び視聴覚ライブラリーを図書館に移設。 

平成 16年 12月 28日 

旧図書館を閉館。 

平成 17年４月 17日 

新図書館が、逗子文化プラザの一角に開館。北欧調

の明るい開放的な図書館をコンセプトに、電算システ

ムも大幅にリニューアルし、自宅で読みたい本をイン

ターネットで検索し、予約することができるようにな

った。従来の視聴覚ライブラリーは廃止し、新たに視

聴覚・インターネットコーナーとして整備。 

また、市内在住の方なら、事前に登録することで、

電話 1 本で読みたい本を届けてもらえるという宅配

サービス（有料）も開始。 

平成 23年４月 

「逗子市立図書館のサービス目標」を策定。 
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平成 23年 11月 

学校向け団体貸出サービス（学校支援パック）を開

始。 

平成 24年 12月 

障がい者サービス（デイジー・布絵本等）の拡充や

郵送サービス（視覚障がい）を開始。 

平成 25年３月 

「逗子市子どもの読書活動推進計画」を策定。 

平成 26年４月 

 利用者の関心が高い健康や医療に関する図書を約

2,000 冊集約して「健康・医療情報コーナー」を設

置。 

平成 26年７月 

 逗子ゆかりの作家である石原慎太郎氏から約

3,200 冊の蔵書寄贈を受け、市制６０周年記念事業

のひとつとして「石原慎太郎文庫」を開設。 

平成 27年４月 

 小坪・沼間公民館をコミュニティセンターへ転用

することに伴い、公民館図書室を図書館分室として

管理運営を始める。 

平成 28年 11月 

障がいのある方も健常者も共に楽しめる「バリアフ

リー映画会」を開催。 

平成 30年３月 

「第二次逗子市子どもの読書活動推進計画」策定。 

平成 30年４月 

「逗子市立図書館のサービス目標 2018」策定。 

 逗子市財政対策プログラムによりサービスの水準

を見直し人件費、物件費の削減を図った。 

平成 30年５月 

 国立国会図書館デジタル化資料送信サービスの提

供を開始。 

平成 30年９月 

 高齢者向けの新サービスを開始。 

平成 30年 10月 

 こども発達支援センターの発達支援事業に活用す

る大型絵本、紙芝居、布絵本などの長期貸し出し開始。 

平成 31年４月 

 財政対策により、試行的に閉館時間を変更(月・金

曜日午後６時、水・木曜日午後７時、土・日・祝休日

午後５時)。 

令和元年 10 月 

 試行的に閉館時間を変更(平日午後７時、土・日・

祝休日午後５時)。 

令和２年２月 29日～５月 31 日 

 新型コロナウィルス感染拡大防止のため、小坪・沼

間分室を臨時休館。 

令和２年３月２日～５月 31 日 

 新型コロナウィルス感染拡大防止のため、図書館を

臨時休館。 

 

令和２年４月１日 

 開館時間を、平日は午前９時から午後７時、土・日・

祝休日は午前９時から午後５時に変更。休館日を、毎

週火曜日に変更。（逗子市立図書館条例施行規則の一部改正） 

令和２年５月 13日 

 緊急事態宣言を受けて図書館の休館が長期化した

ため、平成 17 年４月に開始した宅配サービスは終了

し、新たに貸出予約をされた本の送料実費負担による

宅配サービスを開始。 

令和２年６月 

図書館報『季刊マーメイド』を『郷土マーメイド』

に改称。 

令和２年７月 

高齢者サービスの対象年齢を 70歳以上から 65歳以

上に変更。 

令和２年 12 月 

逗子市立図書館公式 twitter を開始。 

令和３年１月 11日 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、小坪・沼

間分室を臨時休館（３月 21 日まで）。 

令和３年２月 

図書館オンラインシステムの更新および図書館ホ

ームページのリニューアル。 

令和３年３月１日 

「図書館の相互利用に関する協定」を横浜市教育委

員会と締結。４月１日から運用開始。 

令和３年６月 

 図書館内に無料ＬＡＮ（Ｗｉ-Ｆｉ）を導入。 

令和４年４月 

ホームページからのリクエスト受付サービス開始。 

令和５年４月 

「逗子市立図書館のサービス目標 2023」策定。 

令和６年３月 

「第三次逗子市子どもの読書活動推進計画」策定。 

 

２ 施 設 

名  称  逗子市立図書館 

 所 在 地  〒249-0006 

       逗子市逗子４丁目２番10号 

 電  話  046-871-5998 

 Ｆ Ａ Ｘ  046-873-4291 

 設 置 日   昭和 41年６月 25日 

       平成 17年４月 17日現図書館開館 

 敷地面積  4,051.50㎡（ホール・図書館棟） 

 建築面積  2,542.25㎡（ホール・図書館棟） 

 延床面積  2,348㎡（図書館部分） 

 構  造  鉄骨鉄筋コンクリート造 ３階建 
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 資料収容能力 175,000冊（公称） 

内訳 開架室   100,000冊 

閉架書庫  75,000冊 

 施  設  1階）新聞・雑誌コーナー、視聴覚・ 

インターネットコーナー、児童図書、 

おはなしコーナー、YA コーナー、  

事務室、閉架書庫、電算室 

２階）一般図書、参考図書、郷土資 

料コーナー、健康・医療情報コーナ 

ー、レファレンスカウンター、閲覧 

席 

３階）閲覧席、パソコン専用席 

 

名  称  図書館小坪分室 

 所 在 地  〒249-0008 

       逗子市小坪５丁目 21番17号 

小坪小学校区コミュニティセンター内 

 電  話  0467-24-6726 

 設 置 日   平成 27年４月１日 

 延床面積  84㎡（分室部分） 

 資料収容能力 10,000冊 

 

名  称  図書館沼間分室 

 所 在 地  〒249-0004 

       逗子市沼間３丁目 16番32号 

沼間小学校区コミュニティセンター内 

 電  話  046-872-3618 

 設 置 日   平成 27年４月１日 

 延床面積  76㎡（分室部分） 

 資料収容能力 10,000冊 

 

３ 職 員（令和６年４月１日現在） 

 職  員  館長１名、常勤職員１名、 

 再任用職員１名、任期付職員４名 

会計年度任用職員       37 名 

＊司書有資格者     計 20 名 

４ 利用時間等 

 開館時間  

  平日   午前９時～午後７時(分室は、午後５時まで) 

土・日・祝日  午前９時～午後５時 

 (分室も、午後５時まで) 

休 館 日   

毎週火曜日（分室も、毎週火曜日） 

（この日が休日の時は、その翌平日） 

年末年始   12月29日から翌年１月３日 

  館内整理日  １月４日 

  特別整理期間 15 日を超えない期間 

 

５ 蔵書冊数（令和６年３月末現在） 

＊いずれも図書館分室分を含む 

 

（１）図  書               （冊） 

 一般用図書 児童用図書 合 計 

０総 記 6,558  491  7,049  

１哲 学 8,324  444  8,768  

２歴 史 21,730 1,936  23,666  

３社会科学 22,698  2,241  24,939  

４自然科学 12,017  4,048  16,065  

５技 術 12,461  1,473  13,934  

６産 業 4,721  796 5,517  

７芸 術 18,509  2,449  20,958  

８言 語 3,201  587  3,788  

９文 学 63,250 13,291  76,541  

絵 本 0  16,619  16,619  

紙芝居 0  1,678 1,678 

小計 173,469  46,053  219,522 

郷土資料 12,307 

大活字本 1,297 

外国語図書 588 

点字資料 115 

布絵本 56 

小 計 14,363 

合 計 233,885 

（２）新聞・雑誌             （種） 

 購 入 寄 贈 合 計 

新 聞 15 3 18 

雑 誌 174 7 181 

合 計 189 10 199 

（３）視聴覚資料           （点） 

資料名 所蔵数 

ＤＶＤ 1,597 

ＣＤ 1,314 

ビデオ  6 

カセットテープ 12 
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16ｍｍフィルム 5 

その他 150 

計 3,084 

 

６ 利用状況・事業概要（令和５年度実績） 

（１）登録者数           （人）                       

一 般 児 童 合 計 

36,560 3,586 40,146 

 
（２）部門別貸出点数             

（点） 

区分 一般用図書 児童用図書 合計 

0 総記 4,060 745  4,805 

1 哲学 10,196  1,018  11,214 

2  歴史 26,103 2,911  29,014 

3 社会科学 23,363  2,556  25,919 

4 自然科学 15,930 7,531  23,461 

5  技術 30,804 3,660 34,464 

6  産業 6,486  1,614 8,100 

7 芸術 16,937  10,190 27,127 

8  言語 3,019 825 3,844 

9  文学 121,656  28,239 149,895 

絵本   63,080 63,080 

紙芝居   2,402  2,402 

小計 258,554 124,771 383,325 

郷土資料 298 

大活字本 1,577 

外国語図書 865 

点字資料 14 

布絵本 31 

雑誌 18,408 

視聴覚資料 9,091 

小計 30,284 

合計 413,609 

（３）利用統計 

 本館 小坪分室 沼間分室 

開館日数 301 301 301 

貸出者数 163,018 16,235 11,521 

貸出点数 357,563 33,833 22,213 

予約件数 69,862 9,562 5,626 

 

（４）選書会議 

・開催回数        24回 

・受入点数      8,564点                      
 

（５）おはなし会 

（定例おはなし会） 

幼児、児童向けに開催したもの。 

・延回数  40回 

・延人数 531人 

 (小学生おはなし会) 

小学生向けのすばなし、絵本の読み聞かせ、紙芝居 

など。 

 ・延回数  ３回 

 ・延人数  43人 

（夏休みおはなし会） 

  図書館職員とボランティアによるおはなし会。 

  ・延回数  ４回 

 ・延人数  116人 

（小坪分室おはなし会） 

 絵本の読み聞かせ、紙芝居など。 

 ＊未開催 

（沼間分室おはなし会） 

 絵本の読み聞かせ、紙芝居など。 

 ・延回数 ２回 

 ・延人員  ６人 

 (訪問読み聞かせ・おはなし会) 

 子育て支援センターとの連携、０歳児から１歳の子

どもと保護者を対象におはなし会を開催。 

 ・回数  ４回 

 ・人数   50 人 

 (高齢者施設訪問おはなし会) 

  市内特別養護老人ホームに訪問し、おはなし会を行

い、来館できない高齢者にも本の楽しみを届ける。 

 ＊新型コロナウイルス感染拡大以降、施設側の受入

れ休止。 

 

（６）ファーストブック 

  毎月、４か月児検診時のあかちゃんに読み聞かせを  

行い、あわせて保護者に絵本や図書館の事業案内を行

っていたが、新型コロナウイルス感染拡大以降、健診

時の配布用冊子の提供のみとしている。 

 ・提供冊数  400冊 
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（７）講 座 

  読書習慣を培い、本を読む楽しさを知り、想像力         

を豊かにするとともに技術向上のために開催するもの。 

 

･ おはなし講座「わらべうたであそぼう」 

対 象 乳幼児・一般 

講 師 逗子読み聞かせの会 

実施日  ６月１日（木）図書館  

10 月５日（木）図書館  

    11月２日（木）図書館  

12 月７日（木）図書館 

     ２月１日（木）図書館  

参加人数 96人 

 

 

･ おはなし講座「おしえて！からだせんせい！ 

－自分のからだを調べてみよう－」 

対 象 ４～７歳児とその保護者 

講 師 図書館職員 

実施日 11月 25日（土） 

場 所 図書館 

参加人数 20人 

 

・高齢者向け講座「行政書士に聞く『相続』と『遺

言』」 

対 象 逗子市在住、65歳以上 

講 師 神奈川県行政書士会 鎌倉支部     

場 所 市民交流センター 

実施日 ７月 21日（金） 

参加人数 10人 

 

 

・高齢者向け講座「布絵本手づくり講座」 

対 象 逗子市在住、65歳以上 

講 師 よこはま布えほんぐるーぷ 

場 所 図書館 

実施日 ①10月 16 日（月）②２月 13日（火） 

参加人数 ①８人②８人 

 

 

・高齢者向け講座「いきいき美容教室―お手入れ

からメイクまで」 

対 象 逗子市在住、65歳以上 

講 師 資生堂ソーシャルメディア 

パートナー 

場 所 市民交流センター 

実施日 ３月 21日（木） 

参加人数 13人 

 

 

(８) 図書館名画座映画会 

  図書館所蔵のＤＶＤの中から、上映承認された 

ものを２月に１回程度上映するもの。 

  ・延回数    ６回 

  ・参加延人数  442人 

 

（９）展示 

図書館(両分室を含む)において、様々なテーマを

設定し、図書の展示を行い、図書の推進を図る。 

    一般展示                12 回 

臨時展示           11 回 

ミニ展示        ６回 

   郷土展示         ４回 

   郷土臨時展示      ４回 

      健康・医療情報展示   ６回 

   健康・医療情報臨時展示 １回       

    高齢者展示        ６回 

   障がい者展示      ３回 

名画座展示          １回 

      視聴覚展示       ６回 

   児童展示         19 回 

   児童追悼展示      １回 

   児童臨時展示         ３回 

   分室展示         24 回 

   分室児童展示       22 回 

 

 

７ 逗子市立図書館協議会（令和５年度実績） 

 

   図書館の運営に関し、館長の諮問に応ずると

ともに、図書館の行う図書館奉仕につき、館 

長に対して意見を述べる機関。 

   定 数 ５人以内 

   構 成（91ページ名簿参照） 

   任 期 ２年 

   活 動 協議会を３回開催 

       第１回 ７月６日(木) 

       第２回 12月７日(木) 

       第３回 ３月 26 日(日) 
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◇芸術・文化 

１ 芸術・文化関係事業 

（１）逗子アートフェスティバル 2023（ZAF2023） 

○目的 逗子アートフェスティバルは、地域の文化を市

民の手で拓くものとして、文化事業や市民企画等を通じ

て逗子の魅力や良質な文化を全国に発信するとともに、

地域づくりと活性化を目指しています。ZAF2023 は３年

に一度のトリエンナーレとして、ZAF2018 から企画・運

営を行う市民の有志「逗子アートネットワーク（ZAN）」

が、引き続き企画・運営を担い、開催しました。 

○概要 

・開催期間 令和５年 10月７日（土）～10月 29日（日） 

・企画数 41 件 

・来場者 約 15,400人 

○主な企画 

・動画変造コンテスト!!with 逗子ドローンクラブ 

 10/14（土）～16 日（月）、18（水）～22 日（日） 

逗子ドローンクラブから映像素材を借用し、日本国

内のみならず、スペインやペルーなど多くの国々から

多様な作品が寄せられた。また、コンテストの受賞作

品を特設スクリーンで上映するとともに、入選作品を

モニター展示した。最終日にはコンテストの授賞式を

行った。 

・壁画プロジェクト     10/21（土） 

  市内在住のアーティストによる壁画制作。自治会等

の協力を得て、ハイランド夕陽台公園の遊具を地域の

子どもたちと一緒にペイントしました。 

・池子の森の音楽祭     10/28（土）～29（日） 

池子の森自然公園にて、逗子ゆかりのミュージシャ

ンによるパフォーマンスを中心とした音楽イベント

や、池子の森に関連したワークショップも実施しまし

た。 

 

（２）アウトリーチ活動 

○目的 子どもたちの文化創造体験を広げ、文化芸術に

触れる機会の少ない人へアプローチ（アウトリーチ）

し、文化活動の活性化を図ります。 

○概要 逗子文化プラザホール自主文化事業の「アート

便 2023」として、全市立小中学校で実施しました。 

 

 

 

（３）逗子市文化祭（逗子市文化協会） 

10/22（日）～11/５（日） 

○目的・概要 

市民文化の発展・鑑賞の場とすることを目的に、第 71 回

逗子市文化祭を開催しました。 

 

２ 逗子文化プラザホールの自主文化事業    

逗子文化プラザホールの指定管理者として、逗子文化

プラザパートナーズが民間の強みを生かし、多様な事業

を実施しました。 

 

○令和５年度 自主文化事業一覧 

◆鑑賞   

日程 事業名 人数 

７月３日（月） 
第 16回なぎさブラスゾリステン 

逗子コンサート 
481 

７月８日（土） 
LEO箏リサイタル 

2023 -GRID//OFF- 
331 

７月 15日（土） 
逗子落語会 

蝶花楼桃花・桂宮治 二人会 
456 

９月 10日（日） 
青島広志のおしゃべりコンサー

ト 
197 

12月３日（日） 

細川千尋ピアノ・トリオ  

JAZZ LIVESeasons of Love 

～Broadway Jazz 

150 

２月 17日（土） 

【さざなみ亭落語会】 

三遊亭わん丈＆みんなで創る 

落語会 其の七 

122 

２月 28日（土） 

KAAT カナガワ・ツアー・プロジ

ェクト 2023 「箱根山の美女と野

獣」「三浦半島の人魚姫」 

264 

３月 20日（水） 

宮田大×山崎祐介 

スペシャル・デュオ～チェロとハ

ープによる美しい音色～ 

543 

◆まちづくり   

日程 事業名 人数 

６月 16日（金） 

６月 23日（金） 
講座「コンサートの作り方」 19 
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９月９日（土） 交流センターフェア 2023 ８ 

１月 20日（土） 

和太鼓グループ彩 -sai- 逗子

公演 Vol.5 和太鼓彩プロ化 10

周年記念プロジェクト第三弾 渚

Brilliance 

463 

９～３月開催 アウトリーチ アート便 2023 
計 

1,630 

◆社会的包摂   

日程 事業名 人数 

８月４日（金） 

KAATキッズ・プログラム 2023 

さいごの 1つ前 

作品の 1 シーンを一緒につくろ

う！無料創作ワークショップ 

６ 

８月６日（日） 
KAATキッズ・プログラム 2023 

さいごの 1つ前 
161 

10月 21日（土）

10月 22日（日） 
みんなでアート 2023 400 

12月 16日（土） 
0才からのコンサート 

ビバ！！パーカッション 
327 

◆市民協働   

日程 事業名 人数 

７月 22日（土） 

７月 24日（月） 

７月 26日（水） 

８月９日（水） 

絵本作家 山本祐司さんと 

一緒に絵本をつくろう 2023 

こどものための手作り絵本講座 

各回 

70 

９月 23日（土） 

９月 30日（土） 

10月 14日（土） 

絵本作家 山本祐司さんと 

一緒に絵本をつくろう 2023 

おとなのための手作り絵本講座 

各回 

35 

こども 

８月 24日（木） 

～27日（日） 

おとな 

11月 16日（木） 

～19日（日） 

手作り絵本のミニ展覧会 

こども 

131 

おとな 

209 

３月 23日（土） 

３月 24日（日） 
トモイクフェスティバル 2023 3,507 

 

 

◆地域資源 

  

11月 18日（土） 

逗子次世代育成プロジェクト

Vol.4 和太鼓×篠笛  Session 

Live 

62 

２月 10日（土） 

華麗なる双子 山田姉妹ソプラノ

デュオコンサート  

ふたりで紡ぐ、やすらぎのハーモ

ニー ～逗子のころ～ ｗithなぎ

さ合唱団 

487 

   

 

〇ホール利用状況（令和５年度実績） 

施設名 利用日数 利用団体数 利用人数 

なぎさホール 239 274 43,694 

さざなみホール 295 473 21,879 

ギャラリー 190 59 2,952 
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◇スポーツ推進 
 

１ 逗子市スポーツ推進審議会 

スポーツの推進に関する諸事項について､教

育委員会の諮問に応じて調査審議し､建議を行

っています。 

委員数   ５名 

任 期   ２年 

構 成（91ページ名簿参照） 

内 容 

・スポーツ推進計画実施に関する助言 

・逗子市教育委員会点検・評価に関する報

告への意見 

 

２ 逗子市スポーツ推進委員 

市民スポーツ活動の推進に関して､実技指導、

組織育成、指導助言等を行っています。 

委員数   49 名 

任 期   ２年 

構 成（92ページ名簿参照） 

活 動 

・逗子市スポーツの祭典等への協力 

・スポーツ教室への指導者派遣等 

 

３ スポーツ推進事業 

（１）体育功労者表彰 

永年にわたり、本市の体育振興に多大な功績

をあげた方を表彰しています。 

日  時 令和６年３月２日 

被表彰者 ３名 

 

（２）スポーツ推進事業委託 

県大会への選手派遣やスポーツ事業を（公財）

逗子市スポーツ協会に委託しています。 

 

事  業  名 期  日 参加者数 

体力つくり推進事業 
（体力テスト会） 

10月９日 62人 

県下スポーツ大会 
選手役員派遣事業 
（市町村対抗かな 
がわ駅伝競走大会） 

２月 11日 29チーム 

 

（３）スポーツ推進事業補助金 

（公財）逗子市スポーツ協会の自主事業につ

いて､事業補助をしています。 

 

 

 

 

 事 業 名 
期 日 

 
参加者数 

ス 
 

ポ 
 

ー 
 

ツ 
 

教 
 

室 

指導者養成教室 
８月 27日 

～ ３月 20日 
201人 

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室 

陸上競技 

教室 

４月 15日 

～７月１日 
26人 

バドミントン

教室 

５月９日 

～６月 27日 
19人 

卓球教室 
５月 11日 

～６月 29日 
４人 

水泳教室 
７月 21日 

～８月９日 
79人 

ウインドサー

フィン教室 

８月１日 

～８月３日 
70人 

テニス教室 
７月 27日 

～７月 30日 
16人 

ヨット教室 ９月２日 20人 

レスリング 

教室 

10月４日 

～11月 22日 
15人 

そ
の
他 

ファミリー運動会※ ９月～10月 4,480人 

地域対抗球技大会 11月 12,19日 450人 

 

４ 市立体育館（逗子アリーナ） 

  市民ニーズの多様化に伴い、生涯スポーツの

推進を図り､市民の心身の健全な発達に寄与す

るため､いつでもだれでも気軽に利用できる生

涯スポーツ施設を建設し、同時に愛称を公募し、

“逗子アリーナ”と決定しました。平成 26年度

から指定管理者制度として、（公財）逗子市スポ

ーツ協会が管理しています。 

   

 所 在 地  〒249-0003 

逗子市池子１丁目 11番１号 

電  話  046-870-1296 

Ｆ Ａ Ｘ  046-872-0296 

施設内容  メインアリーナ、サブアリーナ、

格技室２、トレーニングルーム、

ランニングコース、会議室３、

プレイルーム、地下駐車場（40

台） 

開館時間 午前８時 30分から午後９時まで 

休 館 日 月曜日、12月 28 日～翌１月３日 

利用区分  

  （１）専用使用 団体又は個人が施設を専用 

     して利用 

（２）共用使用 専用使用以外の個人で施設       

   を使用 
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利用状況 

５ 公園内有料運動施設運営事業 

市民のスポーツ推進及び健康の増進を目的と

して、テニスコート、野球場、弓道場、水泳プ

ールを指定管理者である（公財）逗子市スポー

ツ協会が管理しています。 

 

（１）第一運動公園有料運動施設 

所 在 地 〒249-0003 

逗子市池子１丁目275番１号 

電  話 046-870-1296（逗子市スポーツ協会） 

施設内容 

  テニスコート ４面 

野球場 １面 

弓道場 １面 

開場時間 午前９時から午後５時まで 

（野球場及び弓道場については、４月から

８月までの土・日・祝日は午前８時から午

後６時まで） 

休 場 日 月曜日、12月 28 日～翌年１月３日 

 利用状況  

施設名 延べ利用人数 

野球場 13,956人 

テニスコート 27,639人 

弓道場 4,589 人 

合計 46,184人 

 

（２）池子の森自然公園有料運動施設 

所 在 地 〒249-0003 

     逗子市池子字花ノ瀬 60番１ 

休 場 日 月曜日、12月 28日～翌年１月３日 

施設内容 

 400ｍトラック 

  テニスコート ２面 

野球場（大） １面 

野球場（小） １面 

開場時間 午前９時から午後９時まで 

（ただし、個人使用での 400ｍトラックの利 

用は午前９時から日没まで） 

利用状況 

 施設名 延べ利用人数 

野球場（大） 18,051人 

野球場（小） 15,905人 

テニスコート 9,279 人 

400ｍトラック 46,880人 

合計 90,115人 

 

（３）第一運動公園プール 

所 在 地 第一運動公園内 

電  話 046-873-8580 

施設内容 25ｍプール（７コース）、幼児プール、

流水プール各１ 

 開設期間 ７月 16日～８月 31日 

 利用時間 午後８時 30分から午後５時 30 分 

まで 

利用人数 28,078人（延べ） 

※市内在住の小・中学生を対象に無料利用 

カードを配布。 

 

（４）小坪飯島公園プール 

所 在 地 逗子市小坪５丁目 24 番９号 

電  話 0467-61-2087 

施設内容  25ｍプール（５コース）、幼児プール 

 開設期間 ７月 16日～８月 31日 

 利用期間 午前８時 30分から午後５時 30 分 

      まで 

利用人数 7,208人（延べ） 

※市内在住の小・中学生を対象に無料利用 

カードを配布。 

 

 区分 延べ利用人数 

専用使用 139,927人 

共用使用（大人） 6,871 人 

共用使用（小人） 10,489人 

トレーニングルーム 29,008人 

合 計 186,295人 



71 

 

◇青少年関係 

青少年教育関係事業 

 青少年の育成事業や交流事業を通して、青少年教育

を進めています。 

 具体的な事業は教育部子育て支援課青少年育成係

において、子ども及び青少年に関する施策として一体

的に進めています。 

 

（１） 逗子市青少年指導員 

  青少年団体の指導育成と組織化及び青少年育成

組織の強化と地域活動の推進、その他青少年に関す

る環境整備・相談等、青少年の健全育成を推進して

います。 

   人 数  17名 

   構 成  青少年関係団体の代表者等 

   任 期  ２年 

   活 動（令和５年度実績）  

    ・社会環境実態調査実施 

    ・こどもの日のつどい実施 

・定例会９回開催 

・市民まつりでの啓発活動等 

・「スマイルハロウィン」への協力 

・「二十歳を祝うずしの集い」への協力 等 

 

（２） 青少年育成事業 

「こどもの日」にちなみ、毎年、逗子市青少年指

導員連絡協議会に委託し、例年、５月５日に逗子海

岸において「こどもの日のつどい」を実施していま

す。 

（令和５年度実績） 

  実施日   令和５年５月５日（金） 

  参加人数  31チーム 269 人 

 

（３） 青少年交流事業 

 ・逗子子ども体験教室 

  夏休みに、群馬県渋川市伊香保町の小学校６年生

を逗子市に迎え、海を中心とした交流を実施してい

ます。 

 （令和５年度実績） 

   実施日   令和５年７月 24日（月） 

   参加人数  伊香保町 12名、逗子市９名 

 

 ・逗葉地区青少年音楽祭 

  逗子市と葉山町の中学・高校の吹奏楽部が中心と

なり、音楽祭を開催し、青少年交流の一助としてい

ます。 

  （令和５年度実績） 

   実施日  令和５年 10月 22日（日） 

   会 場  葉山町福祉文化会館 

 

（４） 二十歳を祝うずしの集い開催事業 

「成人の日」に逗子文化プラザホールにて、市 

民と行政との協働型式典として二十歳の者を祝う。 

（令和５年度実績） 

  開催日     令和６年１月８日 

  会 場     逗子文化プラザホール 

  新成人出席者  355人 

 

（５） 青少年団体育成事業 

  逗子市子ども会連絡協議会や子ども会連合会及

び市内の青少年健全育成を推進する団体に活動費

の助成を行っています。 

 （令和５年度実績） 

   補助団体   ４団体 

      

（６）ふれあいスクール事業 

 「開かれた学校」を基本理念に家庭、地域、学校の

連携の下、子どもたちの豊かな人間性の育成を目的に

小学校の施設を活用し、パートナーを配置して、放課

後の子どもの遊びの場、生活の場を提供するもので、

平成 11 年９月１日に逗子小学校、平成 12 年１月 11

日に久木小学校、平成 15 年９月 24 日に小坪小学校、

平成 19 年 12 月５日に沼間小学校、平成 20 年 10 月

22日に池子小学校に開設し、事業を展開しています。

また、午前中に学校施設が利用可能な一部のふれあい

スクールでは、乳幼児の子育て支援の事業も「ほっと

スペース」として実施しています。 

（事業概要） 

・乳幼児の子育てに対する支援事業（逗子小学校、久

木小学校） 

  対 象 乳幼児及び保護者、子育てサークル等 

  内 容 子ども同士・保護者のふれあい・交流の

場、学びあいの場 

 ※その他乳幼児の子育て支援事業として、小坪小学

校区コミュニティセンター横に小坪ほっとスペ

ース、沼間小学校プール跡地に沼間ほっとスペ

ース、体験学習施設内に池子ほっとスペースを

開設し、事業を展開しています。 

 利用状況（令和５度実績） 

 開設日

数 

利用者数 

逗子ほっとスペース 74 909 

久木ほっとスペース 22  168 

小坪ほっとスペース 135 336 

沼間ほっとスペース 144 976 

池子ほっとスペース 293 14,513 

合計 668 16,902 
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・遊びを中心とした児童の心身の健全育成事業 

  対 象 各小学校区内の児童 

  内 容 遊びを中心とした「ふれあい・交流の

場、」や自由に過ごせる「やすらぎの場」 

 利用状況（令和５年度実績） 

 開設日数 利用者数 

逗子小学校 233 20,988 

久木小学校 209 15,065 

小坪小学校 227 8,711 

沼間小学校 217 8,191 

池子小学校 224 7,271 

合計 1,110 60,226 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

補助執行事業 
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◇児童福祉、母子保健等の事業 

推進 

1 児童福祉事業 
 子育て支援課・子育て支援係は、児童福祉法や母

子・父子寡婦福祉法、母子保健法等に基づき、子ども

の福祉と健康の増進に努めています。 

 

（１） 児童手当支給事業 

  中学校第 3 学年修了前の子どもを養育する保護

者に、3歳未満または第 3子以降の 3歳以上小学生

以下の子ども 1 人につき月額 15，000 円、第 1・2

子の 3歳以上小学校修了前までの子ども 1人につき

月額 10,000 円、中学生の子ども 1 人につき月額

10,000 円を支給します。なお、所得制限以上の世

帯は子ども 1人につき一律 5,000 円支給し、所得上

限以上の世帯は支給対象外となります。 

  令和６年 10 月から児童手当の制度が一部変更に

なります。 

  高校生年齢までの子どもを養育する保護者に、３

歳未満の子ども（第１子・第２子）１人につき月額

15,000 円、３歳から高校生年齢までの子ども（第

１子・第２子）１人につき月額 10,000 円、０歳か

ら高校生年齢までで、第３子以降の子ども１人につ

き月額 30,000円が支給されます。 

  なお、所得制限は撤廃となります。 

 ・児童手当支給児童数  

延べ 62,195 人（令和 6年 3 月末現在） 

 

（２） 子育て支援センター運営事業 

育児不安等についての相談事業、育児サークル等

の育成支援、子育て中の母親達の自主活動支援をし

ています。（令和５年度実績） 

 子育て支援センター利用者 3,893 組、8,368 人  

小坪巡回相談利用者  87組   186人  

沼間巡回相談利用者 203組   464人 

 

（３） 子ども家庭総合支援拠点運営事業 

（※令和６年度よりこども家庭センターに変更） 

  児童及び妊産婦の実情の把握、必要な情報提供、 

家庭その他からの相談に応じ、必要な調査及び指導 

を行います。 

（令和６年３月末現在） 

相談件数（調整回数を含まない） 191 件 

要保護・要支援児童数 84人 44世帯                              

 

（４）ファミリーサポートセンター運営事業 

  子育てについて地域の人たちがお互いに助け合 

っていくことを目指し、子どもの預かりを相互援助

活動として行う。平成 26 年度より病児、病後児預

かりを開始（令和２年度から新型コロナウイルス感

染拡大防止の観点から休止）。 

（令和５年度実績） 

 会員数 依頼会員 1,285人 支援会員 230人  

両方会員 185人 

 活動件数 2,400 件 

 病児・病後児預かり活動件数  0件 

 

 

（５）小児医療費助成事業 

小児に係る医療費のうち健康保険の自己負担分

を給付（所得制限なし）します。 

医療証の対象は高校卒業まで。 

医療証対象者数  

7,959 件（令和６年３月末現在） 

助成額 223,776,179 円（年間支出額） 

 

2 ひとり親家庭への援助 
  

（１） ひとり親家庭等福祉手当支給事業 

ひとり親家庭等の生活の安定と自立を支援しま

す。 

手当額月額 6,000円  

対象世帯 143世帯（令和 6年 3月末現在） 

 

（２） 母子自立支援事業 

母子・父子家庭等に対し、自立に必要な情報提

供、指導及び職業能力の向上や求職活動に関する

支援を行い、母子家庭等の自立促進行います。 

（令和５年度実績：実人数） 

母子・父子自立支援員相談 182 人 

自立支援教育訓練給付    1 人 

高等職業訓練促進給付    1 人 

高等職業訓練修了給付    0 人 

母子福祉資金利子補給    3 人 

  

（３） 母子生活支援施設入所事業 

  母子家庭の児童が福祉に欠ける場合において、 

その母と児童を母子生活支援施設に入所させ、児童 

の健全な育成を保障します。 

 

（４） ひとり親家庭等医療費助成事業 

  母子家庭等の医療費の一部を助成し、生活の安定 

を図ります。 

（令和６年３月末現在） 

対象世帯数 223 世帯 

助成件数 9,528 件 

（国保 4,017件、社保 5,159 件、後期 82件） 
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（５） 児童扶養手当支給事業 

離婚、死亡等の理由で父又は母と生計を同じく

していないひとり親家庭等の生活の安定と自立を

促進するため手当を支給し、児童の福祉増進を図

ります。 

（令和６年３月末現在） 対象世帯 314世帯 

全部支給 134世帯 一部支給 89 世帯  

支給停止  91世帯 

 

◇予防接種・母子保健事業 

 

（１） 予防接種事業 

  感染症の発生及び蔓延を予防するため予防接種

を行い、公衆衛生の向上及び増進に寄を図ります。 

定期予防接種の接種費用について逗葉医師会等と

委託契約し全額公費負担し、里帰り等でこれ以外で

予防接種を受けた場合は、償還払いを行います。 

＜定期予防接種＞ 

三種混合 0 人 不活化ポリオ 0 人 

四種混合 1,116 人 ＢＣＧ 245人 

日本脳炎 1,212 人 小児用肺炎球菌 1,021 人 

ＭＲ 596人 ヒブ 1,013 人 

麻しん 0 人 子宮頸がん予防 639人 

風しん 0 人 水痘 550人 

二種混合 286人 Ｂ型肝炎 741人 

ロタウイルス 606人   

  総計 8,025人 

 

（２） 乳幼児健診事業 

  乳幼児の親等に対して知識の普及と不安の解消

を図り、障害や疾病の早期発見のため定期的に健診

を実施します。                   

＜令和５年度＞ 

健診名 対 象 者

数（人） 

受 診 者

数（人） 

受 診 率

（％） 

要精検 

(人) 

4 か月児 270 258 95.6 3 

お誕生日

前 

300 290 96.7 1 

1 歳 6 か

月児 

歯科 

331 

 

331 

330 

 

330 

99.7 

 

99.7 

0 

 

0 

3 歳児 

歯科健診 

検尿 

SVS 

視聴覚２次検査 

視覚 

聴覚 

326 

 

 

 

349 

140 

75 

328 

328 

293 

328 

― 

94 

50 

100.6  

100.6  

89.9 

100.6 

― 

67.1 

66.7 

1 

0 

1 

＊17 

― 

25 

4 

＊SVSでの精密検査推奨数 

（３）妊産婦・乳幼児教室事業 

  ・パパママ準備クラス（母親両親教室） 

   妊娠・出産・育児についての知識の普及を図り、

妊娠期からの仲間づくりの支援を行いってい

ます。 開催回数 8回  延出席者 89 人 

  ・離乳食教室 

   離乳食について講義、調理、実演を行い、併せ

て育児相談を行っています。 

   隔月開催（初期６回・中後期６回）156人参加 

  ・2歳児すくすく教室 

   保護者が不安なく育児できるように、歯科相談、 

育児相談を行っています。 

令和５年度 隔月開催 年６回 61 人参加 

  ・育児グループ（りす・うさぎグループ） 

   発達にフォローの必要な児やその親を対象に、 

親子遊びを通して、児の発達の促し、保護者と 

児の関わり方を支援、保護者の育児不安の軽

減を行っています。 

グループ  全 47 回 延人数 261 人 

  ・子ども元気相談 

   発達についての臨床心理士による相談。 

   全 29 回 相談数 69 件 

      令和５年度より、夏休み明け前に子育てトーク 

   会を開催し、保護者の育児不安を話し合い、心 

   理士に相談できる機会を作りました。 

   参加者数 ５人 

 

（４） 妊産婦健診事業 

・妊産婦の健康管理のため、健診費用の補助券

を発行し妊産婦健康診査を医療機関・助産院

に委託しています。里帰り出産等で補助券が

使用できなかった場合は申請により償還払い

を行います。 

受診者数延べ 3,695人 償還払申請者数 40人 

 

（５） 産後ケア事業（令和 4年 4月より訪問型開始） 

産後、１年未満の母子が専門的ケアを受け、

育児不安の解消や産後の体調回復を図ります。

医療機関等で、宿泊、通所、また、助産師の自

宅訪問により実施します。 

令和 5年度実績  

デイサービス 利用実人数８人 通算 15日 

ショートステイ利用実人数 17 人通算 78 日 

    アウトリーチ 利用実人数５人 通算 10日 

 

（６） 妊産婦・乳児訪問等事業 

妊婦訪問及び「こんにちは赤ちゃん訪問事業」 

として、乳児のいる家庭を全戸訪問しています。 
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＜訪問指導の実施状況（令和 5 年度実績）＞             

（単位：人） 

 妊

婦 

産

婦 

新

生

児 

未

熟

児 

乳

児 

幼

児 

そ

の

他 

計 

新 2 258 17 22 220 35 4 558 

延 2 265 21 23 239 57 5 612 

 

（７） 特定不妊治療費等助成事業 

医療保険の適用外の高額な費用を要する特定  

不妊治療費の一部を助成することを目的とし、上限

額を設け、１年度当たり１回、通算２年度まで助成

します。 

令和５年度申請 3 件 

令和４年度より不妊治療の保険適用化したこ

とに伴い、特定不妊治療費助成事業が終了し、

生殖補助医療費助成事業を開始しました。生殖

補助医療（体外受精・顕微授精）の治療に要し

た費用の一部の助成を目的とし、上限額を設け、

１年度当たり１回、通算２年度まで助成します。 

 令和５年度申請 34件 

 

（８） 養育医療費支給事業 

未熟児で入院を必要とする乳児（1 歳の前々日ま

で）に対し、母子保健法に基づき治療に必要な医療

費を負担する制度です。 

令和５年度実績 ７人 

 

（９） 伴走型相談支援及び出産・子育て応援給付金

の一体的実施事業 

  出産・子育てを支援するため、妊娠期からの専門

職による伴走的な相談支援と妊娠届出時と出産後に、

それぞれ５万円ずつ支給する経済的支援の２つの支

援を平行実施（令和５年２月より開始）。 

≪令和５年度実績≫出産・子育て応援ギフト支給件数 

出産応援ギフト  309件（うち遡及支給 42件） 

 子育て応援ギフト 288件（うち遡及支給 19 件）  
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◇体験学習施設 

１ 概 要 

 市民の世代交流を図り、児童青少年の健全育成及び

市民の憩いの場となるよう平成 26 年４月 26 日に逗

子市体験学習施設（スマイル）を開設しました。 

 

２ 施 設 

 名  称  逗子市体験学習施設 

 所 在 地  〒249-0003 逗子市池子１-11-２ 

 電  話   046-873-8581 

Ｆ Ａ Ｘ   046-871-5118 

 設 置 日  平成 26年４月 26日 

 敷地面積  55,576.00㎡ 

 延床面積  2,399.38㎡ 

 構  造  鉄骨造・一部鉄筋コンクリート 

１階建 

 建築年月  平成 26年３月 28日 

 施設内容  多目的室５室、プレイルーム２室 

カフェ 

 

３ 職 員 

 職  員  施設長１人、職員３人、会計年度任用 

職員７人（うち体験学習施設専門指導 

員１名） 

 

４ 利用時間 

 開館時間  平日   午前９時～午後７時 

土日祝 午前９時～午後５時 

 休 館 日  火曜日（祝日の時はその翌日） 

       年末年始（12月28日～翌年１月３日） 

 使 用 料  無 料（目的によっては有料） 

 

５ 利用状況（令和５年度実績）     （人） 

利 用

者 の

内 訳 

大 人 21,431 

子 ど も 18,306 

合 計 39,738 
  
  

 

 

 

 

６ 講座事業 

   体験学習施設において、情操教育と仲間づくり 

を目的として実施しています。 

活 動（令和５年度実績）  

◎ 主催イベント 参加者 約 1,600人 

＊ スマイルハロウィン（ワークショップ及びスタ

ンプラリー、仮装コンテストを実施した。） 

 

◎ 講座 参加者 945 人（人数は延べ) 

＊ 自主企画講座  

 ・おもしろ科学① ６回 43人 

 ・おもしろ科学② ６回 26人 

 ・おもしろ科学③ ５回 23人 

・子育てサポーター育成講座 ７回 203人    

 

＊ 子ども文化芸術教室（逗子市文化協会委託講

座） 

 ・和楽器体験講座  ６回 29人 

・ダンス体験講座① ４回 24人 

・ダンス体験講座② ６回 31人 

・バレエ体験講座  ３回 ５人 

・茶道体験講座   ５回 17人 

・アート体験講座  ５回 53人 

 ＊逗子市卓球協会委託講座 

  ・卓球体験講座   ５回 18 人 

＊ 学生委員会企画、地域教育力活用講座  

・あきんど塾          ３回 30人 

・アマチュア無線交信体験講座  ４回 ８人 

・プログラミング講座      ４回 15人 

・スマイルハロウィン飾りつけワークショップ 

２回 21 人 

・スマイルボランティアクラブ  10回 43人 

・スマイルボランティア部    ２回 ４人 

・ポスターデザイン講座     ２回 15人 

・スマイルクッキング      ２回 23人 

・和太鼓体験講座        ８回 121人 

・お豆腐作り体験講座      １回 12人 

・フラ体験講座         ３回 15人 

・ブラインドサッカー体験講座  １回 ４人 

・味噌だんご作り体験講座    １回 14人 

・楽器体験講座         １回 ３人 

 

＊ スマイル WSコンサート    ４回 145人 
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◇幼児教育・保育・放課後児童クラブ 

 

１ 幼児教育関係 

幼児教育の振興及び保護者の負担の軽減のため、私学

助成を受ける私立幼稚園へ各種助成等を行う。 

【市内私立幼稚園】※新制度移行園を除く 

・聖和学院幼稚園 

 

幼稚園運営助成事業 

○目的 

幼稚園教育に必要な教材の充実と健全な運営及び

教育環境の整備支援を行うため、市内の私立認可幼稚

園を対象に、市内に居住する在園児について補助する。 

 

○概要 

◇私立幼稚園運営費補助金 

障害児と３歳児の在園児数に応じて補助する。 

◇私立幼稚園運営教材等購入費補助金 

教材・設備の必要な経費の一部を補助する。 

◇子ども・子育て支援法法定給付対象の市外幼稚園等

運営助成 

所在自治体と同額を助成する。 

 

○補助内容 

◇私立幼稚園運営費補助金 

種別 補助内容（１名当たり年額） 

３歳児 4,000 円 

障がい児 12 万円 

 

◇私立幼稚園運営教材等購入費補助金 

種別 補助内容 

園割 １園当たり年額 15万円 

園児割 園児１名当たり年額 2,000円 

 

 

 

 

２ 保育関係 

児童福祉法第 24条に基づき、保育が必要な児童を保育

所等で保育し、その児童の健全育成を図る。 

○施設等の状況 

施設種別 市内施設等の状況 

認可保育所（公立） 湘南保育園、小坪保育園 

認可保育所（民間） 双葉保育園、沼間愛児園、桜山

保育園、湘南アイルド逗子保育

園、逗子なないろ保育園 

小規模保育事業 ごかんのいえ、しらかば逗子乳

児保育園、第２あにえるち保育

園、かぐのみ保育園 

家庭的保育事業 あにえるち保育室 

 

３ 幼児教育・保育関係の給付・補助 

（１）施設型給付事業 

子ども・子育て支援法に基づく給付対象施設に在園

する市内に居住する児童を対象に給付する。 

給付種別 対象施設等 

１号（３歳以上の

幼児教育） 

認可幼稚園、認定こども園 

※子ども・子育て支援法に基づ

く給付対象施設に限る。 

２号（３歳以上の

保育） 

民間認可保育所、市外公立保育

所、認定こども園 

３号（３歳未満の

保育） 

民間認可保育所、市外公立保育

所、認定こども園 

※公費負担割合 国 1/2、県 1/4、市 1/4 

 

（２）運営費助成事業（県補助事業） 

○目的 民間保育所の運営費等を助成し、児童の健全育

成を図る。 

○概要 

◇低年齢児受入対策緊急支援事業費補助 

４月以降に０歳児の受入を行うために配置してい

る保育士の人件費について補助 

◇要保護児童保育所受入促進事業費補助 

要保護児童を受け入れている保育所に補助 

 

（３）延長保育事業（国庫・県補助事業） 

○目的 通常の開所時間の前後の時間帯において、保育

を行う場合に、補助する。 

○概要 保育認定を受けた児童について、通常の利用時

間帯の前後の時間帯において、民間保育所等で引き続

き保育を実施するための費用を補助する。 

 

（４）民間保育所等運営支援事業（市単独事業） 

○目的 民間保育所等の運営費の一部を市単独事業とし

て助成し、入所児童の処遇の改善を行い、児童の健全

育成を図る。 
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○概要 

種別 補助額等 

入所児童処遇支援費 １名当たり月額 1,000 円 

乳児処遇支援費 １名当たり月額 2,000 円 

障がい児保育事業費 １名当たり月額 58,000円 

特別障がい児保育事業費 １名当たり月額 81,000円 

運営支援事業基本分 １園当たり年額 300万円 
保育所建設費借入金に

対する利子補助 
所要額 

 

（５）地域育児強化事業（市単独事業） 

○目的 民間保育所の専門的機能を地域の子育て中の保

護者が活用できるよう行う各種事業への助成をする。 

○概要 在宅育児支援事業、相談機能強化事業、地域家

庭登録型支援事業、三世代交流型支援事業 

 

（６）地域型給付事業 

子ども・子育て支援法に基づく給付対象施設に在園

する市内に居住する児童を対象に給付する。 

給付種別 対象施設等 

３号（３歳未満の

保育） 

小規模保育事業、家庭的保育事

業等 

※公費負担割合 国 1/2、県 1/4、市 1/4 

 

（７）一時預かり事業 

○目的 保育所において、児童を一時的に預かることで、

安心して子育てできる環境を整備し、児童福祉の向上

を図る。 

○概要 事業を実施している市内民間保育園では在宅の

児童を、新制度に移行した幼稚園等では在園児を対象

とし、所要の経費の補助をする。 

○市内実施施設 

双葉保育園、沼間愛児園、桜山保育園、逗子なないろ

保育園、聖マリア幼稚園、かぐのみ幼稚園 

 

（８）幼児教育・保育無償化給付等事業 

○目的 子ども・子育て支援法に基づき、原則３歳以上

の児童に係る保育料を無償にし、子育て支援を図る。 

○概要 

◇無償化される利用料 

幼稚園 上限 25,700 円（月額） 

認可外保育施設 上限 37,000 円（月額） 

預かり保育事業 
上限 11,300 円（月額） 

※１日につき 450円 

 

４ 放課後児童クラブ関係 

○目的 児童福祉法に基づき、保護者が就労等により昼

間家庭にいない小学生を対象に、適切な生活の場で遊

びを主とした健全な育成活動を行う。 

○概要 全小学校区に１か所ずつ、市で施設を設置し、

指定管理者が事業を実施。 

・保育料として、児童一人当たり最高額17,500円の負担

（市民税課税状況及び世帯状況により減免あり） 

〈公設民営〉 

小学校区 通称名 指定管理者 

逗子 
ずしっ子太陽 

学童クラブ 
ライクキッズ（株） 

沼間 
ずしっ子そよかぜ

学童クラブ 
ライクキッズ（株） 

久木 
ずしっ子あおぞら

学童クラブ 
ライクキッズ（株） 

小坪 波の子学童クラブ （NPO）波の子 

池子 りす子どもクラブ 
（株）創英コー

ポレーション 

〈民設民営〉     

小学校区 通称名 補助型事業者 

全学校区 キッズクラブ逗子 （NPO）三楽 

 

 

５ 令和６年度入所実績（令和６年４月１日時点） 

▽幼児教育・保育（３歳～５歳） 

内 訳 ３歳 ４歳 ５歳 計 

市内幼稚園 94 88 107 289 

市外幼稚園 54 89 101 244 

幼稚園 計 148 177 208 533 

市内保育園 140 148 160 448 

市外保育園 5 8 7 20 

保育園 計 145 156 167 468 

在園児数計 293 333 375 1,001 

年齢別人口 351 372 424 1,147 

幼稚園入所率 42.2% 47.6% 49.1% 46.5% 

保育所入所率 41.3% 41.9% 39.4% 40.8% 

在園率 83.5% 89.5% 88.4% 87.3% 

▽保育所等入所（０歳～２歳） 

項  目 ０歳 １歳 ２歳 計 

市内保育園 50  155  178  383  

市外保育園 1  2  5  8  

保育園 計 51  157  183  391  

年齢別人口 264  307  358  929  

保育所入所率 19.3% 51.1% 51.1% 42.1% 
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◇ 療育教育総合センター 

１ 設立の経緯 

本市では、療育の充実と教育との連携を

検討し、また支援教育の充実を合わせて推

進していく中で、最も連携すべき二つの機

関（「こども発達支援センター」と「教育

研究相談センター」）が同じ建物内になる

ことや恵まれた自然環境があることなどか

ら、（旧）青少年会館を再整備して、平成

28年 12月に「療育教育総合センター」を開

設しました。 

 ３階部分には従来の教育研究所の機能を

引き継いだ「教育研究相談センター」を設

置し、１階および２階部分に障がいのある

子どもや、発達に心配があり支援を必要と

している子どもおよびその家族に療育的支

援を行う「こども発達支援センター」を設

置することで、０歳から 18歳までの継続し

た支援体制を構築し、支援を充実させてい

くこととなりました。 

２ １８歳までの切れ目ない支援 

１ 対象年齢の拡大 

 「こども発達支援センター」では利用対象

年齢を 18 歳までに拡大し、切れ目のない相

談支援体制を整えるとともに、保健・医療・

福祉・教育との連携により就学後の療育によ

る支援体制も強化します。また、18歳以降に

ついても家族とともに学校や各支援機関の間

で必要な情報共有を行いながら本人に適した

進路選択ができるよう、また進路先への円滑

な引継ぎができるようサポートします。 

２ 相談機能の強化 

 「こども発達支援センター」が 18 歳まで

のワンストップでの一次的な相談受付を開始

したことで、本人・家族の幅広いニーズに応

じる体制ができました。 

「こども発達支援センター」と「教育研究

相談センター」では、以下のような相談内容

や対象についての役割分担はありますが、ど

こに相談するか迷うような場合でも、「こど

も発達支援センター」で一次的な受付をする

ことができるようになりました。 

こども発達支援

センター 

18 歳までの障がいや発

達に心配がある場合の

相談 

教育研究相談セ

ンター 

学齢期における不登校

や学級不適応等、学校

生活や家庭生活に関わ

る相談 

３ 保育所・幼稚園・学校などへの巡回体制 

の強化 

 「こども発達支援センター」では、来所相

談だけでなく保育所・幼稚園・学校や地域の

関係機関に対し、巡回相談を行います。学校

については主に特別支援学級を中心とした三

次的支援に関する巡回相談を行い、「教育研

究相談センター」の支援教育推進巡回チーム

は主に通常級を中心とした一次的・二次的支

援に関する相談を行い、役割分担しながら幅

広いニーズに応えるサポート体制をつくりま

す。 

４ 支援シートやひなたファイルの活用 

 支援シートとともに継続的な支援ツールと

して、保護者が主体となって作成する「ひな

たファイル」を活用します。福祉サービスを

受ける場合や、進学や就労などの際に活用で

きるものをめざします。支援シートもそのフ

ァイルに挿入し、18歳以降の支援にも継続し

て役立てられるよう浸透を図っています。 
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◇ こども発達支援センター「ひなた」 

１ 概 要 

○こども発達支援センター運営事業 

障がいのある子どもや、発達に心配があり

支援を必要としている子ども及びその家族な

どが地域で安心した暮らしを送ることができ

るよう、こども発達支援センターの運営を行

っています。 

（１）相談部門 

18歳までの子どもの障がいや発達に関して、

療育の視点で相談業務を行っています。具体

的には来所、巡回による相談のほか、言語聴

覚、理学療法等の個別支援、関係機関との連

携、市民啓発等を実施しています。 

（２）療育部門「くろーばー」 

日常生活における基本動作の獲得や生活能

力の向上のために、障がいや特性に配慮した

個別支援計画を作成し、家族と協働しながら

障害児通所支援を中心とした専門的な療育の

支援・支援者支援等を行っています。（社会

福祉法人県央福祉会による委託事業）   

２ 施 設 

 名 称 逗子市こども発達支援センター       

      「ひなた」 

 所 在 地 〒249-0005 

      逗子市桜山５丁目 20番 29号 

 電 話 046-873-1111（内線 565・566） 

      046-872-6051（直通） 

 Ｆ Ａ Ｘ 046-872-6052 

 設 置 平成 28 年 12月８日 

逗子市療育教育総合センター 

１・２階 

 延床面積 1,185.94 ㎡ 

 施 設 １階：相談室４室、聴覚検査室、

プレイルーム２室、会議室、事

務室、待合室 

２階（くろーばー）：相談室４ 

室、プレイルーム３室、事務室 

３ 利用案内 

開館時間 午前９時～午後５時まで

休 館 日  土日、祝祭日及び年末年始（12 

月29日～翌年１月３日） 

 利用対象者 市内に住所又は居所を有する18

歳までの障がいのある子どもや

、発達に心配があり支援を必要

としている子ども及びその家族

など 

 利用方法 初回は電話にて面接日時の予約

をお願いします。 

４ 職 員 

 職 員 センター長１名、主査１名、主

任１名、会計年度任用職員 18

名（相談員４名、心理士３名、

言語聴覚士３名、理学療法士

２名、作業療法士３名、保育

士１名、保健師１名、事務担

当１名） 

５ 基本方針および重点事項 

１ 基本的な考え方 

（１）子育て支援の充実 

① 子どもの人権を尊重し、一人ひとり

の子どもが、現在及び将来ともにその持

てる力を十分に発揮した生活が営めるよ

うに総合的な支援を行います。 

② 障がいのある子どもだけでなく、発

達に心配のある子どもなど、保護者が育

てにくさを感じている子どもについて、

包括的に子育て支援をしていきます。 

③ 子育てに不安や悩みを抱いている保

護者に対して子どもの特性への理解を進

め、安心して前向きに子育てができるよ

う相談し易い体制を整備するとともに、

家族が必要なサービスを迅速に選択しや

すいよう総合窓口的な機能を持たせ、家

族のメンタルサポートなど総合的な支援

を行います。 

（２）対象年齢の拡大 

① これまで就学前までを対象としてい

ましたが、それを 18 歳までに拡大し、
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療育を中心とする相談支援体制の強化と

ともに、保健・医療・福祉・教育との連

携を強化するなど就学後の支援体制につ

いても強化することで、切れ目のない支

援を行います。 

② 18 歳以降についても支援者間で必要

な情報や成果の引き継ぎを確実に行い、

相談支援事業所や就労関係機関など次の

支援機関への繋ぎ役を担えるようにしま

す。 

③ これらにより、ライフステージに応

じた継続的な支援が可能となり、乳幼児

の療育から就学への移行期の相談、学齢

期に顕在化してきた子どもの障がいや特

性による課題などを含め一貫したサービ

スの提供を実現します。 

（３）支援教育との連携 

① 療育機関としての専門的なスーパー

バイズ機能により、教育研究相談センタ

ー、小・中学校の支援教育をサポートし

ます。 

② 就学前後に必要となる調整や就学後

の支援体制の構築を目的とした支援教育

との連携を図ります。 

２ 重点的に取り組む事項 

（１）相談機能の充実 

① 学齢期も含め、こども発達支援セン

ターにおいてワンストップでの相談受付

けを可能にし、相談しやすく、相談内容

を解決できる体制づくりを行うことで、

保護者及びきょうだい（兄弟姉妹）を含

めた家族への支援及び障がいに対する理

解や受容に繋げるなど、家族の幅広いニ

ーズに応じることを可能にします。 

② こども発達支援センターを療育に関

する情報センターとして位置づけ、必要

な情報の収集及び発信をし、就学後も含

めたライフステージや障がい特性に応じ

て必要な制度や社会資源などの情報提供、

さらには講座や勉強会などができるよう

にします。 

③ 子どもや家族が地域生活を送るうえ

での困難をできるだけ改善、軽減できる

よう、また、安心して地域で生活できる

環境を整備するために、スーパーバイズ

機能や巡回相談機能をもたせ、保育所・

幼稚園や小・中学校をはじめとする教育

機関など地域の関係機関の支援をさらに

充実させます。 

（２）療育機能の充実 

① 幼児期の療育については、一人ひと

りの障がい特性を理解し、個々の状況に

合わせた専門性の高い手厚い療育プログ

ラムを提供するとともに、家庭での養育

を支援するなど、より充実した療育体制

を構築します。 

② 相談・指導などにあたる専門的知識

を有する人材の確保と養成をすることで、

療育の専門性を向上させるとともに、家

族のメンタルサポートを目的とした家族

向けの学習会などを実施するなど保護者

に対する支援のレベルアップを図ります。 

③ 教育との連携を強化した療育を実現

するために、支援がとぎれやすい就学前

後に必要となる調整や、就学後の支援体

制がよりきめ細かく整えられるよう、相

談機能を軸として小・中学校などとの支

援体制を構築します。 

（３）医療連携の充実 

① 保護者の認識を深め、子どもへの適

正な支援計画をつくるためにも、専門医

との連携を含む医療との関わりの機会を

確保します。 

② 学齢期も含めどの段階においても医

療的対応が必要な場合に、適正な医療を

受けられるよう関係医療機関や地域の医

療機関との連携の確保を図ります。 

６ 事業実績 

１ 相談部門の件数及び相談者数        

                 

            令和４年度 令和５年度 

   相談員相談件数      4,617件   4,736件 

  心理相談            1,173件   1,149件 

  言語相談           876件    903件 

  理学療法相談          188件    129件 

  作業療法相談        278件    333件 

  保育士相談         391件    394件 
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  保健師相談                 203件    216件 

    計            7,726件     7,960件   

  相談者数                 720人    802人     

 

２ 療育部門「くろーばー」の障害児通

所支援利用児童数        

              

令和４年度 令和５年度 ※令和６年度 

児童発達支援 

  通園         27人    22人    21人 

  グループ       ８人        ７人    ８人 

放課後等デイ    51人        52人    54人 

   計          83人    81人    83人 

各年度３月末現在（※令和６年度は８月末現

在） 

 

３ 公開講座・勉強会等 

 

【令和５年度】 

◎相談部門主催 

○市民向け公開講座 

「地域でつくる子どもの笑顔“発達障がいに

医療ができることと医療だけができること 

ご家族に話す言葉を用いて”」 

日時 講師 参加者 

令和５年 

６月 28日(水) 

９：30～11：30 

 

豊原 公司 氏 

（県立こども医療セン

ター児童思春期精神科 

児童精神科医） 

47名 

（会場 17

名 、 オ ン

ライン 30

名） 

 

○家族勉強会（就学説明会） 

日時 内容 参加者 

令和５年 

９月７日(木) 

10：00～11：00 

９月 15日(金) 

10：00～11：00 

９月 21日(木) 

10：00～11：00 

・通級指導教室利用の

お子さんを持つ先輩保

護者の話 

・中学校の特別支援学

級在籍のお子さんを持

つ先輩保護者の話 

・小学校の特別支援学

級在籍のお子さんを持

つ先輩保護者の話 

27名 

（ う ち 先

輩 保 護 者

８名） 

 

 

○ひなたワークショップ 

※参加申込者がなかったため中止 

日時 内容 参加者 

毎月第３、第４

または第５木曜

日 

10：00～11：00 

１ ひなたファイルの概

要や使い方 

２ 情報交換 

０名 

 

○オープンデイ・支援者向け研修会 

日時 内容 参加者 

令和５年 

８月３日(木) 

8：45～16：30 

こどもの育ちを支えるた

めに（こども発達支援セ

ンターペアレントプログ

ラムを用いて） 

25名 

 

◎療育部門「「くろーばー」主催 

 

〇障がい児保育勉強会 

日時 テーマ及び講師 参加者 

令和５年 

６月 16日(金) 

18：00～19：30 

「障がい児保育を考え

る」 

小川 淳 氏 

（逗子市こども発達支援

センターくろーばー 統

括施設長） 

23名 

９月 15日(金) 

18：00～19：30 

「自閉症スペクトラム障

がいについて」 

小川 淳 氏 

（逗子市こども発達支援

センターくろーばー 統

括施設長） 

33名 

12月 14日(木) 

18：00～19：30 

「質問に答えて」 

小川 淳 氏 

（逗子市こども発達支援

センターくろーばー 統

括施設長） 

17名 

令和６年 

２月 22日(木) 

18：00～19：30 

「保護者支援＋実践に役

立つヒント」 

小川 淳 氏 

（逗子市こども発達支援

センターくろーばー 統

括施設長） 

８名 
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○市民向け研修会 

日時 テーマ及び講師 参加者 

令和５年 

10月 29日(日) 

14：00～15：30 

「 イ ン ク ル ー シ ブ な

「街」を目指して～発達

障がいへの理解を深める

ことから～」 

小川 淳 氏 

（逗子市こども発達支援

センターくろーばー 統

括施設長） 

16名 

 

○市民向け講演会 

日時 テーマ及び講師 参加者 

令和６年 

２月４日(日) 

14：00～15：30 

「幼児期・学齢期に身に

つけたい力～家庭、教

育・保育等において～」 

小林 倫 氏 

（社会福祉法人湘南の凪 

理事長） 

21名 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種名簿 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



区分 氏名
就任
退任

区分 氏名
就任
退任

区分 氏名
就任
退任

昭和25.8.11

29.8.10

昭和28.9.13 昭和29.3.15 29.8.12

32.9.12 33.3.14 33.8.11

32.9.13 33.3.15 33.8.12

36.9.12 37.3.14 37.8.11

36.9.13 37.3.15 37.8.12

40.9.12 41.3.14 41.8.11

40.9.13 41.3.15 41.8.12

44.7.1 44.7.29 44.9.10

44.8.17 44.12.11 44.10.24

48.8.16 48.6.13 48.10.23

48.8.17 48.10.20 48.10.24

52.8.16 52.10.19 52.10.23

52.8.17 52.10.20 52.10.24

56.8.16 56.10.19 56.10.23

56.8.17 56.10.20 56.10.24

59.10.6（辞職） 59.10.5（辞職） 60.10.23

59.11.11

62.8.28（辞職） 61.6.17

62.10.12 平成2.6.16

63.11.10

63.11.11

平成4.11.10 平成2.12.21 2.9.28

4.11.11 6.3.31 6.3.31（辞職）

6.11.30（辞職）

6.12.25 7.6.28 7.4.1

10.12.24 11.6.27 11.3.31

10.12.25 11.7.1

14.12.24 15.6.30

14.12.25

15.8.24（辞職）

15.9.14

18.12.24 17.6.17

18.12.25 21.6.16

22.12.24

22.12.25 23.2.1

26.12.24 27.1.31

26.12.25

30.12.24

30.12.25～ 27.4.1～ 

令和4.12.24

4.12.25～

小林孝次郎

岩崎　久男

樫村　定男

樫村　定男

鈴木　健吾

翁川　隆二

小川重太郎

鈴木　迪夫

10

11

12

9

我妻　定則

11

翁川　隆二

初代 小林孝次郎

5

6

高橋　鯛蔵

小川重太郎

9

16 平井　竜一 12 小田　鈴子

富野暉一郎

澤　光代

平井　義男

（令和6年10月1日現在）

2 小林孝次郎

4

11 伊東　進

金井　茂

13

10

初代

2

3

4

市長 副市長（H19.3.31まで助役） 収入役（H19.4.1廃止）

山田　俊介

山田　俊介 高橋　鯛蔵

山田　俊介

高橋　鯛蔵

三島　虎好

三島　虎好

三島　虎好

富野暉一郎

高橋　鯛蔵

三島　虎好5

6

7

高橋　輝平8

15

14

12

13

平井　竜一

長島　一由

長島　一由

山田　俊介

◇歴代三役一覧

志村　哲雄

3

8 菊池　達雄

7

初代

2

3

4

5

高橋　鯛蔵

17 平井　竜一

小林孝次郎

9

6

7

8

10

19 桐ケ谷　覚

13 柏村　淳18 桐ケ谷　覚
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◇歴代教育委員会委員（その１）

　公　　　　選　　　　制 任　　 命

氏　　　名 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55

長　島　武　司 10月 11月

鈴　木　道　雄 10月 　　　8月

岡　野　鑑　記 10月 　　　　9月

深　沢　サ　ト 10月 　　　　9月

福　本　弥太郎 10月 　　9月10月 　　　　9月

北　条　恒　一 　12月 　　　　9月

樫　村　定　男 　11月 　1月

山　本　　　宏 　　1月 　　　　9月

加　藤　　　正 8月 　　　　9月

高　橋　　　茂 10月 　　　9月

徳　富　美佐尾 10月 　　　　10月

藤　瀬　五　郎 10月 　　　　10月

安　倍　栄　松 10月 　　　　9月

鷲　尾　重　雄 10月 　　　9月

沼　佐　隆　次 10月 　　　　9月

中　島　清　二 9月 　　　10月

多　田　裕　計 10月  　　　10月

小　野　敏　夫 　12月 　　　　12月

沢　井　　　測 10月

古　谷　糸　子 10月 　　　9月
10月

中　島　国　造 　12月 　　　　12月

下　田　絹　子 10月 　　　10月

小　川　重太郎 10月
　

10月

武　藤　敏　雄      2月 　2月
10月

小　林　正　三 　　1月

原　山　三　郎 　12月

長谷川　と　も 10月

野　田　芳　正

高　作　玄　誓
3月

10月

高　木　栄　一

東　根　　　寛

丸　山　千賀子

前　島　重　方

羽　山　泰　弘

大　沢　周　子

小　林　繁　男

池　上　晃　子

神　田　　　一

酒　井　延　雄

中　　　一　郎

小　島　裕　子

五十嵐　　　樹

野　村　昇　司

村　松　邦　彦

吉　﨑　久　治

村　上　　裕

竹　村　史　朗

山　西　優　二

桑　原　泰　恵

青　池　　寛

横  地　みどり

村　松　　雅

塚　越　　暁

　

85 86

年



制

56 57 58 59 60 61 62 63 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

委　　員　　長

教育委員長職務代理

委　　　　　員

教　　育　　長

　 4月

　　　10月

　3月

　　　10月

　　　　12月

1月
6月 　　　　12月

10月 　　　10月

11月 　　　　11月

9月 　　　9月

6月 　　　　　　6月

7月 　　　　　　　6月

10月 　　　　10月

11月 11月

7月 　　　　　6月

　9月              9月

　12月 12月

　12月 12月

　12月 12月

6月 5月

11月 11月

4月 3月

11月 11月

12月 12月

12月 11月

6月 6月

6月

6月 11月

11月
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◇歴代教育委員会委員（その２）
　　（令和６年10月１日現在）

平成 令和

氏　　　名 28 29 30 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

桑　原　泰　恵

横  地　みどり

村　松　　雅

塚　越　　暁

村　上　朝　鼓

星　山　麻　木

若　林　順　子

高　橋　　康

大　河　内　誠

福　田　幸　男

　

87

任期

H21.12.1～H29.11.30

H23.6.26～R1.6.25

H26.6.21～R2.3.31

H27.11.13～R1.11.12

R1.12.3～R9.12.2

R2.4.1～R8.3.31

H28.12.17～R2.12.16

R3.3.17～R7.3.16

H29.12.1～R7.11.30

R1.6.26～R9.6.25

年

平成27年４月１日に施行された地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律に基づき、平成29年４月１日に教育長が任命され、「教育長職務代理者」が指名されました。

教 育 長

教育長職務代理

委 員
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◇逗子市学校給食会会員 

 

                         任期：１年（令和６年４月１日～令和７年３月 31日） 

（教職員・ＰＴＡ）                                 令和６年９月 11日現在 

 校長 担当教諭 養護教諭 栄養士 調理員 ＰＴＡ 

小学校 

逗子 ◎杦山 英廷 ●内海 沙映 円道 しのぶ 内海 真美  
 松本 あづさ 

 長島 幸恵 

沼間 雨宮 彰子 
會田 まどか 

 鴨 佐和子 
◇金子 有美子 鈴木 宏美  

坂本 由実 

河野 公二 

齋藤 信一郎 

久木 田中 紀子 △松村 潤子 大川 あゆち ◇大野 久美子   
△渡辺 美和 

光山 奈央 

小坪 池上 慎吾 回谷 和樹 石田 朝美 好野 香菜子  
◇山田 美輪 

草柳 聡一 

池子 内田 源一郎 ◇鈴木 信太郎 渡邊 夏月  金子 和美 ◇平野 幸子  門間 祐哉 

中学校 

逗子 ◇関 忠子 
◇岸 夏美 

黒柳 めぐみ 
鈴木 真理子 

 

 
松澤 利恵 

久木  河原林 薫 高橋 明裕 井上 千聖  出羽 瑤子 

沼間 熊谷 啓明 西脇 絵美 石川 英子   

           

 

（教育委員会） 

学校教育課担当課長 〇橋本 直樹 

学校教育課副主幹  福本 修司 

学校教育課（栄養士） ◇奥戸 美緒 

 

◎ 会 長（学校長）  

○ 副会長（学校長または市教育委員会代表等） 

◇ 理 事（学校長、給食担当教諭（小・中 各１名）、養護教諭、栄養士、調理員及びＰＴＡから各１名） 

● 書 記及び会 計   

△ 会計監査（給食担当教諭、ＰＴＡから各１名） 
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◇逗子市社会教育委員 
 

              任期：２年（令和５年12月１日～令和７年11月30日） 

                                 令和６年９月１日現在 

  区 分   氏   名 備     考 

 １ 安宅 隆 公募市民（※） 

 ２ 石渡 尊子 公募市民（※） 

 ３ 上野 朝大 公募市民（※） 

 ４ 出村 美奈子 公募市民（※） 

 ５ 内田 源一郎 学校教育 

 ６  愛 賢司 社会教育 

 ７ 石 眞一 社会教育 

 ８ 佐藤 朋子 社会教育 

◎ ９  角田  進 社会教育 

 10 角田 梨沙 社会教育 

〇 11 桑原 智子 家庭教育 

 12 池谷 美衣子 学識経験者（※） 

 13 磯野 昌子 学識経験者 

 14 荻村 哲朗 学識経験者 

    （◎は、議長・○は、副議長） 

（※は、任期が令和８年３月 31日まで） 
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◇逗子市文化財保護委員 

 

                       任期：２年（令和６年４月１日～令和８年３月31日） 

                                        令和６年５月１日現在 
 

 
氏  名 専 門 分 野 備    考 

委 員 相澤 正彦 
美術・工芸 

（日本絵画史） 
成城大学名誉教授 

委 員 伊藤 一美 
歴 史 

（日本中世政治史） 
日本城郭史学会理事 

委員長 薄井 和男 
美術・工芸 

（日本彫刻史） 
前神奈川県立歴史博物館長 

委員長
代 理 

手塚 直樹 
考 古 

（日本中世・貿易陶磁史） 
青山学院大学名誉教授 

委 員 持田 幸良 
自 然 

（植生生態学） 
横浜国立大学名誉教授 
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◇逗子市立図書館協議会委員 
  

任期：２年（令和５年６月１日～令和７年５月 31日） 

令和６年 10月１日現在 

 氏  名 備      考 

会 長 汐﨑 順子 学識経験のある者 

委 員 内田 源一郎 学校教育関係者 

委 員 辻  伸枝 社会教育関係者 

委 員 上村 美穂 家庭教育の向上に資する活動を行う者 

委 員 小澤 明日香 市民 
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◇逗子市スポーツ推進審議会委員名簿 

 

任期：２年(令和５年４月１日～令和７年３月 31日) 

          令和６年 10月１日現在 

 氏  名 備      考 

学  識 ◎村 松   雅 （公財）逗子市スポーツ協会 副会長 

学  識 ◯川 名  裕 前逗子市立久木中学校 校長 

学  識 會 田  勉 神奈川県立逗子葉山高等学校 校長 

学  識 佐 藤 千 香 逗子市スポーツ推進委員協議会 副会長 

行政機関 石 丸 葉 子 
神奈川県立スポーツセンター事業推進部 

健康・パラスポーツ課長 

（◎会長、○副会長） 
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◇逗子市スポーツ推進委員名簿    

 

任期：２年（令和６年４月１日～令和８年３月 31日） 

令和６年 10月１日現在 

Ｎo 地 域 役職 氏   名 Ｎo 地 域 役 職 氏   名 

1 逗 子 常任委員 津久井 加代子 26 山の根 常任委員 峯尾 尚子 

2 〃 委 員 江畠 博 27 〃 委 員 髙橋 進吾 

3 〃 委 員 反田 由佳理 28 〃 委 員 森山 文子 

4 〃 委 員 村田 祐子 29 〃 委 員 浅川 尊美 

5 〃 委 員 野崎 真生 30 〃 委 員 堀越 泉 

6 桜 山 委 員 蒲谷 昇 31 久 木 委 員 鈴木 美枝子 

7 〃 委 員 黒川 正孝 32 〃 常任委員 石渡 眞澄 

8 〃 委 員 澤 美咲子 33 〃 委 員 松岡 俊一 

9 〃 委 員 伊東 やちよ 34 〃 委 員 竹下 志浩 

10 〃 委 員 下山 安寿美 35 〃 委 員 髙田 次郎 

11 〃 常任委員 武藤 浩二 36 〃 委 員 宮澤 久美 

12 沼 間 委 員 平井 規之 37 〃 委 員 宮﨑 晋 

13 〃 委 員 鈴木 繁昭 38 〃 委 員 山口 順子 

14 〃 常任委員 髙橋 妙子 39 小 坪 委 員 小野 千惠子 

15 〃 委 員 児玉 豊子 40 〃 副会長 佐藤 千香 

16 〃 委 員 田中 邦江 41 〃 副会長 髙木 彰 

17 〃 委 員 野添 宏次 42 〃 委 員 飯田 博茂 

18 池 子 委 員 小南 博明 43 〃 常任委員 神戸 幹雄 

19 〃 委 員 福本 藤彦 44 〃 委 員 本屋 啓一 

20 〃 委 員 笠原 惠子 45 〃 委 員 近藤 雅江 

21 〃 委 員 中村 正喜 46 新 宿 会 長 松井 弘喜 

22 〃 常任委員 清水 勲 47 〃 常任委員 前田 有希乃 

23 〃 委 員ｖ 初谷 奈美子 48 〃 委 員 吉井 浩 

24 〃 委 員 小林 広至 49 〃 委 員 御舘 康成 

25 〃 委 員 祐野 友里     
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◇ 逗子市教育委員会所管施設一覧 

 

施 設 名 郵便番号 所 在 地 電話番号 FAX番号 
掲 載 

ページ 

逗子市役所 

（教育委員会事務局） 
249-8686 逗子市逗子 5-2-16 046-873-1111 046-872-3115  

逗子市こども発達支援セ

ンター 
249-0005 

逗子市桜山 5-20-29 

療育教育総合センター１・

２階 

046-872-6051 046-872-6052 80 

逗子市教育研究相談セン

ター 
249-0005 

逗子市桜山 5-20-29 

療育教育総合センター３階 

046-873-1111 

（内線 567） 
046-872-6052 47 

逗子市池子遺跡群資料館 249-0003 
逗子市池子字花ノ瀬 60-1 

池子の森自然公園内 
046-871-7006 046-871-7006 61 

逗子市立図書館 249-0006 逗子市逗子 4-2-10 046-871-5998 046-873-4291 62 

逗子市立図書館小坪分室 249-0008 

逗子市小坪 5-21-17 

小坪小学校区コミュニティ

センター内 

0467-24-6726  62 

逗子市立図書館沼間分室 249-0004 

逗子市沼間 3-16-32   

沼間小学校区コミュニティ

センター内 

046-872-3618  62 

逗子市体験学習施設スマ

イル 
249-0003 逗子市池子 1-11-2 046-873-8581  76 

子育て支援センター 249-0005 逗子市桜山 1-5-42 046-871-5001   

逗子市立湘南保育園 249-0003 逗子市池子 2-11-9 046-871-2838  77 

逗子市立小坪保育園 249-0008 逗子市小坪 5-22-5 0467-22-3435  77 

逗子市立体育館 

（逗子アリーナ） 
249-0003 逗子市池子 1-11-1 046-870-1296 046-872-0296 69 

逗子市立小・中学校 16 ページ一覧表参照 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 「逗子の教育」  

編集・発行  2025年（令和７年）３月 

逗 子 市 教 育 委 員 会 

教育部教育総務課 

〒249-8686 神奈川県逗子市逗子５丁目２番 16号 

TEL 046（873）1111 

FAX 046（872）3115 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


